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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　からあげクン






「私はミユ・カジマ・ファリーノス。結婚してほしい」

　ミユと名乗る少女は俺に向かってひざまずくと、いきなり求婚した。

　少女は驚くほどの美少女だった。透き通るように白い肌、整った目鼻立ち、薄い唇。中世ヨーロッパのお姫様のようなドレス姿。美しい金髪と相まってなんともゴージャスな印象を受けるが、その顔にはまだ幼さを残している。十代前半だろうか……。

　しかも少女の背後には姫様らしくメイドさん風の従者が控えている。黒のロングスカートのワンピース。白いフリルのついたエプロン。コスプレで着るようなものではなく、非常にクラシカルな印象だ。

　メイドさんを従えたお姫様から突然求婚される。

　──これが人生に何度か訪れると言われる、モテ期か……。

　とは、俺はまったくもって思わなかった。

　なぜならこのミユと名乗る少女は俺の部屋に出現した魔法陣の中から現れたからだ。

　魔法陣から現れた中世のお姫様のような少女（メイドさん付き）にいきなり求婚される。

　これは俺の知っているモテ期ではない。断じて違う！

　数分前、俺、中なか村むら成なる彦ひこが自分の部屋のドアを開けたとき、すでに部屋の床に魔法陣が出現していた。魔法陣から放たれる目もくらむような強烈な光の氾はん濫らん。無数の光の粒子が床から立ち昇り、部屋中を駆け巡る。

　風もないのにバタバタとたなびくカーテン。

　魔法陣から放たれる光は徐々にその明るさを増し、ついには閃せん光こう弾がさく裂したかのように、一気に輝度を上げた。

　光の爆発ののち、急速に魔法陣の光は弱まり、突如としてこのミユと名乗るお姫様風の少女とメイドさんが魔法陣の中に現れたのだった。

「さあ、結婚を」

　ミユは俺の目を見て再度求婚する。

「姫様、早いです。こちらの世界では求婚は十分に親しん睦ぼくを深めてから行うとの習わし。いきなり求婚なされては、変な人だと思われてしまいます」

　メイド風の少女がミユに耳打ちする。

「そうであったか。失礼を許されよ、成彦殿。私は変な人ではない。まずは親睦を深めようではないか」

　……魔法陣から現れた時点ですでに変な人で決定なのだが。

　自分の先走りを認め、恥ずかしげにはにかむ表情、キラキラ輝く緑の瞳ひとみ。

　──とっても可愛いじゃないか……。

　くそう。変な人じゃなかったら大喜びだったのに……。せめて魔法陣から出て来てなければ。最悪玄関から乱入くらいにとどめてくれていれば、求婚を前向きに検討できたのに。

　俺はこんなことを悔しがれるほどには、自分の心が平常心を取り戻しつつあることに気づく。ならば現状を把握しなければならない。
















「あの……、結局、誰なんです？　それからなんで、俺の名前を知ってるのですか？」

「改めまして、こちらのお方は、ミユ・カジマ・ファリーノス様、ウルカトス王国を束ねるファリーノス家のプリンセスでございます。わたくしは従者のエレノワ。成彦様のことを知らない人間など王国中を探してもおりません」

　エレノワと名乗ったメイド風の少女はそう言うと、深々と頭を下げる。

　……うーむ。さっぱりわからない。というか、説明されたことで、むしろ怪しさが増している。

　俺の怪け訝げんな表情を察してか、ミユが苦笑する。

「すぐに理解するのは無理であろう。また改めて説明しよう。なにせ長い滞在になるからのう」

「長い滞在？」

「そうなる。なにせ成彦殿と婚約するまでは戻れぬからのう。人気絶大なる成彦殿を我が夫とすれば、王位継承の争いで優位に立てる」

　なんの話か分からないが、とにかく俺と婚約するまでここに留まるつもりらしい。

「滞在ってここに？」

　ミユはこくりとうなずく。

「わくわくするのう。憧あこがれの中村家への逗とう留りゆう。私の幼き頃よりの夢であった。頑張って日ノ本の言葉を覚えた甲か斐いがあったというものじゃ」

　改めて確認すると、いつの間にか、魔法陣のなかに、いくつものトランクケースが出現している。

　……こいつら帰る気ゼロだ！

　いかな美少女といえども、ちょっと困る。

　中村家への滞在が憧れ？　中村家はごくごく普通の一般家庭。家も両親には悪いがごくごく一般的な一軒家である。憧れられるような要素はとくにない。

「成彦様、滞在のご許可を」

　改めて頭を下げるエレノワ。

「エレノワ、まずはつまらないものを」

「そうでした。直ちに」

　エレノワは召喚した荷物をがさごそとあさりはじめる。

「このようなときに、つまらないものを渡すことがこちらの世界での習わしだと聞いておる。成彦殿、どのようなつまらないものがよろしいか？　木製のつまらないもの、金属製のつまらないもの。ただただひたすらつまらないもの。いろいろ見繕ってきたのじゃ」

　ミユは真面目な顔で言う。どうやら〝つまらないもの〟を本当に言葉のままに理解しているらしい……。

　ミユ越しにエレノワがこけしに似た変な木彫りの人形を持っているのが見える。のっぺりとして、男性か女性かさえ、判然としない。

　たしかに非常につまらない造形。本気でいらない。

「おかまいなく。それから、俺ひとりでは決めかねるから、両親に……」

　俺は大学二年で、実家暮らし。むしろ俺も生活の面倒を見てもらっている身分。普通に考えて勝手に同居を認めることはできない。ましてや若い女性がふたり。ましてやましてや、魔法陣から出現した怪しい輩二名である。

　俺の両親は共働き、夜になるまで帰って来ない。帰って来次第、交渉してほしい。俺は許可がでないであろうことを知りつつ、そう告げる。

「それはそうであるのう。ではそうさせていただく。それはそれとして……」

　ミユはそう言うと俺との距離を一歩縮める。

「な、なに？」

「観光してよろしいか？　中村家観光がしたいっ！　どれほどこのときを待ち望んだことか」

　ミユは俺の手を取り、両手でぎゅっと握る。

　俺を真っすぐに見つめる目がキラキラと輝いている。散歩に出かける直前の犬のような、混じりっ気のない、心からの待望。

　なぜそんなことをせがむのか、まったく理解できないが、こんな目で見つめられたら断ることはできない。

「……別にいいけど」

「おおっ、感謝するっ！　やったのう。嬉うれしいのう」

「姫様っ！　わたくしも胸の高ぶりが抑えられません」

　手を取り合い、無邪気にぐるぐると回るふたり。

　……そんなに嬉しいか？　普通の家だぞ。お見せするほどの物はなんにもないぞ。

　釈然としない思いのまま、俺は自室を出て、リビングダイニングへと案内する。

　俺の家のリビングダイニングはキッチンとカウンターでつながるタイプで、カウンター付近に食事をするテーブルセット。部屋の窓側にはソファーセットとテレビ。要するにごくごく普通の間取りとレイアウトである。

「成彦殿、こ、これは……」

　ミユが感動に打ち震えながら指さしていたのは照明のスイッチであった。

　もちろん、ごく普通のタイプのスイッチだ。

「電気のスイッチだけど」

「や、やはり、そうであるか。書物で読んだことがある。押してよろしいか？」

「どうぞ」

　──パチリ。

　ミユが照明のスイッチを押すと部屋に灯あかりが灯る。当たり前である。

　しかしミユの反応は当たり前ではなかった。

「おおっ、明るい！　明るいのぅ。それでいて優しく、穏やかな光。まるで春の朝日のようなうららかさを感じる」

　両手を広げ、華きや奢しやな身体いっぱいにたしか先月ホームセンターで買って取り替えた、ＬＥＤのシーリングライトの光を浴びる。

　その表情はまさに恍こう惚こつ。うっとりしてしまっている。

「なに？　電気のないとこから来たの？」

「我々の世界はこのような技術はございません。灯りといえば、蠟ろう燭そくとランプでございます。もちろん閃光を発する魔道の技はございますが、それは夜間の戦闘に使用するもの。日常生活で使用するほど長くは発光できません」

　……電気はない、魔道？

　魔法陣から現れたのだから、常軌を逸した存在であることは間違いないのだが……。

「君たちはどこから来たの？」

「はい。我々の住む世界は成彦様の住む世界とは地続きではございません。根本から異なる別の世界。我々は成彦様の住むこちらの世界を異世界と……」

　──パチリ。

　突如として部屋が暗くなる。ミユが電気のスイッチをもう一度押したのだ。

　三月になり日照は延びたとはいえ、時間は午後四時過ぎ、カーテンを閉めたリビングはかなり暗い。

「あの、暗いから、電気つけてもらえます？」

　俺の言葉に嬉しそうにうんうんと何度もうなずくとミユは再度スイッチに触れる。

　──パチリ。

「明るいのう！　部屋の天井に小さな太陽が現れたかのようじゃ」

　またしても恍惚の表情で照明光浴。

　最初とまったく変わらぬ感動っぷりだ。

「それで、異世界というのは？」

「はい。我々はこちらの世界を異世界と呼びます。世の理が異なり魔力の存在しない世界。神は我々の世界と成彦様の住む異世界、ふたつの世界を生み出したと……」

　──パチリ。

　また部屋が暗くなる。ミユがまた電気を消したのだ。

「にわかには信じがたいけど、こっちからすると、そっちが異世界から来たってこと……」

　──パチリ。

「そのようになります。我々の世界では高位の導術師はこちらの世界を観測することが……」

　──パチリ。

「その導術により観測した断片的情報が書物として……」

　──パチリ。

「その中でも中村家は非常に重要で、ふたつの世界をつなぐゲートのような……」

　──パチリ。

　──パチリ。

　──パチリ。

　──パチリ。

「うぉぃ！　電気パチパチやめてもらえる？　話が全然入って来ないから！」

「で、あるか？　もう少し楽しませてほしいのだが。毎日パチパチしている成彦殿にはわかるまい。電気パチパチは幼き頃よりの憧れなのじゃ」

「姫様、わたくしにも。わたくしにもパチパチをさせていただけませんか？」

「おお、忘れておった。よいぞ、エレノワ。そなたもパチパチするがよい」

　──パチリ。

　──パチリ。

　──パチリ。

　──パチリ。

　今度はエレノワがパチパチをはじめてしまった。

　異世界の説明は完全にそっちのけで照明のオンオフを繰り返す。

　つけては「明るいのう」、消しては「暗いのう」。そのたびごとに、きゃっきゃと喜び合うふたり。

　このはしゃぎっぷり……。本気で楽しんでいる。

　俺は異世界について聞くことをあきらめて、存分にパチパチさせてやることにする。

　それに俺はこのふたりが異世界からの転移者であることをほぼ信じていた。

　魔法陣で召還された場面をこの目で見たこともあるが、やはり日ごろからゲームや本でそういった存在に慣れ親しんでいたことが大きい。それにたかだか電気のスイッチのオンオフでこれほどまで楽しめる人間はどこか別世界の人間だと思った方が腑ふに落ちる。

　二〇分は電気をパチパチしただろうか。

　ようやくふたりが満足してくれる。

　その様子を見ていた俺はなんだか申し訳ない気持ちになっていた。

　ふたりにとってはここは憧れの異世界。

　電気のスイッチのオンオフをさせるだけでは、さすがに観光とは言えないだろう。

「家の中はいいんだけど、外は見なくていいの？　家の中よりはおもしろいものも多いと思うんだけど。どこか案内しようか」

　エレノワは俺の何気ない提案にぱっと目を輝かせる。

「成彦様の案内で異世界を観光させていただけるとは！　なんと光栄な……。姫様、お言葉に甘えませんか？」

　こくりとうなずくミユ。

　チラチラと上目遣いで俺を見ながら、身体をくねらせている。

　察するに、すでにどこか行きたい場所があるように見える。

「行きたい場所のリクエストある？」

「……もしわがままを許してもらえるなら、ローソンを……。ローソンを観光したいのう」

「ローソン!?」

「そうじゃ。ローソンじゃ。導術師たちが書き残した書物に何度もその名は刻まれておる。かの吟遊詩人、オッペンハイムもその美しさを詩にしたためておる」

　ミユの言葉に大きくうなずくエレノワ。

　すっと背筋を伸ばし、美しく伸びやかな声で歌いはじめる。




　ローソン。

　その青き社、

　訪れる者のことごとくを笑顔とす。

　ローソン。

　その青き社。

　千の民、万の民の願いをかなえる。

　ローソン。

　その青き社。

　あらゆるものを温める。

　街のほっとステーション。

　お弁当のソースを外さず、大爆発。

　街のほっとステーション。




　……なんだこれ？

　大体、合っている気もするけど……、大げさすぎないか、吟遊詩人オッペンハイム。

　ありとあらゆるものは温めないぞ。

　しかし、ミユはうっとりとした表情で聞き入っている。その表情だけでもローソンへの強い憧あこがれが察せられる。

「まあ、ローソンに行きたいなら、別に構わないけどさ」

　幸いローソンならすぐ近くにあるが……。

　観光!?　ローソンで？

　疑問を抱えつつも、異世界からの訪問者を近所のローソンに案内してやることにしたのだった。




　　　　◆




「青い、圧倒的に青い……。ローソンは青い青いと幼きころより聞かされておったが、やはり実際に自らの目で見るのは違うのう。これほどまでに青いとはのう」

「さようでございますね、姫様。雲ひとつない空もこれほどまでは青くございません」

「まことに。青いと言っても、ちょっとは赤いかもしれない。調子の悪い日は紫かもしれない。そう思っておったのじゃが……。青いのう」

「はい。実に青うございます」

　ミユとエレノワは、ローソンを見つめて、涙を流さんばかりに感動していた。

　何度も何度も「青い」と呟つぶやくミユ。

　たしかに青いけれども、青さがローソンの売りではないんだが……。

「見よ、エレノワ。あれぞ、ローソンが誇るミルクのマークじゃ」

　今度は看板を見つめてうっとりとしているミユ。

「これが伝説のミルクのマーク。ローソンがコンビニエンスストアになる前、ローソン初代王、Ｊ・Ｊ・ローソン氏がミルク店を営んでいたことが由来だと言われております。まさかこの目で見ることができるとは思いませんでした」

　エレノワもまぶしげな目で看板を見上げている。

　ローソンの看板を見上げる娘さんがふたり。

　ひとりはゴージャスなドレスのロリ娘、もうひとりはメイド服のお姉さん。しかもローソンを見たことはないのに、由来だけ勉強してきている。

　なんだこのシュールな光景は……。

「入んないの？」

　我慢しきれず声をかける。

　このままではいつまでもローソンの看板を見たまま日没を迎えてしまいそうなのだ。

「そうじゃの。入るとしようかの」

「入りましょう。姫様」

　緊張した表情でうなずき合うふたり。

　ようやく店内に向かって足を進める。

「おおっ、暖かい。まるで春の陽気じゃの。さすが異世界。〝てくのろじい〟の力じゃの」

「まことに。〝てくのろじい〟の力でございます。それに楽団もいないのに、楽し気な音楽が奏でられております。これが幾多の伝説にも記されている、ローソンＣＳほっとステーションの調べでございましょう」

「さく裂しておるの〝てくのろじい〟が。吹きすさんでおるの〝てくのろじい〟が。まことほっとステーションであるのう」

「まさに。これがほっとステーションでないとしたら、なにがほっとステーションなのか。そう思えるほどに、実にホットで実にステーションでございます」

　店内に入ったら入ったで、感激しきりのふたり。

　……こいつら意味がわかって言ってるのか？　なんだ？　「実にステーション」って、どういう状態を指すんだ。

　しかし、異世界からの訪問者をわざわざ問い詰めるのも無粋な気がする。

「それで、なにか買う？　せっかく来たんだから、なにか買ったら？」

　ローソンはコンビニエンスストアである。感激で涙ぐみながらも、なにも買わないというのも変な話だし、なかなかどうして、迷惑だ。

　しかし、エレノワは恥ずかしそうにもじもじと身体をくねらせて、俺の問いに、なかなか答えようとしない。

「……そうしたいのですが、我々、異世界に転移したばかり、恥ずかしながらＰｏｎｔａカードを持っておりません」

「別にＰｏｎｔａカードはなくても大丈夫だから」

「そ、そうですか、なんと度量の広いほっとステーションなのでしょう。しかし、我々は異世界に転移したばかり、恥ずかしながら、こちらの貨幣も……」

　またもじもじしてしまうエレノワ。ミユもいまにも悔しさで舌を嚙かみ切りそうなレベルの残念顔である。

　こんな顔をされたら仕方がない……。

「奢おごるから。なんでも好きなもの買いな」

　俺の言葉にミユの顔がぱっと明るくなる。

　目をキラキラ輝かせて俺の顔を見つめている。

「おお……さすが成彦殿。さすが伝説の聖地中村家の長男。やはり我が夫にふさわしい。成彦殿もまた、ほっとステーションであるの」

「ちょっと、なに言ってるかわかんないけど」

　コンビニで奢るだけで、こんなに喜んでもらえるなら、悪い気はしない。

「姫様。どうしましょうか？」

「からあげクンがよいのっ！　成彦殿、成彦殿っ、からあげクンを！」

　ミユはカウンターに並ぶからあげクンを指さし、ぴょんぴょんと小さく飛び跳ねている。

　見た目も幼いが、精神構造はもっと子供のようだ。

　からあげクン。たしかに初ローソンで購入するにふさわしい一品ではある。

　俺が小さくうなずき、ＯＫを出すと、からあげクンの入った保温器の前へと駆けていく。

「どのからあげクンにしようかの」

　からあげクンの並ぶガラスケースをのぞき込むミユ。その表情は真剣そのもの。

　鶏をデザインしたカップが並ぶ。

　当然ながらカップの色の違いは味の違いを示している。

　黄色はからあげクンレギュラー、赤はからあげクンレッド、茶色は北海道チーズ、そして期間限定のからあげクン辛から味み噌そ味だ。

「ふむ……、からあげクン北海道チーズを……」

　ミユがそう言ったとき、俺のからあげクン魂が刺激される。

　俺はこう見えても、からあげクンにはうるさいのだ。

「最初はレギュラーかレッドにするべきだと思う」

　俺はついつい口を挟んでしまう。

　初からあげクンは定番から攻めるべきだ。長年のスタンダードであるレギュラーとレッドの味を覚えてからの、変化球であるべきだろう。

「ならば、成彦殿の意見に従おうかの」

　ミユは素直さを見せる。

　俺はレギュラーとレッド、それぞれふたつずつ購入することにする。

　三人で味を楽しむには十分な量だろう。




　　　　◆




　ローソンでの買い物を終え、部屋へと戻る。

「……青かったのう。……断然、ステーションであったのう」

　ミユはいまだ初ローソンの感動から抜け出していない。

　おそらく目に焼きつけたローソンの姿を思い出しているのだろう。目を閉じ、恍こう惚こつの表情を浮かべている。

　これほど感動してくれるなら、案内した甲か斐いもあった、というところなのだが、それにしても程度問題はある。

「いい加減、食べたら？　からあげクン」

　俺はいまだ感動でふるふると震えているミユに声をかけ、からあげクンのカップについているつま楊よう枝じを外して、ミユに手渡してやる。

「うむ。では、いただこうかの」

　つま楊枝を握りしめたミユがからあげクンレギュラーを睨にらみつける。

　──これまでにない鋭い眼光。

　まるで画家がキャンバスに向き合ったかのような、ピッチャーがバッターボックスに強打者を迎えたような、アニオタが初回限定版ブルーレイディスクと対たい峙じしたような……。とにかくプロのオーラを感じる。

「姫様は宮中で幼き頃より、国内最高の食材とシェフに囲まれて暮らしてきましたから、大変な美食家でございます」

　エレノワがすかさずその眼光の鋭さについて、補足してくれる。

　なるほど、どこの世界なのか知らないが、本当に王女なのであれば、さぞかし美味しい物を食べてきたことだろう……。

　そんな人にからあげクンを奢るなんて。もしかしたら俺は大それたことをしてしまったのかもしれない……。

　急に不安になってくるが、時すでに遅し、ミユのつま楊枝が真っすぐに伸び、からあげクンを突いて、小さな口へと運ぶ。

　ミユは薄く艶つややかな唇を開き、つま楊枝の先のからあげクンを半分ほど齧かじった。

　はむはむと小動物のように咀そ嚼しやくするミユ。

「美味じゃの────う！　からあげクン、美味しいのうっ！」

　結局、美味いのかよ！

　ミユはあまりの美味しさにフローリングの床を転げまわっている。

　すごいな、からあげクンのポテンシャル。

「エレノワも食すがよい。からあげクンを食すがよい」

「これは……。ジューシーでございます。嚙みしめるとお肉の旨うまみが口いっぱいに広がります。そしてシンプルなようで奥深いスパイス。あとを引いてまたひとつ食べたくなってしまいます」

「さすが異世界じゃのう。我が国では最高級の美味とされるアカハナドラゴンの肩肉と似ているが、ドラゴンの肩肉よりも、さらにジューシーじゃ。なにより、臭みが少ないと言われるアカハナドラゴンよりも、はるかに臭みがない。驚きじゃ」

「はい。ドラゴンはどれだけ洗浄しても、硫黄臭さがどうしても抜けません。からあげクンはまったく硫黄硫黄していません。まるでお肉の美味しさだけを凝縮したような」

　なにとからあげクンを比べているんだよ！　とにかくドラゴンの肉に比べてもからあげクンは勝つらしい。すごいな、からあげクン！　臭いのかドラゴン！

　なんにしろ、喜んでもらって奢り甲が斐いはある。

　俺ものせられて、少しテンションが上がる。

「レッドも味見してみたら」

　俺の言葉に、うんうんと過剰にうなずくミユ。

　完全にテンション上がり過ぎである。

　そのテンションのまま、今度はからあげクンレッドに手を伸ばす。

「美味じゃの────う！　レッドと化しても、美味じゃの───う！」

　またしてもフローリングの上でのたうち回る。

「口に入れた瞬間はそれほどでもないのですが、あとからじんわりと辛さが……。辛いのですが、不思議なことにまた食べたくなる辛さです。ピリリとした厳しさを持ちながら、同時に包容力を感じます。さすが、レギュラーさんの母君です」

　エレノワもからあげクンレッドの美味しさに感じ入っているが……。

　母君!?

「レッドって、レギュラーのお母さんなの」

「はい。この鶏のキャラクターたちですが、同じように見えて、すべて違います」

　よく見ると、たしかにレッドのカップに描かれている鶏のキャラはレギュラーに比べるとつぶらな瞳ひとみをしている。これは間違いなく女性だ！

「レギュラーさんは母君であるレッドさんと父君であるチーズさんのご子息、お兄さんがのりしおさん、お姉さんがピザさん。そして育ての親がからあげおやじさんです」

　なんだか無駄に複雑な家系……、そして誰なんだからあげおやじ！

　どうして謎のおやじに預けたんだ、ご両親！

　なにより、なんでそんなにからあげクンの設定に詳しいんだ、エレノワ！

「いつの日かからあげクンを食べる日を夢見て、国をあげて情報収集したからのう。一流の導術師、占い師、学者にからあげクンについて調べ上げさせたのじゃ」
















　ミユが俺のなかに渦巻く疑問を察したのか、代わりに答える。

　自慢げに言っているが、予算と権力の無駄遣いである。

　俺はスマートフォンで、からあげクンのオフィシャルサイトにアクセスしてみる。

　オフィシャルサイトに表示されるからあげクンの家系図。

　本当に複雑な家庭環境だ。

　国をあげて調べたからあげクン情報は間違っていなかった。

　……それにしても誰なんだ、からあげおやじ。鶏たちの家系図のなかで、ひとりだけおやじ。しかもニヤニヤ笑っている。キャラでなければ、職質されるレベルの怪しい笑みだ。なぜそんな人を育ての親に……。

　しかし、そんなからあげクンプチ情報などどうでもいい。俺にとってのからあげクンの楽しみは、情報ではなく、味だ。

　ここは異世界女子どもにからあげクンのさらなる魅力を伝えてやらねばなるまい。

　俺は、コンビニの袋から、こっそり買っておいた、あれを取り出す。

「成彦殿、それは？」

　ミユが不思議そうに俺が取り出した小袋をのぞき込んでいる。

「これは別売りの焙ばい煎せん胡ご麻まドレッシングだ」

　ローソンの別売りドレッシングは美味い。そして、なかでも胡麻ドレッシングはからあげクンと合うのだ。三〇円とちょっとでできるプチ贅ぜい沢たくである。

　俺はからあげクンレギュラーにつま楊枝を刺すと、さっと胡麻ドレッシングをかけ、ミユとエレノワに手渡す。

　それを恐る恐る口に運ぶミユとエレノワ。

「美味しいのおおおう！　からあげクンの新しい一面じゃのう」

「はい。マイルドでコクがあります。元気で明るいからあげクンがドレスアップして、落ち着いた大人のからあげ氏へと姿を変えたかのような」

　からあげ氏……。

　表現はさておき、たしかに胡麻ドレッシングをちょい足しすると、からあげクンはマイルドかつ、高級感あるテイストに姿を変えるのだ。しかも別売りのドレッシングならば、低価格かつ、場所を選ばず使用できる。からあげクンのお手軽さも失わないのだ。

　ちなみにおでん用の小さい辛子も入手できれば、それを少しレギュラーにつけて食べると、和風のピリ辛具合がおもしろい。

　このようにレギュラーだからこそ、アレンジして食べる楽しみがある。俺がミユにからあげクンのなかでもスタンダードなレギュラーを勧めた理由のひとつがこのアレンジ力なのだ。

　……ならばレッドにはなにが合うのか。

　もちろんそれにも俺は一応の回答を持っている。

　それはプレーンヨーグルトだ。

　もちろんからあげクンを買った際に、一緒に買っておいてある。ヨーグルトはサイズの一番小さい一〇〇円のもので十分だ。

　さっそくヨーグルトを開けると、プラスチックスプーンでひと匙さじすくい、楊枝に刺したからあげクンレッドの上にさっとトッピングする。ほんのりと赤みのあるからあげクンレッドの上にヨーグルトの白。見た目も食欲を誘う。

「ほほう。成彦殿がまた新しい趣向を……」

　ミユはそれをキラキラ目を輝かせてのぞき込んでいる。

　待ちきれないといった様子だ。

　俺がからあげクンレッド、ヨーグルトプラスバージョンを差し出すと、そのまま、顔を寄せ、ぱくりと頰張る。

　手から直接食べた！　なんだか小動物が自分に懐いた感覚。

「おおっ……、これは、なんと……。複雑で芳ほう醇じゆんな……。酸味、まろやかさ、そして、ほんのりと辛い。口の中が味であふれておる」

　目を閉じ小さく首を左右に振って、自分の口の中に広がった、新たなる味わいを堪能している。

　どうやら気に入ってくれたようだ。

　ならば……。俺はもうひとつ、からあげクンレッド、ヨーグルトプラスバージョンを作ると、エレノワに手渡す。

　エレノワは両手で丁寧に受け取って口に運ぶ。

「なるほど……。なんともまろやか。こうなりますか……。純白のガウンに身を包んだからあげクンからは神々しい威厳を感じます。これは……もはやからあげ猊げい下かです！」

　なんだか高僧になっちゃったよ、からあげクン！

　さっきはクンから氏にランクアップしたが、まさか猊下まで出世するとは……。

「ちなみにからあげクンレッドにはすりおろし野菜ドレッシングも合う。こっちは逆にさっぱりと食べたいときにおススメだ。買ってから時間が経っちゃったからあげクンを、濃い目のトマトジュースに漬けて食べるパターンもある」

　あまりにいいリアクションに、ついつい、からあげクン熱も高まりすぎてしまう。

「さすが成彦殿、さすが中村の血を引くもの。次期からあげおやじに就任してもまったく不思議ではないのう」

「まったく不思議だわ！　誰なんだよ、からあげおやじ」

　からあげクンは大好きだが、からあげおやじに就任するつもりはない。

　しかし、ミユはとにかくこのアレンジをいたく気に入ったらしく、テンションが上がりっぱなしである。

「この自由奔放でありながら、基本を踏み外さない楽しみ方。やはり、見込んだ通りの殿方じゃ。結婚を！」

「だから、なんで求婚する！」

「我が国には成彦殿の力が必要なのじゃ。どうか私と夫婦となり、民に希望と喜びを与えてほしい。了承してもらえるまで、何年でもここに留まる覚悟じゃ」

　何年でも……。なんとも面倒な覚悟があったものだ。

　しかし、こんな可愛い子にこんなことを言われて、断るのも非常に心苦しい。

　とはいえ、異世界から来たと称する人間からの求婚を受けるほどの勇気はもちろんない。

　お断りするのは申し訳ないが、かといってＯＫできる案件でもない。

　さて、どうしたものか……。

　俺は返答に窮して、考え込んでしまう。

　そんなとき、タイミングよく一階からドアが開く音が聞こえる。

　どうやら母が仕事から帰ってきたようだ。

　中村家では母の権力が強く、家のルールはだいたい母が決めている。ここは母に丸投げといこう。

「あ、母親が帰ってきたから、住む許可は、そっちで……」

「おお、母君であるか。ならば、ご挨あい拶さつを」

　ミユはそう言うとすっくと立ち上がる。

「では、つまらないものを準備いたします」

　ミユに従い、先ほどのつまらないものの準備をはじめるエレノワ。

　木製のつまらないものを持って、いそいそと一階へと向かう。

　俺はそんなふたりの背中を見送る。

　これでお別れになると思うとちょっとだけ寂しい。

　非常に怪しいふたりだったが、楽しくもあった。とくに俺のからあげクンに関するこだわりを肯定的に受け止めてくれたのは嬉うれしかった。それに……、まあ、なんというか、ふたりとも可愛かった。

　──さらば異世界からのお客さん。

　うちの母はそれなりに厳しいのだ。職場でもかなりの部下を抱え、鬼上司として知られているらしい。

「えー、これくれるの？　すごく可愛いじゃん。うれしーっ！　ありがとうっ！」

　一階から母の歓声が聞こえる。

　まさかのつまらないもの大ウケである。

　母は厳しいが、センスが少し変だった。

「いいよ、いいよ、何日でも泊まってきな。部屋もひとつ空いてるから使って！」

　階下から、楽し気な三人の笑い声が聞こえてくる。すでにすっかり打ち解けている。

　……どうやら異世界からのお客さんはもう少し我が家に滞在することになりそうだ。








第二話　とんこつラーメン






　大学の授業は退屈なものであった。教授によるエンターテイメント性ゼロの淡々とした講義を聴き、それをノートに取り、心の中でカウントダウンをしながら、九〇分が過ぎるのを待つ。短い休憩時間を挟み、またそれを繰り返す。

　なんの変哲もない日常。少々地味ではあるが、俺はそんな日々が嫌いではない。そして、それは帰宅してからも続くはずだった……。

　家に滞在するふたりの居い候そうろう、彼女たちがいなければ。

　リビングに入ると、居候のひとり異世界の王女であるミユの姿があった。家を出る前に暇つぶし用に貸したニンテンドー３ＤＳを慣れぬ手つきで懸命に操作している。

　やっているゲームはモンスターハンタークロス。

「おかえりなさい。成なる彦ひこ様」

　ミユのおつきの人であるエレノワは俺を発見すると、礼儀正しく一礼してくれるが、ミユはゲームに夢中。ちらりとこちらを見ただけで、すぐに視線をニンテンドー３ＤＳへと戻し、必死にボタンを連打している。

　本当に子供のように熱中している。ミユにとっては、ゲーム機は想像を超えたテクノロジーの塊、さぞ衝撃を受けたことだろう。

「どう？　おもしろい？」

「すごいのう。なにがどうなっておるのか、さっぱり理解できぬが、とにかく楽しいのう。さすがは伝説と謳うたわれるワンダースワンじゃのう」

「ワンダースワンじゃなくて、ニンテンドー３ＤＳだけどね……」

　おそらく導術師によって携帯ゲーム機の情報も伝わっていたのだろうが……、残念ながら情報が古い。とにかくミユはワンダースワンことニンテンドー３ＤＳが気に入ったようだ。

　ミユの操るハンターはやみくもに双剣を振り回し、暴れまわっている。

　まったく狙いを定めることなく、モンスターのいない荒野でひたすら剣を振り回し続ける。ハンターというより、ただの癇かん癪しやくを起こしたおじさんだ。体力満タンなのにガンガン回復薬を飲んで、また大暴れ。回復薬がお酒に見える。

　もう一度、遊び方を教えた方がいいのだろうかとも思うが……。

　まあ、本人がおもしろがっているのだから、これでいいのだろう。

「ミユたちの暮らしてた世界ってこんな感じ？」

「だいたいこんな感じじゃのう。こちらの導術師もよく調べておるのう」

「導術師はいないけど……。じゃあ、こんな風に狩りもしたんだ？」

「うむ。このような、乱暴な形ではないがの」

　ＤＳのなかでなにかに取り憑つかれたかのように大暴れを続けるハンター。

「乱暴なのはミユの操作が乱暴だからだけどね」

「そもそも狩りとはもっと人数をかけて行うもの。軍事的な行事なのじゃ、私も幼き頃は、父君に従って、よく狩りの旅に出かけたものじゃ。懐かしいのう」

　モンハンやりながら、懐かしがる人ははじめてだ……。

「懐かしゅうございますね。まことに勇壮でございました。一糸乱れぬ千の大隊、それを率いる王、その姿はまことに神々しく……」

　エレノワがうっとりとした表情で同意する。

「そんなに大人数で狩るんだね」

　千人でハンティングってマルチプレイのレベルではない。

「狩りは練兵もかねておるからの。もっと大人数で取り囲んで、銅ど鑼らを鳴らし、煙でいぶして、落とし穴へと誘導するのじゃ」

「なんか、夢がないな。巨大なモンスターに単独で挑む勇者はいないの？」

「ふむ……いたとしても、それは変わり者か、目立ちたいだけの者じゃの。人数をかければ楽にできるのであるから。あえて危険を冒す行為など勇者とはいえぬ」

　変わり者か……。

　異世界から来たのに、なんだかリアリストだ。向こうの世界には向こうの世界なりのリアルがあるのだろうけど。

「狩りでは最初に捕れた獲物を王に捧ささげるのが決まりとなっておるのじゃ。王はそれを自ら調理し、口にすることで、日々の糧を与えてくれる山の神々に感謝をささげ、豊猟を祈る。私もよく父の次に食べたものだ」

　ミユは懐かしそうに言う。

「なんか、そういうのいいね」

　こっちの世界では食べ物に対して感謝をすることは滅多にない。それに自分で自分の食べ物を採ることもない。日々、食べる物があることに感謝をする機会があるのはいいことだ。

「うむ、いいものである。まったくもって美味しくはないのが玉に瑕きずじゃが」

　ミユは３ＤＳのボタンを連打しながら、ぼそりとつけ加える。

「美味しくないのかよ！」

「捕れたての肉を火であぶっただけだからの。生臭くてかなわぬ。最初に捕れた獲物がイボヅノドロ豚であったときなどは、悲惨であったのう。しかし儀式は儀式、父君はむせび泣きながら食べておられたの」

　イボがあってツノがあって、泥の豚……。ネーミングだけで不味そうだ。よくわからないが、異世界の王様も大変だな……。

　一方、３ＤＳの画面のなかではミユの操作するハンターが生肉を焦がし、焦げ肉を作りまくっている。

　このゲームでは肉を焼くにはタイミングよくボタンを押す必要があるのだが、そんなことはお構いなしに、あぶりっぱなしなのだ。

「そんな王族に成彦殿もならぬかの？」

　ミユの言う〝王族になる〟とは、ミユと俺が結婚するという意味だ。ミユはこちらの世界に転移するなり求婚したのだ。

「そもそもなんで俺と結婚しようとしてるのか、全然わかんないんだけど」

　ミユはエレノワに目配せする。説明せよとの指示だろう。

「いまファリーノス家は跡目争いの最中なのでございます。正統な王位後継者は姫様なのですが、姫様の叔父上であるマクルズ候が王位を継ぐべきであるとの一派がおり、激しい政争に。そこで中村家のご子息である成彦様と婚姻することで、王位争いを盤石に」

「中村家って、うちは普通の家なんだけど」

「それについては話せば長くなるのですが、中村家は……」

　くるるる……。

　エレノワの説明を遮るように小さくミユのお腹が鳴る。

「もしかして、お腹、空いてる？」

「ワンダースワンに夢中での。一日、なにも食べておらぬ」

　俺の問いに、ちょっと恥ずかしそうにうなずくミユ。

　あんなに下手くそなのに、ずっとやっていたのか……。

　それはさぞかしお腹もペコペコなことだろう。このタイミングで長い説明は気の毒だ。

「なにか食べたいものある？」

「そうじゃのう……。あれもこれも、どれも食べたい。迷うのう」

　昨日はからあげクンを食べて、大喜びだったミユ。

　こっちの世界の食べ物に興味津々なのだ。

　理屈はわからないが、導術師によって、こちらの世界の情報だけはふんだんにある。おそらくミユの頭のなかでさまざまな食べ物がぐるぐると渦巻いていることだろう。

　首を何度も左右に傾けながら、悩みに悩むミユ。ついに首のスイングが止まる。脳内で浮かんでは消えていた食べ物がついにひとつだけ残されたようだ。

　これまでにない真剣な眼差しのミユ。

「……ラーメンはどうであろうか」

　普通！　あんなに真剣に悩んだあげくの普通！

　しかし、このベタな選択にエレノワが心配げな顔をしている。まるで怯おびえているかのような眼差し。

「姫様、本気ですか!?　我々はまだ異世界に来て間もない身。まだ早くはないでしょうか？」

　それに対してミユは静かに、重々しく、うなずく。

「いや、この世界に滞在するとなれば、ラーメンは決して避けられぬ運命。先日ローソンに向かう道すがら、すでに何軒か目にしておる。我々はこの世界にいる限り、いずれラーメンと向き合わねばならぬのじゃ。逃げるわけにはいかぬ」

「強敵に対たい峙じしたときに、ひるむことなく懐に飛び込む。見事なご決心。見事な勇気。さすがファリーノス家の正統なる王位継承者でございます」

　エレノワのミユを見つめる目がキラキラとしている。どうやら、ミユの発言にいたく感激しているようだが……。

　ラーメン食べに行くだけだよね!?　ラーメンを食べにいくことを決意するだけで、さすがは王位継承者なの？　ハードル低くないか？　もうハードルが地面に埋まってるレベルで。

「あの、ラーメンがどうかしたのかな？」

　俺の問いにエレノワが答えてくれる。

「我々はこちらの世界に転移する前に、導術によってこちらの世界について綿密に調査しております。もちろんラーメンと呼ばれる食べ物があり、こちらの民に非常に親しまれていることも存じております」

「知ってるんだったら、なんでそんなに怯えるの？」

「導術師は己の精神を深層へと飛ばすことで、異なる世界のビジョンを断片的に収集します。複数人の導術師が何度も交信することにより、得られたビジョンを総合して、それを吟遊詩人が異世界の詩にまとめるのです」

　エレノワはそう前置きすると、ラーメンの詩を暗唱しはじめる。




　ラーメン。おお、名高き麵めん類るい。

　その名を知らぬ者はなく、あまねく民の愛を受ける。

　しかし、店の主は猛々しく。

　ルールを守らぬ者の骨を砕く。

　ラーメン。おお、誉れ高き麵類。

　その味は変幻自在、自由奔放。

　しかし、その調理方法はおぞましく。

　豚の骨を砕き、髄を煮込むこと幾星霜。

　おそろしき店主がおぞましき鍋なべを煮る姿。

　さながら地獄の釜かまのごとし。



















　……間違っちゃいない。……間違っちゃいないけど、合っているとも言い難い！

　というか、なんか全体的に大げさ！　導術の人が大げさな人だったのか、詩人の人が大げさだったのか……。店主全員が怖いわけじゃないし！　怖いとしても骨は砕かないし！

「まあ、その詩が本当かどうか、とりあえず食べてみたらいいんじゃない？」

　俺はやれやれと頭を搔かきながら言う。

「成彦様は我々の世界の豚をご存じないから、そのように気軽に言えるのです。豚を食べるなど、我々には想像もつかぬほどおぞましき行為。あのようなイボイボで、粘液まみれで、断末魔のような鳴き声を上げ、猛烈な毒を持ち、害をなしたものに七代たたると言われ、それでいて意外と家族思い、そんな豚を食べるなど」

「俺の知ってる豚と全然違うんだけど！　半端ない豚感の相違！」

「我々の知る豚の骨を煮込んだ物など、いかな成彦様でも絶対に尻しり込ごみすることでしょう。姫様はいま大変な勇気をお出しになっているのです」

　エレノワはなんだか必死だが、そう言われても、豚感の違いは埋められない。

「わかった、わかった。これは食べてみるしかないな」

　これだけ豚を恐れるふたり。

　ならば相応しいのはラーメンのなかでもとんこつラーメンだろう！

　詩に唄われる豚の髄のスープをもっとも純粋に味わえる一品だ。

「じゃあ、行くぞ。大丈夫、俺が責任持つから」

　俺はふたりを引き連れ、近所にあるとんこつラーメンのお店へと向かう。




　　　　◆




「おおっ！　これがとんこつラーメンのお店であるか。むむ、……やはり厳めしいのう」

　ミユとエレノワはお店の前で尻込みしていた。

　──カタいっちょ！

　店員さんの威勢のいい声が店内から聞こえるたびに、びくりと身をすくめるふたり。

「姫様、もし逆げき鱗りんに触れ、店主が暴れ出したとしても、わたくしが必ずや身を挺ていしてお守りしますので」

　もはや、戦場におもむくレベルのテンションである。

「大丈夫だから、店長は暴れないから！」

　俺はミユの手を取り、店内へと入ろうとするが、ミユは散歩の途中で気になるポイントを見つけちゃった犬のように、その場でふんばり動こうとしない。

「成彦殿っ！　ルールを！　とんこつラーメンは厳しいルールがあると聞く。そしてルールを知らぬ者は骨を砕かれると聞く。まずはルールを！　我々に。〝カタいっちょ〟とは、いかなる呪じゆ詛そなのじゃ」

「呪詛じゃないから。とんこつラーメンでは注文するときに麵めんの固さを指定するの」

「姫様、それならば導術師より聞いたことがあります。とんこつラーメンでは麵の茹ゆで加減を非常に細かく指定できるのです。それによって、店主の機嫌も変わるのだと」

「おお、そうであったか！　てっきり呪いの言葉かと」

　ミユの表情がぱっと明るくなる。

　エレノワは自分の記憶を探りながら、麵の固さについての用語を、たどたどしくも順に挙げていく。

「やわ、ふつう、カタ、バリカタ、ハリガネ、そしてさっと湯をくぐらせただけの、コナ落とし……」

「ふむふむ」

　ミユはメモ帳を取り出して、わざわざメモまで取っている。

「……そして湯をくぐらせもしない、コナ落とさず、さらに、袋から出さず、製せい麵めんすらしない小麦もぎり……」

　誤情報！　途中から完全に誤情報。なんだよ、小麦もぎりって！　生えてる小麦をちぎって、スープに入れるってことか？

「コナ落としまでね。実際にはハリガネくらいまでしか注文しないし。とにかくそんな心配しなくても大丈夫。わかんなかったら俺が教えるから。店、入るよ」

　このままでは店の前でひたすら時間がすぎていく。その方が店長に怒られてしまう。

　俺はメモのコナ落としから先を消去させると、店の扉に手をかける。その手にすがりつくミユ。怯えた目で俺を見つめている。

「信じておるぞ、成彦殿」

「大丈夫だから」

　俺は店の扉を引き、真っ先に店内に入る。

　幸い店内は空いている。三人並んで、カウンター席に座る。

　カウンター越しの壁には木札に書かれたメニュー。とんこつラーメンのお店だけあって、メニューはシンプル、とんこつラーメンを基準として、とんこつチャーシュー麵、ネギとんこつラーメンなど、あとはトッピングのバリエーションと、明太子ご飯などのサイドメニューがあるだけだ。

　しかし、とんこつラーメン初挑戦のミユとエレノワにとっては、それでも複雑に思えるのか、それとも店長に怒られたくない思いが強すぎるのか……、メニューを見る目がぐるんぐるん泳いでいる。

「成彦殿、どうすればいいかの？　どうすればいいかの？」

　ミユは身体を強張らせながら、小声で「どうすればいいかの？」を繰り返している。

「ネギラーメン三つ」

　俺は迷わず注文する。

　初体験ならばシンプルにプレーンのとんこつラーメンという手もあるのだが、とんこつスープはかなり濃厚。ネギをトッピングした方が口当たりが爽さわやかになり、食べやすいだろう。それに栄養バランス的にも確実にいい。とんこつラーメンではネギ多めが俺の王道なのだ。

「固さは？」

　店員さんが間髪いれずに、麵の固さを尋ねる。

　さきほどメモを取ったばかりだ。ここはせっかくだから、その成果を披露させてやるか。

「どうする？」

　俺はミユに尋ねる。

「むむっ、なっ、き、急に……、えっと、その…………〝地獄めぐり〟で」

「メモはどうした！　地獄めぐり、固いんだか、柔らかいんだか！」

　ダメだ、ミユはすっかりとんこつラーメン店の雰囲気に吞のまれてしまっている。

　仕方ない、ここは俺のおすすめの固さにさせてもらおう。

「三つともバリカタで」

　俺はとんこつラーメンの一杯目はバリカタ派だ。とんこつラーメンの麵は細ほそ麵めん、細麵はスープの温度で麵が伸びやすい。そこを計算するなら、バリカタが適切。いわばパスタにおけるアルデンテである。

　店員さんの威勢のいい注文の復唱が店内にこだまし、麵が鍋に投入される。

　バリカタとあって、茹であがりも速い。

　すぐに湯から引き上げられ、チャッチャッと軽快な湯切りののち、スープの注がれた三つのどんぶりに次々に麵が投入される。続いて、きくらげ、チャーシュー、そしてこれでもかとトッピングされる小口ネギ。

　──お待ちっ！

　瞬く間にネギとんこつラーメン三つがカウンターに並ぶ。

　とろみのある白濁したスープに細麵。柔らかそうなチャーシュー、半分にカットされた味付け玉子は黄身がトロリとしている。そしてそれを覆い隠さんばかりの小口ネギ。

「ほほう、白いスープにネギの緑色。色のバランスも食欲をそそるのう。それに匂いも、想像していたよりは……、ふむ、いや、むしろ食欲を刺激して……」

　ミユはすっかりとんこつラーメンに心を奪われていた。興味津々、キラッキラの目でラーメンを見つめている。……あれほど怯えていたのが、噓みたいだ。

「のびちゃうから早く食べな」

　俺はそう言いながら、割り箸ばしを割って、ミユとエレノワに手渡してあげる。

「そ、そうじゃな。いただこうかのう」

　ミユは箸はしを受け取ると、慣れない手つきで、麵をすくい、口へと運ぶ。小ぶりな唇をすぼめ、ちゅるちゅると懸命に麵をすする。

「おおう、これは……。美味じゃ。美味じゃの────う！　エレノワも食すがよい。恐れは無用ぞ！」

　主人であるミユに促され、びくびくしながらもエレノワがとんこつラーメンをひと口食べる。

　すするという行為に慣れていないのか、苦心しながら麵をなんとか口に押し込み、こくんと飲み込む。

「どう？」

　俺の問いに小さくうなずくエレノワ。いまだ怯えが残っていたエレノワの顔がぱっと明るくなった。

「美味しいですっ！」

「スープもいただくがよい。美味であるぞ」

　ミユはレンゲを手に取って、ぎゅんぎゅんスープを飲んでいる。

「いままで飲んだことのないスープでございますね。なんでしょうこのコクは……、濃厚でまろやか、クセがあるのですが、それがむしろ魅力になって、しかも、この濃いスープとネギのフレッシュな食感が合わさり……、お見事です。それに豚のスープなのにえぐみがありませんし、全身が痺しびれる感じ、体温が急激に下がる感じもまったくありません」

　……異世界の豚はどうなってるんだよ！

　俺にそんなツッコミの間を与えることなく、レンゲでスープを口に運び続けるエレノワ。目を閉じ、うっとりとした表情を浮かべている。すっかりとんこつラーメンの虜のようだ。

　そしてそれはミユも同様。

「天使のスープじゃの。おそらく豚というのは生半可な覚悟の者を退ける虚言であろう。本当は天使の骨髄を砕いておるのじゃ」

「そっちの方が怖いわ！　違うよ。豚の骨をじっくり、丁寧にアクを取りながら煮込んでるの。努力の結晶だから。それから替え玉するなら、スープを飲むのはほどほどにね」

　俺はすかさず替え玉のルールについて説明する。ラーメンの麵だけをお代わりするとんこつラーメン独特のシステム。スープを飲み干してしまっては、替え玉ができなくなってしまうこと。それから、さきほどバリカタだった麵の固さを一段階柔らかいカタへと変更すべきであること……。

「スープの温度がさっきよりも下がってるからね、スープの熱で麵がのびるペースも落ちる」

「さすが成彦殿、考え抜いておるの、ならば勧めに従わねばなるまい」

「替え玉、麵はカタで」

「私も。麵カタ、顔ニッコリで」

　──は、はい……、替え玉カタいっちょ、……顔、ニッコリで。

　ミユが俺に倣って替え玉を頼むが、こっそり足される変な注文。相変わらず店長さんが怖いらしい。

　結局、三人ともカタで替え玉を注文する。

　ほとんど待つことなく、スープに滑り込む新たなる麵。

　店長さんもことさら笑顔を作ってくれている。

　ならば、ここでもうひとつのルールを説明せねばなるまい。

「替え玉からは辛子高菜ＯＫだから」

　俺は率先して、目の前にある銀のバットから辛子高菜をひとつまみしてスープに投入してみせる。そう一杯目から辛子高菜を入れる行為はスープの味がわからなくなってしまう行為。

　ミユが恐れに恐れていた頑固店主の怒りを買うことがあるとしたら、最初から辛子高菜を投入したときのみだ。

「おお、ここでこれを……、やはりの。このいかにも自由に入れてよい感じ、罠わなに違いない、と思っておったのじゃ」

「さすが姫様、驚くべき洞察力でございます。骨を砕かれずにすみました」

　エレノワは小さく拍手を送っているが……。

　むろん罠ではない！　仮に最初から入れても、骨を砕かれはしない。

「いいから、あんまり入れすぎないようにね。辛いから」

　俺のアドバイスに従って、ほんのひとつまみずつ辛子高菜をスープに投入するミユ。

　さっそく味わいの変わったスープを堪能する。

「おお、実に合うのう。まろやかで濃厚なスープがぴりりと辛くなって、まるで天使がケルベロスに乗ってやってきたような」

　……たとえは一切ピンとこないが、とにかくお口に合ったらしい。

　一日、なにも食べていなかっただけに、ふたりとも食欲旺おう盛せい。

　辛子高菜投入バージョンの二杯目もぺろりと完食する。

「はあ、お腹がはちきれそうでございます」

「実に満足であるのう」

　晴れやかな笑みを浮かべるふたり。そこにはもはやまったくラーメン店への恐れは感じない。

　いかなる世界でも共通であろう、満腹の幸福感に満たされている。

「ね、怖くなかったでしょ？」

　店を出るとすぐに俺はそう言う。

　その言葉に大きくうなずくミユ。

「こちらの世界のことわざに、百聞は一見に如しかず、という言葉があるという。まさに、それであるの」

「しかし、これも姫様の勇気があっての体験でございます。恐れを振り切り、真実を知る。お見事でございました」

　エレノワはあくまでミユをほめちぎる。さすがおつきの人だ。

　ミユも「そうであろう」と言わんばかりに胸を張る。

　そして、急に俺の方に向き直ると、真っすぐに目を見つめる。

「ならば、次は成彦殿も勇気を出す番じゃの」

「えっ？　なにが？」

「決まっておる。私と結婚し、我々の世界へと移住するのじゃ」

「いやいや、勇気のスケール違いすぎだから！」

　ミユの可愛さに少し気持ちが揺らぐが、やはり異世界に移住は重い。

「百聞は一見に如かず、じゃ。来てみれば、それほどの不便はない。ワイバーンも思ったよりは襲撃せぬ」

「思ったよりって、たまに襲撃あるのかよ！」

「本当にたまにじゃ。それに本当に恐ろしいのはワイバーンではなく、人間じゃ。ワイバーンに喰くわれる者など、人間同士の争いで命を落とす者に比べたら、はるかに少ない。とくに宮中ではそうじゃ。暗殺、毒殺、不審死、私も何度、命を狙われたことか」

「それこそ、そんなところに住みたくないし！」

「心配することはない。厳重に監視をつけた部屋で、ごく限られた人間にしか会わさぬゆえ」

「事実上の軟禁じゃねーか！　断る」

「王族とはそのようなものじゃ。とんこつラーメンと同じくルールを覚えれば快適ですらある。ナンいっちょであるの」

「軟禁を略すな！　断る」

　とんこつラーメンの後味よりもはるかにしつこく、ミユは結婚を迫る。

　このしつこさはネギではさっぱりさせられないのであった。








第三話　回転寿司






　土曜日、俺は授業もなくお休み。ミユたちが異世界から我が家にやってきて、初の週末でもある。

　こちらの世界に興味津々のミユ、さぞ、あそこに連れていけ、あれを食べてみたいなどとせがまれることだろうと思っていたのだが……。

　ミユは昼近くになっても、居い候そうろうしている俺の隣の部屋から出てこようとはしない。

　……一応様子を確認しておくか。

　俺はリビングから出ると階段を上り、二階のミユの部屋へと向かう。

　ミユの部屋の前にはエレノワの姿があった。扉の前に立ち、門番のように入室しようとする者に厳しい目を光らせている。

「姫様は現在、お着替え中でございます」

　俺の姿を見ると軽く一礼するエレノワ。

「いま起きたところ？　寝坊かな」

「いえ、姫様は早朝にはご起床なさったのですが、まだ今日のお召し物が決まらず、悩まれているのです」

　そう言うエレノワの服装はメイド服に似た黒を基調としたワンピース。こちらはユニフォーム的に決まっているのだろう。

　いっぽうのミユはいつもゴージャスなドレス姿。俺には理解できないが、あのドレスにも着こなしがあるのだろう。

「エレノワ、これでどうかのう」

　突然ドアが開かれ、ドアの隙間からちらりとミユの姿が見える。ピンクを基調とした、ゴージャスなドレス姿。

「あっ！　成なる彦ひこ殿、急に……困る」

　ミユは顔を真っ赤にして、慌ててドアを閉める。

　ちらっと見えた限りでは、いつもとそんなに違いを感じなかった。恥ずかしがることもなかったと思うのだが。

「成彦様、ちょっと場所を変えてお話しいたしましょう」

　エレノワに促されて、部屋の前からリビングへと戻る。

「どうしたの？」

　俺はリビングのソファーでエレノワに詳しい話を聞くことにする。

「姫様は自分の服装がこちらの世界では浮いているのでは、とお悩みなのです。自分が変なのではないかと」

「そりゃ、あんな煌きらびやかな服装だとね……。でも変じゃないと思うよ。似合ってるんじゃないかな？」

「それでしたら、そのようにお伝えいただきたいものです」

　俺に向けられるエレノワの視線がいつもより厳しい。なんだか怒っているようだが……。

「……責任の一端は成彦様にもあるのですよ。成彦様が求婚をお断りになるから……。姫様は自分に女性としての魅力がないのかとお悩みになり、せめて、こちらの世界風の服装をと、せめて、ゆるふわコーデをと……」

「女性としての魅力とかそういう問題じゃなくて、原因は不信感＆身の危険だから！」

　問題はまったく知らない異世界に婿入りしなければいけないことだ。しかも権力闘争の真っ最中、暗殺の恐れもあれば、ワイバーンも襲来する。

「では女性としての魅力を感じると」

　ずいっと身を乗り出すエレノワ。

「まあ、それは……もちろん……」

　さすがに照れくさくて言葉を濁す。

「でしたら、お伝えしてもらえませんか？　女性として魅力を感じていると」

「いやいや……恥ずかしいし」

　俺は女性に直接そんなことが言えるほどチャラい性格ではない。むしろふたりが来るまでは非常に地味な生活を送り、それを楽しんでいたくらいなのだから。

　そんなやりとりをすることしばし、ようやくミユが二階からリビングへと下りてくる。

「どうかの……変ではないかのう」

　結局先ほどチラ見した、ピンクのドレス姿。あどけなさの残る端整な顔立ちとゴージャスな衣装。気品と壮麗さを感じて、まさにお姫様といった感じなのだが……。

　さすがにこの姿で街を歩くとなると、控えめに言って、目立ちすぎ。控えめに言わないと、やっぱ変。

　そんな俺の心の内を察してか、ミユの頰が羞しゆう恥ち心しんでドレスと同じくらいピンク色に染まる。

「やはり変なのじゃ。もう外に出られぬ。無念じゃ。引きこもりになるしかない。このまま何年も引きこもって、最終的に支援団体の人に無理矢理引きずり出されてしまうのじゃ」

　ミユはそう言うと、ソファーに突っ伏してしまう。

　居候しているのに、引きこもりになられても困る……。

「大丈夫、似合ってるし、個性がよく出ていると思うよ」

「まことか？」

　ソファーからちらりと顔を上げ、俺を見るミユ。

「うん。目立ってると思う。いい意味でも悪い意味でも」

「成彦殿はフォローが下手くそなのじゃ！　やはり引きこもるしかあるまいっ！」

　ミユは再び顔をソファーに埋めてしまった。

「引きこもりと言えば、吟遊詩人がこのような詩を。おお、引きこもりよ。……汝なんじを守る鉄壁の部屋は……」

「このタイミングで詩はいらないから！」

　意外と、エレノワも空気が読めない。

　とにかく異世界からやってきた引きこもりなる謎の存在を作るわけにはいかない。

　どうにかしてご機嫌を直してもらわないと……。

　しかし俺は女の子の機嫌を取る方法など知らぬ。からあげクンのちょい足しメニューや、とんこつラーメンの麵めんの固さ、モンハンでの大剣の扱いなどには一家言あるが、このような場面に対応するスキルはない。

　どうしていいかわからずオロオロするばかりの俺。

　そんな俺に助け船を出してくれたのは母だった。

　財布の中から一万円札を何枚か取り出すと俺に握らせる。

「一緒にかわいい服、買ってきなさい」

　普段はお金に厳しい母。俺は中高生のころから、まともにお小遣いも貰もらっていなかった。それが、どういう風の吹き回しだ!?

　この展開にミユもソファーから身体を起こし、目を丸くしている。

「これは……、こちらの世界の貨幣、いわゆる現ナマであるな。よろしいのか？」

「あんないい物を貰ったんだから、服の一着や二着、当たり前」

　母が言ういい物とはミユが手土産として携えた〝つまらないもの〟だ。母はそのつまらないものがいたく気に入っているのだ。不気味なこけし風の木彫りだったのだが……。

　こうして母の謎の美的センスに助けられ、ミユのご機嫌は完全回復したのだった。




　　　　◆




「どうかの？　大人エアリーかの？　春を先取りコーデかの？　キラキラ女子かの？　かわいいは作れておるかのう？」

　ミユは買いたての服に身を包み、上機嫌であった。

　花柄のワンピースにカーディガン。くるくると身をひるがえし、ワンピースをはためかせる。

　ドレス姿も似合っていたが、普通の服を着るとリアルに実感できる。この抜けるような透明感、ミユはやはり美少女なのだ。

「うん、すごくいいんじゃないかな」

　お世辞じゃなく、素直にそう思う。

　もちろんこれは店員さんに完全に選んでもらったものだ。俺は駅前の繁華街まで連れていき、手ごろな服屋さんに入っただけ。女子の服を選ぶなどハードルが高すぎる。

　それにしても店員さんのセンスがいいのか、ミユのポテンシャルが高いのか……。

　異世界に行ってもいいんじゃないのか、そんな気にすらなってしまう。

　……いや、ダメだ、ダメだ。命の危険がある。

　気の緩みはワイバーン＆毒殺の元。注意一秒、ワイバーン一生だ。

　そんな俺の逡しゆん巡じゆんにミユはまったく気づいていない。

　エレノワに向かってもくるりと一回転し、新しい服を披露している。

「さすが姫様、異世界の装束を見事に着こなしておられます。まさに〝着こなすこと、読モの如し〟でございます」

　その姿をパチパチと拍手つきで絶賛するエレノワ。

「読モれておるかの？　地獄のように読モれておるかの？」

　ミユはさらに上機嫌、その場でぴょんぴょん飛び跳ねている。おもちゃを買ってもらった子供のような喜び方。そんな動きを読者モデルはしない。
















　永遠にはしゃぎ続けそうな喜びっぷりだったが、突如としてミユの動きが止まる。

　──くるるる……。

　ミユのお腹が小さく鳴る。

　はしゃぎすぎてお腹が空いたらしい。まったく、天てん真しん爛らん漫まんにもほどがあるな……。

「なにか食べに行こうか？　貰ったお金もちょっと残ってるし」

「ほほう、現ナマが残っておるか。あの命より重いと言われるあれが……」

　ミユが上目遣いでじっと俺を見つめている。なにやら食べたいものが心の中で決まっているけど、ちょっと言い難い、そんな感じだ。

　しばらく、じっと見つめ続けた後、ようやくミユが口を開く。

「お寿司が食べてみたいのう」

　ざわ……ざわ……。俺の心がざわつく。お寿司、それはこの日本を代表するメニュー、異世界からの訪問者にふるまうべき一品である。そうではあるのだが……。

　……お値段が。三人分となると、……圧倒的お値段。

「お寿司か……、あるっていっても、だいぶ使っちゃったしな」

　暗にお断りしたつもりだったが、ミユは俺の服の裾すそを摑つかんでさらにせがむ。

「そこをなんとかならぬかの？　行ってみたいのう。回転寿司に」

「回る方？」

「回ってこそお寿司！　回らぬ寿司など、米に死んだ魚を乗せただけじゃ」

「それは語弊しかない言い方だと思うけど。まあ、それならなんとか」

「やった！」

　喜びで自らがグルグル回るミユ。

　このまま放置すると人気のないお寿司のように回転しているうちに干からびてしまいそうだ。

　俺はさっそく最寄りの回転寿司のお店を検索する。




　　　　◆




　俺たちは最寄りの回転寿司店に入る。

　幸い夕食の時間には少し早く、店内は空いている。並びで席が取れそうだ。

　俺は店員さんに三名での入店であることを告げようとするが……。

「成彦様、わたくしは別の席にしていただけませんか？」

　エレノワが意外なことを言う。

「どうして？」

「姫様がせっかく新しいお召し物を着られているのですから、ここはふたりきりになっていただいて、成彦様に姫様の女性的な魅力を感じてほしいのです」

　エレノワは店員さんに申し出て、自分だけ離れた席に向かってしまった。

　俺とミユは隣同士の席でふたりきり。

　普段、回転寿司は独り飯の場として利用している俺としてはなんだか照れる。

「回っておるのう。まるで死魚が蘇よみがえって回遊しておるようじゃ」

　一方のミユは目の前を流れていく寿司の皿たちに目をキラキラと輝かせている。

　ラーメン店では怯おびえていたミユだが、お寿司にはその怯えはないようだ。頑固さ、ルールの難しさなどは似ているところもあると思うのだが……。

「幼きころより、いつかお寿司を食べてみたいと思っておったからの、お寿司に関しては文献を読み漁ったものじゃ。逆に成彦殿に教えられるほど知識があると自負しておる」

　ミユは自信満々にそう言うと、学習の成果を披露する。

「……ネタ、シャリ、アガリ、オアイソ、……ザギン、チャンネー」

　なんか変なの追加されている！

　まあいい。ここはザギンではないが、俺の隣にはとびきりのチャンネー、そして回転ではあるもののシースー。まずはお寿司デートを堪能させてもらおうじゃないか。

　ミユもお寿司は勉強済みとのこと。ならばラーメンほど世話が焼けることもないだろう……。

　危なーいっ!!

　ミユがお茶用のお湯注ぎ口を指で押そうとしている。真っすぐに伸びる人差し指、そのまま押すと、指の真上から熱湯が！

　俺はギリギリのところでミユの手首をつかんで制止する。

「火傷するよ！　これはお茶用のやつだから」

　俺はお茶の粉末を湯のみに投入し、お湯を注いでお茶を作ってあげる。

「なんとトラップであったか！　危うく人差し指を失うところであったの。お茶に関しての情報収集を怠ってしまったの。だが、もう安心してほしい」

　ミユはそう言いながら、目の前を流れる皿に手を伸ばす。

　危なーいっ!!

　ミユの手の前にはギラギラの皿。その皿の上には本マグロが鎮座している！

　俺はギリギリのところでミユの手首をつかんで制止する。

「キラキラ女子っぽい皿がいいのじゃがの？」

「火傷する！　財布が」

　俺が思うに回転寿司とは高い皿のお寿司をバクバク食べる場所ではない。それならば回らないお寿司に行けばいいのだから。

　ならば回転寿司ではなにを食べるべきか……。

　それはサーモンである。

　サーモンとは鮭だと思っている人もいるようだが、お寿司屋さんで提供されるものはニジマスを海水で養殖したもの。そしてサーモンは寄生虫対策で必ず冷凍される。

　これは回るお寿司屋さんでも回らないお寿司屋さんでも同じ。

　つまりサーモンはどこで食べても同じクオリティなのだ。

　ちょうどよくレーンに握りたての炙あぶりマヨサーモンが放出される。

　たっぷりとサシの入ったサーモンにほどよく炙られ色づいたマヨネーズのライン。

　俺は迷わずそれをひと皿取る。

「これ食べな」

　ひと皿にふたつの寿司。それをミユと分け合って食べる。

　口の中に広がるサーモンとマヨネーズのこってりとした旨み。このずっしりと濃厚な味わい。まさに回転寿司ならではだ。

「美味じゃの───う！　まろやかじゃの───う！　まさにザギンでチャンネーじゃの──う！」

　異世界人にもこの強烈な旨みは伝わったようで、ミユは椅子から落ちそうなほど悶もだえている。

　俺は常日頃から思っている、マヨ系こそ回転寿司の真骨頂だと。

　お寿司はまず淡白な白身から食べて、それから脂の乗ったネタを食べる的なたしなみもあるが、それは回らないお店の話。

　回転寿司ならこってりとしたネタ連打。堂々とカリフォルニアロール、さらにはハンバーグとか乗っかっちゃってる系もいくべきである。

　なんでもあり感こそが回転寿司、ジャンクなテイストこそが回転寿司。脂で味がわからなくなったら、お茶をがぶ飲みすればいいのだ。なにせお茶は飲み放題なのだから。

　とりあえず、次はサラダ軍艦でもいっておくか。

　俺は注文用のタッチパネルに手を伸ばしたのだが……。

　俺の指先をミユがじっと見つめている。

「なにか食べたいの見つかった？」

　俺の問いに小さく首を横に振るミユ。

「……ワンダースワン、私も触ってみたいのう」

　ワンダースワンじゃなくてタッチパネルだし、前に貸したタッチパネルのゲームは３ＤＳだし……。

　とにかく自分もタッチパネルに触ってみたいようだ。

「まあ、やってみなよ」

　俺がそう言うと、ミユははじけるような笑みを浮かべる。

「うむ、やってみるっ！　ふむむ、絵で食べたいネタを選ぶのであるか、これは私のような異世界人にもわかりやすいのう……えーと、ザギン、チャンネーと」

　ミユは嬉うれしそうにタッチパネルを細い指でぽちぽちと叩たたく。

　〆サバをひとつ、〆サバをひとつ、一度炙り〆サバをひとつ挟んで、さらに〆サバをひとつ、〆サバを……。

　危なーいっ！

　〆サバだらけ！　わかりやすいって言ってたわりに、全然使えてない！

　注文確定ボタンを押そうとするミユ。俺はギリギリのところでミユの手首をつかんで制止する。

「どうしたのじゃ？　バランスよく注文したつもりであるが」

「どこがっ！　サバ過ぎるにもほどがあるぞ！」

「なんと！　いつの間に、私のはまちはどこへ消えてしまったのだ……」

「はまちが食べたかったのね。それじゃあ、ここを……」

　俺はタッチパネルの操作方法をできるだけ丁寧に説明する。

「ふむふむ……。では改めて、ギロッポンッ！」

　ミユはそう叫ぶと、軽やかに「注文する」をタッチする。

　待つことしばし、注文皿の専用レーンをお寿司の皿を乗せた船が進み、自分たちの席の手前でぴたりと止まる。

「おおっ、私の注文が船に乗って、おもしろいのう。楽しいのう」

　ミユは喜々として船に手を伸ばし、皿を手に取る。

　作りたてのお寿司はシャリにも艶つやがあり、ネタもぴかぴかと銀色に輝いてる。

　新鮮な青魚特有の銀色……、これ、〆サバじゃねーかっ！

「なんで〆サバになってるんだよ！」

「なんとっ！　〆サバであるか。はまちがなぜ〆サバに……これが出世魚というシステムであろうか」

「どういう出世の仕方だよ！　出世じゃなくて、もはや別の企業に転職しちゃってるから。ヘッドハンティング！」

　俺はぶつくさ言いながらも、〆サバを口に放り込む。

　……地味に美味い。

　普段はあんまり〆サバは頼まないが、食べたら食べたで、悪くない。

　しかし、このままミユにタッチパネルを任せておくと何個〆サバが来るかわかったもんじゃない。

「ほら、俺が頼むから、はまちとあとなに？」

「このネギトロおくら軍艦が強そうじゃの」

「強そうかな……？」

　俺はミユが興味を持ったネタを次々に注文する。

　次々に運ばれてくる皿。ひとりなら食べきれないが、ふたりで分け合って食べられるとあって、いつもよりもバリエーションが楽しめる。

　そろそろアナゴなんかで、味の方向性を変えてみるか……。

　タッチパネルで注文するとすぐにアナゴが運ばれてくる。

　シャリから大きくはみ出た肉厚なアナゴ。その上にさっとかけられたとろみのあるダークブラウンのタレ。

「ほほう、これは美味なるタレじゃのーう。そしてタレが柔らかな身と相まって……、うーむ、美味じゃ」

　ミユはアナゴを食べて目を丸くしている。

　そんなミユの横顔を見ながら俺は思う。

　──これは思ったよりはるかにデートだ。

　回転寿司デート、最高じゃないか。

　カウンターに並んで座るこの密着感と親密感。そしてひとつの皿を分け合うことで高まる一体感。次になにを食べるか話すので、会話も途切れることなく、自然と盛り上がる。

「お寿司は玉子を食べるといい店かどうかわかるって言われてるね」

「ほほう。玉子であるか。頼んでよろしいかの？」

「いや、そこを押すと〆サバが来るから」

　俺もそれほどトークに自信のあるタイプではないが、不思議なほど会話が弾む。

　そして俺の中でどんどんミユの好感度が上がっていく。

　回転寿司は作業的な要素がある。皿の流れるレーンを吟味し、通りすぎる前に獲得するか、スルーするかを決断し、そしてレーンになければ、食べたいものを協議して注文をする。

　この軽い共同作業の繰り返しがふたりの仲をぐっと引き寄せるのだ！

　人間とはひとりで生きられない生き物。協力し合い、支え合って絆きずなを深める。

　ミユのために皿を取ってやり、ガリを皿に添えてあげる。そのたびに少しずつ、絆が深まる。

　──回転寿司とは人類の歴史のミニマムな再現だと表現しても過言ではない！

　……いや、過言ではある。

　過言ではあるが、これまで回転寿司を基本的にひとりで利用してきた俺にとっては、とにかく新発見なのだ。

　どうやらミユも十分に楽しんでくれているようで、注文皿を乗せた船が届くたびに、きゃっきゃと歓声を上げている。

「楽しいのう。美味しいのう。さすが成彦殿はチャンネーじゃのう」

「チャンネーはそっちだ！」

　などと戯れながら、そろそろ〆のひと皿の腹心地だ。

「ウニ食べる？」

「ウニであるか……。それは成彦殿が警戒しておる、キラキラ女子の皿に乗っておるが、よろしいのか？」

　不安げなミユに俺は無言でうなずく。

　回転寿司はサラダ系、サーモン系を楽しむのが俺の流儀、当然安い皿ばかりになる。

　しかし、安い皿ばっかりだと、店員さんに「うわ、全部安い皿だ、セコイ」そう思われるかもしれない。だから最後に高い皿をそっと忍ばせておく、これが俺オリジナルの江戸しぐさ、「皿色足し」だ！

　こうして、〆のひと皿、生ウニ軍艦、四五〇円が届けられる。

　海苔のりで作られた軍艦の上に乗せられるたっぷりのウニ。

　どうやら新鮮な物を使っているようで、鮮やかなオレンジ色。これならミョウバン臭くもなさそうだ。

「ほほう、……なんと。これはまろやかじゃのう。異世界に転移してよかった」

　ミユはウニを頰張り、うっとりとしている。

　どうやら回転寿司デートのいいフィニッシュができたようだ。

「ウニは苦手な人もいるからね、気に入ってくれてよかったよ」

「うむ、非常に気に入った。それより成彦殿はどうかの？　私を気に入ってくれたかの？　女子力を感じてくれたかの？」

　ミユは身体を俺の方に向け、ずいっと顔を近づける。うるんだ深いグリーンの瞳ひとみが真っすぐに俺を見つめている。

「いや、まあ、もちろん」

　俺は照れくさくて思わず目をそむける。

　そもそも俺はかわいいと思っているのだ。

　ただそれを伝えると、ワイバーンの襲撃もついてきちゃうわけで……。

「そ、そうだ、エレノワどうしてるかな？　大丈夫かな」

　俺は露骨に話題をそらす。

　俺たちにデートっぽさを体感させるために、こちらから見えない離れた席へと座ったはずだが……。ちゃんとお寿司を楽しめたろうか？

　席を立って、エレノワの姿を探す。

「かわいいねー。奢おごらせてよ」

「いえ、わたくしは……その」

「メイド喫茶の人なの？　今度、お店行くよ」

　エレノワは両隣の男性にひっきりなしに声をかけられていた。

　どうしたらいいのかわからないようで、困ったような愛想笑いを浮かべている。

　ミユとは系統が違うものの、エレノワはエレノワで癒し系のかわいさがある。

　それにメイド風の衣装も男性への訴求力は抜群だ。

「なぜエレノワが女子力を見せつけておるっ！」

　ミユはぷりぷり怒りながら、男性たちの輪の中から、エレノワを引っ張り出す。

「タッチパネルの操作に慣れず〆サバばかり注文してしまい、困っていたところみなさんに助けられて、いつの間にかこのようなことに」

　エレノワは気まずそうに言う。

　どうしてふたりとも〆サバを注文してしまうのか……。

「主人よりモテてもらっては困るのじゃ。……それにしても、まさかエレノワの衣装が正解であったとは。ドレスと交換せぬか？」

「いけません。立場がございます」

「さては女子力を独り占めするつもりであるか」

　ミユはぐいぐいメイド服を引っ張って、執しつ拗ように服の交換を要求する。しかしエレノワもがんとして譲らない。「交換せよ」「いけません」の繰り返し。

　こうして回転寿司店のレジ近くで、ミユとエレノワの会話はぐるぐると同じところを巡り続けるのであった。








第四話　モスバーガー






　目を覚ますと午前一〇時をわずかに過ぎていた。

　大学は春休みに入り休み。

　休日の起床時間としては早すぎず遅すぎず、俺的にはベストな目覚めである。

　パジャマから着替え、歯を磨き、リビングへと向かう。

　すでにリビングにはミユとエレノワの姿があった。ミユは結局いつものドレス姿。やはり王女として相応しい衣装を身に着けることにしたのだろうか。

　ミユとエレノワはふたりで向かい合い、なにやら真剣な表情。

「テラワロス」

「テラワロス」

「ググレカス」

「ググレカス」

「通報しますた」

「通報しますた」

「胸熱」

「胸熱」

　エレノワの手には何枚かの紙が握られており、それを音読し、エレノワの言葉をミユが復唱している。

　真剣な顔の割に言葉の内容が……。

「なにやってるの？」

「異世界語の勉強でございます」

　エレノワが答える。

「我々があちらの世界で習った言葉は、やや古風なようじゃからの。いわゆるスラングも学ばねばのう」

　なるほど。確かにミユの話す言葉は古い日本語だ。とはいえ、いま練習していた単語もすでに古くなっている気がしてならないのだが……。

「そっか、すごい勉強熱心なんだね」

　気の毒なので勉強した言葉がすでに古いことには触れずにおく。

「うむ、幼き頃よりこちらの世界に憧あこがれておったからの」

　朝早くからレッスンをしていたのか、ミユは少し疲れた様子で「うーん」と、小さく声を上げながら伸びをする。

　……そうか、やはり異世界とこっちの世界では言葉が違うのか。

　当たり前と言えば当たり前だが、ふたりがあまりにも流ちょうな日本語を話すので、気にしていなかった。

「ふたりとも日本語が上手いね」

「成なる彦ひこ様にお褒めいただくとは光栄です。いつの日かこちらに来ることを夢見て、勉強をしておりましたから」

　エレノワは嬉うれしそうにはにかむ。

「いずれは成彦殿も我々の言語を学んでもらわねばの」

　ミユはそう言うと、突然言語を切り替える。

　まったく聞いたことのない響きの言葉。歌っているかのような不思議な抑揚。

　もちろんなにを言っているのかまったく理解できない。

　ミユの端整な顔立ちと透き通った声も相まって、なんだか神秘的な印象だ。

「なんて言ったの？」

「姫様は〝早く結婚を受け入れないと、さらうぞ〟と申しております」

「怖いわっ！」

　澄ました顔でなにを言ってるんだ！

　ミユはなおも異世界の言葉で話し続ける。

　優しい笑みを浮かべながら、歌うように俺に語りかける。

　相変わらず、なにを言っているのかさっぱりわからない。

「姫様は〝毒殺対策として、幼き頃より毒に関しては学んできた。仮死状態にして、そのまま異世界に連れ去ったろか〟と申しております」

「表情とのギャップ！」

　まったく！　かわいい顔して、なに言ってるんだ。

　俺の困惑は伝わっているはずだが、それでも異世界の言葉で話し続けるミユ。

「姫様は〝ジョーク、ジョーク、異世界ジョーク〟と申しております」

「知らない言語でジョークを言うんじゃない！」

　……それにしても本当にジョークなのか？　もしかしたら本気なんじゃないのか？　そんな気がしてしまう。

　ミユはまたなにごとか異世界の言葉で俺に語り掛ける。

　先ほどの笑顔は消え、きりっとした表情。

　今度はなんだ？

「姫様は〝朝から勉強してお腹が空いた。なにか食べに行こう〟と申しております」

　くるるると鳴るミユのお腹。

　この発言はジョークでないことは確かなようだ。まったく食いしん坊さんめ。

　さて、なにを食べるか……。

　時間は一〇時半前。

　まだランチタイムにも時間がある。

　この時間帯となると、営業している店も絞られてくるが……。

「モスバーガーだな」

　俺はぽつりと呟つぶやく。

「ほほぅ、モスバーガー、聞いたことがあるのう。確かハンバーガーのお店であったか」

　ミユが日本語に戻っている。先ほどの取り澄ました顔からは想像もつかないほど、子供っぽく目を輝かせて……。本当に食べることが大好きなのだろう。

　そんなミユを優しく見守るエレノワ。

「まさしく。モスバーガーはハンバーガーのお店かと」

「どのようなお店なのかのう？」

「さあ……、残念ながら我々の世界に伝わるモスバーガーの伝承は少ないのです。モスバーガーのＭＯＳが〝ＭＯＵＮＴＡＩＮ〟、〝ＯＣＥＡＮ〟、〝ＳＵＮ〟、から来ていること。公式キャラクターのモッさんが一九七二年生まれであることしかわかりません」

　エレノワが残念そうに言う。

「なにやら、有名なハンバーガーがあるとは聞くがのう」

「モスバーガーに関する探知は難易度が高いようで、最高レベルの導術師に探らせたのですが、〝モッさんの趣味はコスプレ……〟とだけ言い残し、気を失ってしまいました」

　……恐ろしいほど情報が偏ってるな。モッさんは割とどうでもいいし。

「まあ、モスが美味しいことだけは間違いない。あとは行って確かめればいいよ」

　俺は胸を張って答える。なにを隠そう、俺はモスバーガーが大好きなのだ。そしてあの美味さは異世界人にも絶対に通用する。

　そんな俺のモス愛が伝わったのか、ミユはゴクリと生なま唾つばを飲む。

「ほほう。成彦殿がそこまで言うとは。胸熱じゃのう」

　さっそく習いたてのネット用語を使うミユ。

　モスバーガーへの熱い期待を胸に、真っ先に玄関へと駆け出すのであった。




　　　　◆




　俺はミユたちを連れて、家から歩いて数分のモスバーガーを訪れる。

　入り口で俺たちを迎えてくれるおなじみの黒板、そこにチョークで書かれた店員さんによる温かみのある手書きのメッセージ。

「どう？　この黒板がモスのすべてを表していると思う。モスといえば手作り感だから」

　俺は店に入る前に必ずこの黒板をチェックしているのだ。

　いいモスバーガーは黒板のメッセージが丁寧な気がするのだ。

『春、出会いと別れの季節ですね。別れは少し寂しいけれど、新しい出会いに心をときめかせて、新しい一日を元気に頑張りましょう!!』

「テラワロス！」

　ミユはしげしげと黒板を覗のぞき込んだ末にそう言い放った。

「なんで、このタイミングでテラワロスだよ！」

「せっかく覚えたのだから。使ってみたくての」

　ミユは平然と答える。

　……単語を覚えただけで、意味をわかってないんじゃないのか？

　まあいい。異世界人にモスバーガーの良さを理解させるには多少の説明と手間は必要だろう。

　ミユとエレノワの興味はすでに店外に設置されているメニューの書かれた看板へと移っている。おなじみのＭのマークの下にメニューがずらりと並ぶ。

　身を屈めじっと看板を見つめるミユとエレノワ。

　店に入る前に注文を決めてしまおうと思っているのだろうか？　たしかにハンバーガー店に入って、なかなか注文が決まらないのは後ろにお客さんがいたら迷惑な行為。

　異世界人にしてはなかなかの心がけだ。

「ふむ。これは電源コードとやらであるの」

「はい。電源コードでございますね。まことににょろにょろしてございます」

　ぜんぜん違うところ見てた！

　ふたりは外看板から伸びているコードが気になるらしい。電源コードは夜に灯りをつける用なのでまだコンセントには差さっていない。それを残念そうに眺めるふたり。

「コンセントに差したいのう」

「まことに差しとうございますね」

「どうなるのかのう？　爆発するかのう？」

「わたくしはモッさんがにゅるっと出てくるのではないかと思うのですが……」

　ふたりはこちらの世界の食べ物に目がないが、それと同じくらい電気で動くものが大好きなのだ。いまだ部屋の電気をつけたり消したりしたがる。

「いいから、なに食べるか決めなよ」

「それは成彦殿にお任せする」

　真っすぐに俺の目を見ながら、ミユはきっぱりと宣言する。

「いいの？　なにか食べたいのないの？」

「ググレカス」

　唐突に学習の成果を披露するミユ。しかも完全に間違った形で！

「ググってどうする。検索ワードすら思いつかないわ」

　そもそもグーグル社を知らない人間に言われたくない。

　しかしミユは自分の間違いに気づいていないようで、平然と話を続ける。

「よいのじゃ。食べ物に関しては成彦殿を信じておれば間違いない」

「そうですね。我々はこちらの食にまだまだ不慣れ。成彦様にお任せします」

　ふたりして期待の目で俺を見つめている。

　ならば堪能してもらおうじゃないか、俺セレクトで。

　俺は先頭を切って店内へと入る。

　まだ午前中とあって、店内はそれほど混んではいなかった。

　カウンターにも列はなく、すぐに注文できる。

　初モスで食べるべきものはなにか……。

　俺はカウンターの前に立つと〇・五秒で判断する。

　それは〝スパイシーモスチーズバーガー〟、通称スパモッチだ。

　初モスということでモスミートは必ず食べなければいけない。

　ならば、なぜモスバーガーではなくスパモッチなのか。

　モスバーガーではハンバーガーを作る担当者をセッターという。

　そのセッターの技術がもっとも反映されるメニューがスパモッチなのだ。

　ひとつひとつを注文されてから作るのがモスバーガーの売り、スパモッチは作る上での工程がもっとも多く、高難易度なのだ。モスの手作り感を堪能するならスパモッチなのだ！

　初モスはスパモッチで間違いないのだが……。

　しかし三人ともスパモッチでは芸がない。

　その次になにを頼むべきか。

　それはテリヤキバーガーだろう。

　いまでこそ一般的なテリヤキバーガーであるが、発祥はモスバーガー。

　この偉大な発明を堪能してもらわないと。

　そして三つめは復活したモスライスバーガー焼肉だ。

　ライスバーガー系もモスバーガーの特徴のひとつ。その元祖といえば焼肉。

　これも食べておくべき一品だろう。

　ここまでの思考に必要とした時間は一秒弱。

「スパイシーモスチーズバーガーとテリヤキバーガー、モスライスバーガーをそれぞれセットで」

　モスバーガーのセットはポテトのセット、オニポテのセット、サラダのセットがある。

　オニポテも悪くはないが、モスバーガーはサラダも店内で仕込んでいる。そして午前中はサラダが作り立てで、新鮮。この時間帯ならば、サラダを中心にするべきだろう。

　俺は味見用にスパモッチをオニポテのセットにして、残りをサラダのセットにする。

　ドリンクは実はかなり美味しいアイスティーでいいだろう。

　俺はまったく滞りなく注文を終える。

「成彦様、一切、迷いのない注文っぷり、お見事です」

　エレノワが俺に向かって小さく拍手をする。

「うむ。まさに。巫女みこの口から神託がもたらされるかの如し。神に与えられし注文力じゃの」

　ミユは褒めてくれているんだろうけど……、残念ながら嬉しくはない。

　ドリンクだけを先にもらい、俺たちが席について三分と少々。

　ついに待望のバーガーが届けられる。

　ポテトの揚げ時間は三分。見事に与えられた時間内で注文を作り切ったようだ。

　セッターさん。いい仕事っぷりだ。

　ちなみにロースカツバーガーは揚げ時間が五分、ホットチキンバーガーは四分なので、そもそもポテトの揚げ時間には間に合わない。決して作るのが遅れた訳ではないので、イライラしてはいけない。

　とにかく店員さんの熟練の技によって、目の前にならんだ、ハンバーガーにミユは興味津々。

「ほほう、それぞれ、まったく違うのう」

　それぞれのハンバーガーに鼻を近づけ、くんくんと香りを嗅かぎ、うっとりとした表情を浮かべている。

　俺としても、せっかくだから三つの味を楽しんでもらいたい。

「回し食いになっちゃうけど、ちょっとずつみんなで食べようよ」

「通報しますた！」

　言葉上は通報されてしまったが、ミユは大きくうなずいている。〝そうしよう〟との意味だろう。

　とりあえず、俺はミユに第一のおすすめ、スパモッチを手渡す。

　小さな口で懸命にスパモッチにかぶりつくミユ。

　バンズからこぼれ落ちそうなたっぷりのモスミートにちょっぴり苦戦している。

　はむはむと咀そ嚼しやくし、こくんと飲み込む。

「おおぅ。……なんと芳ほう醇じゆんな。この謎のソースの甘味とコク、味が濃いようでいて、さっぱりとした酸味もある。そして後から辛みが……。この複雑な味は私の異世界語の語ご彙い力では表現しきれぬ。これまでに味わったことのない複雑な味に舌がびっくりしておる。まさに……まさに……テラワロス！」

「なんでだよ！　テラどころか一バイトも笑う要素はないだろ」

　しかし、ミユは俺のツッコミをまったく気にすることなく、エレノワへスパモッチを渡す。

　それをひと口食べると、エレノワもうっとりとした表情を浮かべる。

「これは……。やはりテラワロスです。日々モスバーガーを食されている成彦様にはわからないのです。我々からするとまさに初体験の味。想像を絶する美味しさ、あまりのことに自然と笑みが浮かんでくるのです。それがテラワロスなのです」

　できれば、別の表現方法を使用してほしいが……。

　まあ、とにかく喜んでくれているならよかった。

　俺もふたりの食べたスパモッチを受け取って、ひと口食べる。

　……うむ。いつ食べてもやっぱり美味い。モスミートの調子も俺好みだ。

　俺が思うに、モスミートはこってりしているときとサラサラしているときがある。

　モスミートは常時火にかけて煮込まれているので、煮詰まり具合で味わいが微妙に異なるのだ。タイミングによるが、夜は比較的こってり、午前中はサラサラの傾向がある。そして俺はサラサラのフレッシュタイプが好きだ。それもあって俺は午前中のモスをおすすめするのだ。

　そんなことはまあいい。次はテリヤキバーガーだ。

　さっそくミユがテリヤキバーガーを頰張る。

「甘じょっぱいのう。……実に甘じょっぱい」

　ミユはそう言いながら、エレノワにテリヤキバーガーを手渡す。

「……これほどまでに甘じょっぱい食べ物が存在するとは……。人類がこのような甘じょっぱい物を作り上げられるなんて信じられません」

「我々の世界より、はるかに甘じょっぱさへの研究が進んでおるのじゃのう」

　エレノワとミユは仲良く交互にテリヤキバーガーを頰張りながら、「甘じょっぱい」を連呼する。

「それ褒めてるの？」

　俺の質問に大きくうなずくミユ。

「もちろんじゃ。このテリヤキバーガーとやらに比べれば、我が国の食事など、甘くも、じょっぱくもないのう」

「じょっぱくもないって……」

　とにかく美味しいは美味しいらしい。

　そして最後に控えるのが、モスライスバーガー焼肉だ。

　ミユはこれまでとまったく形状の違うライスバーガーをちょっぴり警戒しながら口に運ぶ。

「ほほう。これは……。不思議な味であるの」

「たしかに。先ほどのふたつのハンバーガーとはまったく違う味わいですね。ライスは我々の世界にもございますし、肉を焼いた料理もございますが、どちらもレベルが違います」

　相変わらず楽しげに分け合って食べるミユとエレノワ。王女と従者というより、姉妹であるかのような雰囲気である。

「このようなライスは初体験じゃ、実にモチモチで、実に丸いのう」

「お肉もなんともいい香りが……」

「あの鼻を刺すようなドラゴン臭がまったくせんのう。不思議なものよ」

「そもそもドラゴンの肉じゃないからだね」

　俺は控えめにツッコみながら、ミユ、エレノワが味見した残りのバーガーを片付けていく。

　まったく態度には出さないが、間接キス的な意識は当然ある。

　モスバーガーを選んだのはあくまで純粋なるモス愛からだったが、こんな楽しみ方もあるとは……。まだまだ奥が深いぜ、モスバーガー。

　ワイワイと大はしゃぎしながら、瞬く間に三つのハンバーガーは平らげられる。

「ふぅ。堪能したのう」

　ミユは満足げな笑顔で言う。

　エレノワもまた満ち足りた表情。

「まことに美味しゅうございました。それにしてもメニューを選ぶ成彦様の決断力、見事でございました。瞬時に的確な判断を下す力は我々の世界でも必ず役に立つことでしょう」

　エレノワの言葉にミユは大きくうなずく。

「うむ。特にゴブリンの群れに囲まれたときなどに役立つであろう」

「だから嫌なんだよ、そっちの世界」

　しかしミユは俺の言葉を大きく首を振って否定する。

　テーブルの上に身を乗り出して、じっと俺の目を見るミユ。

「成彦殿ならゴブリンの群れなど恐れる必要はない。目を見たらわかる。成彦殿はゴブリンにこん棒で殴られても、決して心が折れぬ人じゃ」

「心が折れなかったとしても、物理的に骨が折れるわ！　そもそもなんで俺なの？　こんな特徴のない男に。他の誰かでもいいでしょ」

「それは……言わねばならぬかのう？」

　ミユはばつが悪そうに俺から目をそらす。

　その視線の先にはエレノワ。代わりに話してくれとのことなのだろう。

「わたくしがお答えしましょう。成彦様はわたくしたちの国、ウルカトス王国で大変な人気がございます。……そうですね、こちらの世界の言葉で表現するならばアイドルが近いでしょうか。そして姫様は大ファンでございます」

　エレノワの口から告げられる驚きの事実。

　ミユは顔を真っ赤にしてうつむいている。本人を前にしてこの話をするのがよほど恥ずかしかったのだろう。

　それにしてもにわかに信じがたい話だ。

　なんで俺が？　なにせ俺だぞ。

「なんで俺がアイドル的な存在なの？」

「我々がはじめて導術によって異世界の探知に成功した場所、それが中村家でございました。ゆえに我々にとって中村家は聖地的な存在なのでございます」

「またなんで？」

「諸説ございますが、まだ中村家の謎は解明されておりません。しかしこれはいわば前提条件。重要なのは、やはり成彦様が絶世の美男子であること」

「はあああぁ!?」

　思わず大きな声を出してしまう。

　自慢じゃないが、俺はものすごく平凡な顔立ち。その平凡さゆえに存在感がまったくないレベルだ。

　しかしミユの顔はますます赤くなる。

　チラッとこっちを見ては、すぐにまた顔を伏せる。

　このリアクション……どうやら本気らしい。

　逆にエレノワはこちらで俺がまったく目立ってないことの方が不思議なようだ。

「正直、成彦様がこちらの世界で普通に暮らしていることに驚きました。我々の世界なら、キャーキャー言われて大変ですよ」

「……つ、通報しますた」

　うつむきながらも、ネットスラングを投入してくるミユ。

「なんで通報されるんだよ。どういう意味でキャーキャー言われてるんだ」

「とにかく街を歩けば女性に囲まれて大変な状況になります。どうですか？　我々の世界に来てみては？」

「浮気したら、死をもって償ってもらうがの」

　うつむいていて顔は見えないが、ミユの口調からただならぬ迫力を感じる。

　こいつ……一〇〇パーセント本気だ。

　女性に囲まれるのは嬉うれしいが、ゴブリンにも囲まれる……。そして浮気は即死。

　後からピリリとくる感じが、スパモッチのレベルではない。

　やはり俺は異世界行きを尻しり込ごみせずにはいられないのだった。








第五話　缶詰いろいろ






　ミユとエレノワが居い候そうろうする隣の部屋。

　ドアが大きく開け放たれている。

　ちらりと室内を覗のぞくと、床に羊皮紙が広げられていた。

　その羊皮紙の表面に描かれる複雑な図形、おそらく魔法陣だろう。

　ふたりが初めて俺の部屋に現れたときと同じ図形のようだが、そのサイズは随分と小さい。面積は前の四分の一ほどだろうか。

　ふたりは真剣な表情で慎重に魔法陣の周囲に宝珠を配置している。

　ただの食いしん坊化しているふたりだが、こちらの世界にはない不思議な力を操る異世界人なのだ。

「なにしているところ？」

「あら、成彦様。今日の夜は星の巡り合わせがよろしいので、転移魔法が使用できそうなのです。姫様の父君であるゲオルグ陛下も無事を案じておられますから」

　俺の存在に気づいて、慌てて一礼すると、エレノワは手短に説明してくれる。

「手紙とお土産を送るのじゃ」

　嬉しそうにはにかむミユ。

　俺にはよくわからないが、いつでも異世界と交信できる訳ではないようだ。

「導術ってやつで探ってもらうことはできないの？」

「もちろん導術師は継続的に探査しておりますが、ピンポイントに場所時間を指定して探ることはできないのです。断片的な情報をつなぎ合わせて推測するしかございません。おそらく姫様の後ろ姿を一瞬捉とらえる程度でしょう」

「それにお土産は送れぬしの。なにを送ろうかのう？　せっかくじゃ、喜んでもらいたいのう」

　そう言いながら、リズミカルに首を振るミユ、そのたびに美しい金髪が揺れる。迷っていること自体を楽しんでいるように見える。

　きっと家族にお土産を送ることが嬉しいのだろう。

　王女とはいえ、やはり家族愛はあるのだ。

「異世界の物を所有していることは国民に王の富と力を示すことになります。慎重に選ばねばなりません」

　エレノワはそう言うと、俺の顔を見つめる。

　どうやら助言を求めているようだが……。

　……東京名菓ひよ子？　キングオブお土産の赤福？

　いや、そういう普通のお土産じゃないか。魔法陣から赤福が浮上してきたら、なんか怖いし、あと、悪くなってそうだ。

　異世界に送って王の威厳を高めるお土産……。さっぱりわからん。

「うーん……、取りあえず街に出ようか」

　家の中であれこれ考えてもいいアイディアは出なそうだ。

　こんな時は実際にいろいろ見て回った方がいいだろう。
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　駅前にあるデパート。

　俺たちはエスカレーターで五階、生活用品と電化製品のフロアへと向かう。

　専門店ほどの品ぞろえはないが、普段使いレベルの物であれば、たいていの物は手に入る。

　ミユはエスカレーターに大喜び。せっかく五階についたのに、今度は下りに乗りたがり、四階へ、また五階へと上り、また下る。

　これを数回繰り返して、ようやく目的のフロアに到着する。

　フロアには冷蔵庫などの白物家電やブラシなどの掃除用品、寝具などが陳列されている。

　俺にとっては見慣れた物しかないが、ミユにとっては世にも珍しい物で埋め尽くされた、宝の山である。

「わああぁーい！　夢のようじゃ！」

　バンザイして、小走りで駆け出していくミユ。

　俺はその姿に苦笑いしながら、後を追う。

「おおっ、これは。中村家にもあったのう。これなど、王の所有物に相応しいのう。名づけて〝覇王の泉〟じゃ」

　ミユが真っ先に食いついたのはウォシュレット用の便座であった。

　覇王の泉……。残念ながら電気のない場所では使えない。

「うーん。電気がないとただの便座だから」

「なんと……。そうであったか。城に覇王の泉があれば、来客の者たちがさぞびっくりしたであろうに」

　ミユはなんとも悔しそうに自らの腿ももを叩たたく。

「これなどどうでしょう。名づけて〝賢者の杖つえ〟」

　エレノワが持っていたのは押し入れなどで使用するつっぱり棒だった。

「城ってスペース余ってるんじゃないかな？」

　つっぱり棒を使いこなすと、王様の権威はだだ下がりな気がしてならない。

「おおっ！　これも中村家にあったのう。これは非常にいい物じゃ。名づけて〝火竜の息吹〟」

　ミユが宝剣を掲げるかのように、天に向かって掲げた物。それはヘアドライヤーであった。

「それも電源がないと動かないよ」

　俺はミユに大変残念なお知らせをする。

「なんとっ！　父君が反乱を企てた不忠者の鼻に向かって、火竜の息吹をターボで吹きかけることはできぬのか！」

「できぬし、反乱を企てたにしては刑が軽いよ！」

「ぐぬぬぬ……覇王の泉に座り、右手には賢者の杖、左手に火竜の息吹。王たる威厳に満ちた姿、かなわぬのか……」

　便座に座ってつっぱり棒とドライヤー持ってる王様……。

　ただの危ないおっさんじゃねーか！

　しかしミユはひどく落胆している。あんなにはしゃいでいたのにがっくりと肩を落として、とぼとぼ歩いている。

「父君にも電気の力を……。どうにかならぬかのう……おお、神よ……でんこちゃんよ」

　なぜでんこちゃんに祈るんだ……。残念ながら、でんこちゃんはこういった問題にタッチしてくれない。

　ならば俺がなんとかしてやるしかないだろう。

「これならどう？」

　俺が手に取ったのは懐中電灯。電池さえあれば動くし、なによりリーズナブルだ。

「ほほう。これはなにかのう……」

「ここを押すと光を発する棒だよ。これは中に電池を入れればどこでも使えるし、夜に城の中を移動するのにいいんじゃないかな」

「成彦殿っ！」

　ミユは小さくジャンプすると俺の胸に飛び込んでくる。

「姫様、はしたのうございます」

　早速、エレノワにたしなめられている。王女としての立場を忘れるほど嬉しかったんだろう。

　懐中電灯でこんなに喜んでもらえるなら、こちらとしても嬉しい気分になる。

　せっかくだから電池を多めに買ってあげよう……。

「それにしてもミユはお父さんのことが好きなんだね」

　俺は懐中電灯を振り回して小躍りしているミユを眺めながら、エレノワに言う。

「はい。それはもう。父親としてだけではなく、国を統べる王としても非常に尊敬されております」

「エレノワの家族は？」

「ありがたいことに父も母も健在です。あとは五歳になる妹が」

「離れて暮らして寂しくない？」

「はい。これもお務めでございますから。こちらに来る時は妹に泣かれて困りました」

　エレノワはそう言いながらも、はしゃいでいるミユから目を離さない。

　案の定、自分のドレスの裾すそを踏んで、転んでしまった。

　すぐにミユに駆け寄るエレノワ。結局は妹の世話をしているかのようだ。

　懐中電灯と大量の電池を購入し、俺たちは地下の食品街へと向かっていた。

「父君、母君にやはりこちらの食べ物を味わってもらいたいのう……」

　ミユがそう言い出したのだ。

　さすが食いしん坊である。

「食べ物って、魔法陣で送れるの？」

　俺は詳しそうなエレノワに尋ねる。

「可能ではあるのですが、我々の転移魔法は安定性を欠きます。物は届くのですが、時間軸がずれることが問題で……。すぐに転移することもあれば、ひと月後になることも。ふたつの世界の進む時間が違いますので、一瞬で到着したように見えても、送った物質は一か月の時間が流れていることもございます」

　その後も詳細な説明を受けるが、俺にはさっぱり理解できない。とにかく日持ちするものじゃないと腐っちゃうってことらしい。

　ならば……缶詰だろうか。

　俺はふたりを引き連れ、スーパーの缶詰売り場へと向かう。

　ずらりと並ぶ缶詰。

　エレノワはそれをどこか不安げな顔で見つめている。

「あの、成彦様、缶詰とはこちらの世界の保存食であると聞きました。陛下、妃殿下のお口に合う物なのでしょうか」

「缶詰を舐なめちゃいけない」

　俺は自信を持って即答する。

　たしかに缶詰は保存食、しかしその誕生から二〇〇年を超え、缶詰は進化した。

　現在の日本の缶詰をもってすれば、異世界の王様の舌も必ず満足させられるはずだ。

　俺は自分のお気に入りの缶詰を見繕い、次々とカゴに放り込んでいく。

「この迷いのない動き、どうやら成彦殿は自信があるようじゃの。にわかには信じがたいが、この世界には美味しい保存食もあるのかもしれぬ」

　ミユはなおも不安げなエレノワに向かってそう言うが、ミユ本人もどこか不安げ。

　おそらく異世界の保存食はあまり美味しくはないのだろう。

「安心して、ちゃんと味見用のも買うから、味見して納得したら送ったらいいじゃん」

「ふむ、そうであるか……」

　普段なら自分も食べられることに大喜びするはずのミユ。

　今回はいまいちテンションが上がっていない。

　しかし、俺の缶詰を選ぶ手には迷いは生じない。俺は信じているのだ。いなばを。マルハニチロを！　そして食べ物に関する俺の嗅きゆう覚かくを。




　　　　◆




　家に戻ると早速俺はキッチンに向かい、鍋なべに水を入れ、湯を沸かす。

「成彦様、自らが料理を……、なんと光栄な」

　エレノワが感激してくれているが、別にそんな大したことはしない。

　単純に缶詰を湯ゆ煎せんするだけだ。

　大体の缶詰はお湯で温めると美味しさが五割増しくらいになる。

　それからネギくらいは切っておくか……。

　ネギを切り終えると、お湯も沸騰し、沸き立つ鍋の中で缶詰が踊っている。

　……さて、どれから試してもらうか……。

　俺はトップバッターとしてマルハのサバの味み噌そ煮にを選択する。

　クラシカルかつスタンダード。まずはこれで缶詰のなんたるかを知ってもらうべきだろう。

　俺はサバ缶を開けると、皿に盛り、ミユたちの座るテーブルへと持っていく。

　大きな目でしげしげとサバの味噌煮を見つめるミユ。

　味噌で煮込まれほろほろになったサバ。そして日本人なら食欲をそそられずにはいられないＤＮＡに刻まれた芳ほう醇じゆんな香り。

「ほほう。これがサバ缶であるか。導術師の報告によると、こちらの世界の貧しき民はサバ缶を好むとされておる」

「貧しくなくても好むよ！」

「……ふむ、見た目は破壊された街に似ておるのう」

「そうですね。土属性の攻撃魔法により崩壊した街にそっくりでございます」

　ひそひそとささやき合うミユとエレノワ。

　土属性の魔法で崩壊した街がどんなのか知らないが、少なくとも褒めてはいないだろう。

「たしかに盛りつけはちょっと失敗したけど、味とは関係ないから食べてみなよ」

　俺に促されて、恐る恐る箸はしを伸ばす。

　破壊された街の一部を箸で切り取り、口へと運ぶ。

「こ、これは……、美味じゃのおおう！　実にまったりとして、口の中で廃はい墟きよがほろほろと瓦が解かいして……、まことに美味じゃ」

　ミユの顔が一気に明るくなる。

　先ほどまでの警戒が噓のように上機嫌。サバの美味さはまさに魔法レベルである。

　続いてエレノワもひと口食べると、やはり、うっとりとした表情を浮かべる。

「この土属性のエキスもなんとも香かぐわしくて、不思議な美味しさでございます」

「土属性のエキスじゃなくて味噌ね」

　俺は訂正しつつも、サバの味噌煮の上に、ネギを盛り、そこにごま油をさっとひと回しする。

　たったこれだけでサバの味噌煮が圧倒的に美味くなる。

　ミユは鼻を近づけるとクンクンと匂いを嗅かぐ。

「これは実にいい香りであるのう……なんとも蠱こ惑わく的な香りである」

　今度は躊ちゆう躇ちよなく箸をつけるミユ。

「パワーアップしておるのう！　土属性エキスと先ほどの油がからまり、絶妙である。それに成彦殿がかけてくれた植物もシャキシャキとして、さっぱりとした味わいがアクセントとなるのう。美味である。これは美味であるのおおおおう！」

　ミユはサバをひと口食べる度にぶんぶんと拳こぶしを振り回す。まさに大興奮である。

「種類は違うけど、とんこつラーメンのときのネギだよ。こっちは長ネギ。ごま油も保存が利くから一緒に送ったら？　ネギは無理だけど」

「なるほど。我々の国にも似た植物はあるかのう？」

「イヌゴロシがこのような味かと」

　エレノワもひと口食べ、しばらく考えた後に答える。

「そうであるか。ならばイヌゴロシを添える旨、書にもしたためよう」

　……物騒なネーミングだけど添えて大丈夫なのか!?

　まあ、向こうの世界のことは俺にはわからない。俺にできることは美味しい缶詰を選んで送ってあげることだけだ。

「もうひとつ送るんだったら、これかな」

　俺が選んだのは〝缶つま★レストラン　ムール貝の白ワイン蒸し風〟だ。

　サバ缶に比べるとちょっぴり値段が高いが、これは美味い。

　そもそも、この缶つま★レストランシリーズは大体美味いのだが、缶詰としての珍しさも踏まえると、このムール貝だろう。

　缶を開けると少し白濁したスープの中に浸された小ぶりではあるがぷりっとしたムール貝が整然と並んでいる。

　それを興味深そうにのぞき込むミユ。

「なんだか、水属性の魔法によって滅ぼされた街のようじゃのう」

「それはいいから！　とりあえず食べてみな」

　ミユは俺に促されて、ムール貝を口へと運ぶ。

「これは……食べたことのない味じゃ……滋味あふれる深い味わいじゃのう。これが蒸し風であるか……」

　ミユは目を閉じムール貝をしみじみと嚙かみしめる。

　何度も、「ふーむ」「むしふうーむ」などと、ため息を漏らすミユ。

　たしかにこれはじんわりと来る美味さだ。俺としては〝蒸し風〟部分よりは、ムール貝と白ワインの要素を感じ取ってほしいが……。

　主人であるミユが食べ終えたことを確認し、続いてエレノワも箸を伸ばす。

「ひと口嚙むごとに、口の中が旨みで満たされます。なんと幸せな……。見事な蒸し風でございます」

　エレノワもじんわりとした美味さに目を細めている。

　なんとも幸せそうな顔だ。

「これが保存食であるとは……。こちらの兵士は幸せであるのう。我々の国では長期行軍の際にはカチカチに干した肉とさらにカチカチのパン……石より硬いと評判じゃ。それもなくなれば略奪であるのう」

「まことに。この缶つま★レストランさえあれば、略奪をせずに済むのですが……」

　略奪……。言葉のインパクトが強すぎて、コメントに困る。

　こちらの兵士は缶つま★レストランを携行して戦地に向かわないだろうし。

　略奪はさておき、このムール貝の白ワイン蒸し風だが、汁が美味いのだ。

　ぎゅっと旨みの詰まった貝のお吸い物のような味わい。

　これを生かすには、誰がどう考えてもパスタである。

　先ほど湯煎と同時に沸かしておいたパスタ鍋のお湯もいい感じに煮立っている頃だ。

「ちょっと待ってて」

　俺はキッチンに戻ると、パスタを茹ゆで、フライパンに刻んだニンニクと唐辛子を少々、そしてオリーブオイルを投入する。ニンニクの香りが十分にオリーブオイルに移ったところでパスタを絡める。要するにペペロンチーノなのだが、ここに例のムール貝の白ワイン蒸し風を投入する。あとはバターをひとかけと冷蔵庫にあった水菜を適当に刻んで投入する。

　誰でも思いつく無難なアレンジではあるのだが、美味いのだから仕方がない。

　早速、完成品をミユとエレノワの待つ、テーブルへと持って行く。

「これは……細長いのう……」

「姫様、これはパスタでございます。以前、食したラーメンと並び称される有名な細長き食べ物であるとの報告がございます」

「あの、ラーメンと肩を並べるのであるか。それは細長いのう。こちらの世界の民は細長い物が好きなのであろうか……」

「おそらく。こちらの料理人は味、香り、そして細長さを追求して日々努力を……」

「いいから早く食べろ！」

　俺はミユとエレノワの細長トークが待ち切れず、ツッコんでしまう。

　ようやくミユがパスタを口に運ぶ。

「おおおおおぅ。なんということじゃ……。成彦殿は料理の達人であったか！　コック長であったか！」

　ミユは俺の手を両手で握りしめると、ぶんぶんと振る。

　なんだか感激してくれているようだが、俺はコック長ではない。

「でも本当に美味しいです。もちろん先ほどの貝のお味なのですが、ほんのり、まろやかな風味が感じられます。その秘められた新しい要素が味に奥深さを与えているのです」

　エレノワの言う、秘められた要素とはバターなのだろう。まったく大げさな表現だ。

「これは……噂に聞く、隠し味に違いあるまい」

　ミユはエレノワに向かって小さくうなずく。

「隠し味……、異世界に伝わるという伝説の技法。そうなのですか？　成彦様！」

「まあ、そうと言えばそうだけど……」

「成彦様が隠し味の使い手だったなんて！　さすがでございます」

　エレノワは熱烈な拍手を俺に送ってくれるが……、どうも大げさだ。ただバターを入れただけなんだけど。

「隠れておるのう。完全に隠れておる」

「はい。味を隠させたら成彦様の右に出る者はいないでしょう」

　ふたりはパスタを頰張りながら、口々にヘンテコな賛辞を送ってくれる。

　まあ喜んでくれているのなら、それでいいのだけど……。

　さらには、いなばのタイシリーズから〝とりそぼろとバジル　タイガパオ〟を選ぶ。

　これはご飯にかけても美味しいし、サラダに乗せても最高だ。

　異世界の食材はわからないが、こいつならなににだって合うだろう。

　せっかくだからホテイのやきとり缶詰たれ味も。

　これも永遠のスタンダード。異世界でも戦える味だ。

　結局、ちょっと試食するつもりが、いろんな缶詰をつまみ、パスタまで作ったせいで、満腹になるほど食べてしまった。本来は俺たちが食べるのではなく、ミユの父である異世界の王様とやらに送る品である。

　満腹によりまったりムードになりながらも、ミユとエレノワの部屋へと戻り、段ボール箱に懐中電灯、電池、そして缶詰を詰める。

　見た目はただの宅配物だが、こいつは世界の境界を越えるのだ。

「ふむ、これで間違いはないのう」

　ミユは魔法陣の周りに配置された宝珠を細かに確認し、小さくうなずく。

　あとはこの段ボール箱を閉じ、所定の位置に置くだけだ。

「ちょっと待って、これは俺から、エレノワのご家族に」

　俺はミユが送る缶詰一式と同じものをもうひとセット段ボール箱に詰める。

「えっ、わたくしの家族に……!?」

　エレノワは驚きのあまり、言葉の途中で口をぽかんと開けたままになっている。

　ミユとエレノワは王女と従者。異世界の習わしはわからないが、エレノワの家族にお土産がないのがどうも気になっていたのだ。

「あとこれ。妹さんに。甘くて子供にも食べやすいと思うよ」

　いなばのタイシリーズの秘蔵っ子〝かぼちゃとココナッツムース〟だ。

　タイカレーシリーズはグリーンカレー缶、レッドカレー缶あたりは一時期ブームになったが、実はスイーツ系も出ているのだ。珍しいので、食べずに取っておいたのだが、いまこそ使い時だろう。これも段ボール箱に追加しておく。

「成彦様……、わたくしのような身分の者に……もったいないです」

「身分とか俺はわかんねーし。固いこと言わなくてもいいんじゃない？」

「……姫様、よろしいでしょうか？」

　エレノワは恐縮しきりの表情でミユの様子をうかがう。

「転移魔法はタダではない。この宝珠ひとつにしても家がひとつ建つほどの値段じゃ……。従者が私用で使うなど許されぬこと……」

　ミユの口調はいつになく厳しい。

「もちろんそうでございます」

　ミユに向かってひざまずくエレノワ。

　そんなエレノワの肩にミユが優しく手を触れる。

「とはいえ、成彦殿のたっての希望とあれば、やむを得ぬのう。私からも一筆添えておこう」

　そう言うと、ミユはいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「ありがとうございます！　姫様、成彦様。妹も喜びます！」

　エレノワが目に涙を浮かべながら、俺の胸に飛び込んでくる。

　ミユがしたときはたしなめていたのに……。

　まあ、それだけ嬉うれしいのだろう。

　……って言うか。缶詰を送るだけだぞ。独り暮らしの大学生にお母さんが送るような段ボール箱だぞ。そこまで感動されても！

　俺はエレノワの肩を控えめに抱きながら、苦笑を浮かべるのだった。








第六話　プロ野球チップスとポッキー






「絵が動くのう。不思議じゃのう」

「本当に不思議でございます。いかなる術を用いているのでしょうか？」

　異世界の王女であるミユとその従者エレノワは俺の部屋でテレビモニターに釘くぎづけになっていた。

　流れているのはＤＶＤに録画してあった〝天空の城ラピュタ〟。

　日本の文化と言えばアニメ、そのベタ中のベタと言えばラピュタである。

　ミユたちの暮らしていた異世界は魔法こそあるものの、テクノロジーの発展は中世レベル。さぞ驚くだろうとは思っていたのだが……。

　完全に驚かせすぎた！

　もう三周目である。

「成彦殿、もう一度、『ゴミのようだ』を」

　ミユが俺の袖そでをぎゅうぎゅうと引っ張ってせがむ。俺は場面をサーチして、ゴリアテがロボット兵によって破壊されるシーンを再生する。

　今日四度目の大破を迎えるゴリアテ。

「ほほう。やはり人がゴミのようじゃのう」

「まことに。何度見ても実にゴミのようでございます」

「可燃ゴミのようじゃ」

「月曜、木曜でございますね」

　なぜか俺の住む地域の可燃ゴミの収集日を知っているエレノワ。

　ミユたちはこちらの世界に来るにあたって勉強を積んできた。しかし、残念ながら知識が偏っているのだ。

　それにしても、いつまでこの怒ど濤とうのラピュタ鑑賞会は続くのか……。

　不朽の名作とはいえ、いい加減に飽きてきたし、それに小腹が空いた。

　俺は四度目の「目が、目がぁ～」を聞きながら、お菓子ＢＯＸを物色する。

　お菓子ＢＯＸとは部屋の押し入れの中にある単なる段ボール箱である。

　小腹が空いた時のために、ちょっとしたおやつを買い貯めしてあるのだ。

　その中から俺はプロ野球チップスをひと袋取り出す。

「成彦殿、それはなんであるか？」

　ミユがいつの間にか俺の背中にぴったりと張りつき、背中越しに俺が手にしたプロ野球チップスを覗のぞき込んでいる。

　さっきまでラピュタに釘づけだったのに……。

　さすが食いしん坊だ。

「プロ野球チップスだけど……」

「プロ野球？」

　ミユは大きく首を傾げる。

　当然ではあるが、ミユたちの暮らす世界にはプロ野球はないようだ。なにせ定期的にワイバーンに襲撃される世界だ。盗塁する脚力があれば、ワイバーンから逃げた方がよい。

「姫様、野球とはこの世界のスポーツの一種でございます。大変人気があるとか」

　ミユの従者であるエレノワがすかさず解説するが、ミユはそれでも首を傾げっぱなし。

「スポーツとはなんであるか？」

「こちらの世界の民は娯楽目的で身体を動かすのでございます。剣士が身体を鍛え上げるために、野山を駆け、重い岩を持ち上げますが、そのような類たぐいかと」

「ふむ、そのような輩やからがなぜチップスに？」

「それはわたくしにもわかりかねます……。他には吟遊詩人オッペンハイムが野球選手に関する詩を残しております」

　そう言うと、エレノワは美しい声で唄うたいあげる。




　野球選手。

　その者、野蛮な者である。

　こん棒を振り、物を投げつけ、走り回る。

　その者、無慈悲な簒さん奪だつ者である。

　リーリーと野卑な雄叫びを上げ、

　塁を盗み、サインを盗み、刺殺する。

　その者、あまりに粗暴ゆえ、

　千の民、万の民をもって監視する。

　ドームから逃げ出さぬよう、鳴り物で威嚇し、ジェット風船で追い立てる。

　いいぞ、頑張れ。

　ドラゴンズ。

　六甲おろしに。

　アウト、セーフ、よよいのよい。




　なんだ、この詩。

　野球選手、すげーディスられてるし！

　後半ちょっと手抜き感あるし！

　しかしミユはその詩を目を閉じ何度も頷うなずきながら聞き入っている。

「ふーむ。それが野球選手であるか……。我々の世界で言うところのゴブリンのような存在かのう？　奴らもこん棒を振るい、石を投げる。奴らは火を嫌うゆえ、野球選手も煙でいぶせば追い払えよう」

　吟遊詩人の精度の低い詩によって、ミユはすっかり勘違いしてしまっている。

　ここから正しい野球の知識を持ってもらうにはすごく時間がかかりそうだ。

「とにかく野球はこっちの世界で人気の娯楽で、選手はスターなの。それでこれはその野球選手のカードがついてるポテトチップスなの」

　俺は強引にそう結論づけると、袋の後ろについているカードをはがしミユに手渡す。

　ミユは怪け訝げんな顔をしながらも封を切り、カードを取り出す。

　出てきたのは広島東洋カープの田た中なか広こう輔すけ選手のカードだった。

　じっとそのカードを凝視するミユ。

「どなたであるかの？」

　ミユが俺に尋ねる。

「見ての通り、カープの田中選手だよ。あげるよ」

「ほう、カープの田中選手であるか……。カープの田中選手のカード……。いらぬっ！」

　ミユがカードを突き返した！

「なんで？」

「私は赤い帽子を被った男性のカードを集める趣味はないのじゃ。成彦殿は集めておるのであろう？」

「……集めてないし、野球にもあんまり興味がない」

　俺は正直に告白する。

　実は俺も田中選手を存じ上げないのだ。

　カードになるくらいだから素晴らしい方なのだろう。

「ではどうしてプロ野球チップスを持っておられるのですか？」

　エレノワの疑問は至極当然である。

　もちろんこれには理由がある。

「それはポテトチップスを食べすぎないためだ」

　俺は自信を持ってそう答えたが……。

　ミユもエレノワもちっとも納得がいってない様子。

　なにを言ってるんだこいつは？　とでも言いたげな目で俺を見つめている。

　ならばもう少し詳しく説明しなければなるまい。

「ふたりはポテチの止まらなさを知らないからね。プロ野球チップスの値段でもっといっぱい入ったポテチも買えるんだけど、一回袋を開けたら絶対に全部食べちゃうから。そんなことを繰り返してると、太っちゃうわけ。だからあえてプロ野球チップスにしてるの」

「……途中で食べるのを止めたらいいだけでは？」

　エレノワの意見はいかにもポテトチップスを食べたことのない異世界人らしいものだ。

「ポテチの袋を開けて、途中で食べるのを止めた人間は歴史上存在しない！」

　俺はきっぱりと断言する。

　そう、ポテチは魔性の食べ物。

　一枚を口に入れたら最後、必ず袋ひとつ食べきってしまう。

　ポテチのついつい食べちゃう力の前には、どんな強きよう[image: 靭]じんな意志をもってしても抗うことはできない！

　たとえ、カープの田中広輔選手であってもだ！

　ミユとエレノワにそれを実際に感じてもらうべく、プロ野球チップスの袋を開ける。

　袋から立ち上るポテトチップス特有の油の香り。こちらの世界の人間なら、少し嗅かいだだけでもポテチの匂いだとわかる。

　いかにもいっぱい食べちゃマズい香りだが、それであるがゆえに、猛烈に食欲を刺激する。

　その香りは異世界の王女の食欲もかき立てたようだ。

「ほほう。これは……」

　操られているかのように、ミユの手がプロ野球チップスへと伸びる。

　普通のポテトチップスよりやや小さめのサイズ。

　ミユの小ぶりな口にも難なく収まる。

「サックサクじゃのう！　実に歯ごたえがよい。薄くてパリッとして、それに、味もなかなか……、ほんのりとした塩分と油の組み合わせが、まことに美味じゃのう。これがプロ野球味であるか！」

「うん……うす塩味だね」

「さようか。いずれにせよ、一枚食べると、不思議ともう一枚食べたくなる」

　ミユは再度袋に手を伸ばす。

「ふむ。二枚目もやはり美味である」

　ポテチをサクサクと嚙かみしめながら、すでにその手は三枚目に。

　やはり異世界の王女であっても、ポテチを食べる手を止めることは不可能なのだ。

「エレノワも食べてみなよ」

　俺はエレノワに向かって袋を差し出す。

　この止まらなさをぜひ体感して欲しい。

　自分の意志に反して手がポテチを摑つかんで、口に運んでしまうのだ。魔法は異世界だけにあるのではない。

「なるほど……。シンプルなお味なのですが、そのことが逆に嬉うれしいというか……」

　エレノワの手も再びポテチの袋へと伸びる。一枚食べたら、もう負けである。

　ミユとエレノワは交互にポテチをつまみ、元々量の少ないプロ野球チップスは瞬く間に空になる。

「どう？　全部食べちゃうでしょ」

「もうないのかの？」

　ミユが上目遣いでじっと俺を見つめている。

「いや、あるけど」

　俺のお菓子ＢＯＸにはあと数袋のプロ野球チップスが残っている。

「もうちょっとプロ野球を楽しみたいのう」

「さようでございますねえ。プロ野球は我々の事前の情報よりも、ずっと素敵な物である気がします。俄が然ぜん興味が……」

　エレノワもミユに同意すると、ちらりとこちらを見る。

　ただもうちょっとポテチが食べたいだけのくせに。

　俺もまだ食べられてないし……。まあいいだろう。

　俺はもう一袋プロ野球チップスを開ける。

　そして今回のカードは……。

　次に出たのは千葉ロッテマリーンズの鈴すず木き大だい地ち選手だった。キラキラのデザインでなんだかレアカードっぽい。

「当たりっぽいの出たよ」

　しかしミユとエレノワはカードに目もくれない。

　ただ一心不乱にサクサク、パリパリとポテチを頰張り続けている。

「野球はまこと最高であるのう」

「はい。こちらの世界で人気なのもうなずけます」

　パリポリ、パリポリ……。ひたすらポテチを口に運ぶ。

「当たりっぽい鈴木選手出たんだけど……」

「ふむ。この薄さが実に良い。軽やかな味わいじゃ」

「全然野球に興味ないじゃん！」

　俺は自分もさほど興味がないにもかかわらず、ツッコまざるを得ない。

　なんとなく鈴木選手に申し訳ない！　右投左打、二〇一一年ドラフト三位の鈴木選手に申し訳ない！

　しかしミユはまったく悪びれていない。

「我々にとってはこの味こそがプロ野球である。鈴木選手は関係ないのじゃ！」

　ミユは堂々と言い切った。

「関係あるよ！」

　と言いつつ、俺もプロ野球チップスに手を伸ばす。

　俺がもっと野球を愛する日本人であれば野球の素晴らしさをしっかりと伝えることができたのだが、俺もしょせんはポテチ食べすぎ防止のためにプロ野球チップスを食べている身。

　残念ながら俺も野球よりポテチが気になる派なのだ。

　すまない、鈴木選手。ごめんね、田中選手。

　俺も結局はポテチの魅力に負けて、ふたりと争うようにポテチを頰張り続ける。

　瞬く間に二袋目も完食。

「プロ野球、まだあるかのう？」

　叱られた犬のような目で俺を見るミユ。

「もうダメ。本当にゲームセット」

　俺は心を鬼にしてきっぱりと断る。

　ポテチは美味いがゆえに食べすぎは禁物。

　このままでは太っちょ王女様と太っちょメイドさんのコンビになってしまう。

　ポテチの魅力を教えた身としては、ちゃんと止め時も伝えないといけない。

「そうであるか……残念であるのう」

　ミユは落胆しながらも、いまだお菓子ＢＯＸをチラチラと見ている。

「ところで、プロ野球以外にはなにかないかのう」

　プロ野球チップスは断念したものの、食いしん坊のミユにとって、お菓子ＢＯＸは気になって仕方のない存在なのだ。

「まあ、いろいろあるけど……」

　先ほどと打って変わって、俺の答えは歯切れが悪い。

　ポテチ三袋目をぴしゃりと断ってみたものの、俺はしょっぱい物の後に甘い物を食べたくなってしまったのだ。

　少量の甘い物はセーフとしよう。

　俺はお菓子ＢＯＸの中からポッキーを取り出す。

　ポッキーを何本か食べるだけならカロリー的にも問題ないだろう。

　すでにミユは俺の手に握られた新しいお菓子に全注意力を傾けている様子。

「これはなんであるかの？」

「ポッキーだけど」

「おお、あの名高きポッキーであるか」

　どうやらミユはポッキーのことを知っているようだ。

「もちろん我々の世界にはポッキーは存在しないのですが、その名は広く知れ渡っております。我々の世界でプロ野球の詳細を知る者はごく一部の賢者くらいでしょうが、ポッキーは子供でも知っています」

　エレノワがすかさず補足をする。

「そんなに有名なの？」

「はい。ポッキーゲームに使用するスティックの名称ですよね。みんなそのように記憶しております」

　ポッキーそのものじゃなくてポッキーゲームが伝わっちゃったか……。

　ポッキーゲームとは両端からポッキーを食べて先に口を離した方が負けな、そして両方が頑張っちゃうとキスしちゃう的な、合コン等で行われるゲームだと聞く。

　もちろんそんなリア充向けのゲームを俺はしたことがない。俺にとってのゲームとはモンスターハンター等を指す。

　それにしても、なんで野球は伝わらないのにポッキーゲームだけ伝わるんだ！

　導術師と呼ばれる存在がこちらの世界の情報を調べているらしいが、なかなか偏った仕事っぷりである。

「当然ポッキーは手に入らぬゆえ、民草たちは揚げた魚の骨や、よく煮た植物のツルで代用しておるのじゃ」

　ミユがさも当然であるかのように言う。

　揚げた魚の骨を両端から……。なにか他に代用品なかったのか!?

　キスしちゃうかも的なドキドキよりも魚の骨を嚙み砕くだく顎あごの強[image: 靭]さを競う種目になっちゃってないか？

「本物のポッキーを食べることができるとは、非常に光栄なことでございます。本物はこのような箱に……なるほど」

　エレノワもポッキーの箱をあらゆる角度から見つめて、感心している。

　理由はさておき、そんなにポッキーについて興味があるなら、食べてもらおうじゃないか。

　俺はポッキーを開封し、ミユとエレノワに一本ずつ手渡す。

「これが真ポッキーであるか……。煮たツルと違って持ちやすいのう」

　異世界人にもポッキーの持ち方は直感的に理解できたようで、チョコのコーティングのない部分をつまむと、ポッキーを頰張る。

　ぽきんと軽やかな音を立て、小ぶりな唇の中に消えるポッキー。

「ほほう。これは美味じゃ！　これが真ポッキーの実力であるか！　偽ポッキーなど勝負にならぬのう」

　ポッキーと煮たツルでははじめから勝負にならない。

　ミユは小動物のように小さく口を動かして、あっという間に一本食べ終える。

「コーティングされた甘き物が口の中にふわっと広がり、その後に棒状の部分のサクサクとした歯ごたえ。絶妙なバランスでございますね」

　エレノワも大満足の様子。

　ならばと、俺はもう一本ずつポッキーを配布する。

　ミユはそれを受け取ると、すぐに口へと運んだのだが……。

「では、成彦殿」

　ミユはポッキーの先端を咥くわえたまま、俺に顔を近づける。

「な、なにが？」

「なにがではない。ポッキーゲームに決まっておるでないか」

　さらに顔を近づけるミユ。口から突き出したポッキーは俺の鼻先にぶつかりそうな距離にある。

「そのような庶民の競技を。姫様、はしたのうございます！」

　エレノワがぴしゃりと言うが、ミユはポッキーを咥えたまま、ぶんぶんと首を振る。

「固いことを言うのう。せっかくの異世界であるぞ。それに真ポッキーがあるのにポッキーゲームをせぬとは、むしろファリーノス家の恥であると思わぬか」

「なるほど、そういうお考えですか……。一理ございますね。お相手も成彦様ですし。一度だけでございますよ」

　謎すぎる理論だが、なぜか通っちゃったし！　どこに一理あったんだ！

　エレノワの許可を得て、改めて俺の方に向き直るミユ。

「さあ、成彦殿。ゲーム開始じゃ。私は一歩も引かぬぞ」

「ちょっと待って！　そっちの世界でのキスの意味合いだけ教えてほしいんだけど。文化的に気軽にする感じなの？」

「もちろん好意の表現でございますが、気軽になど行いません。なかでも王族の女子は貞操を非常に重んじます。姫様とキスをするとなると、重要な意味を持つでしょう」

　エレノワの口調は真剣そのもの……。

　ダメじゃん！

　すごいリスクを伴ってるじゃん！

「そうではあるが、異世界でのことじゃ。成彦殿、気軽にの。私は気にせぬ。ただの戯れ事よ」

　ミユは待ちきれぬとばかりに俺の袖そでをぎゅうぎゅうと引っ張る。

　俺だってミユとポッキーゲームをしてみたい。本人は気にしないと言っているし……。

　しかし本当なのか？　これは罠わななんじゃないのか？

　しかし異世界女子たちは俺の躊ちゆう躇ちよなど気にしてくれない。

「では、姫様と成彦様による真ポッキーを使用したポッキーゲームを開催いたします。両者位置について。まずは我々にポッキーを与えてくれた五ご穀こく豊ほう穣じようの神々に感謝を。黙とう」

　なんだ、このシステム!?　異世界でポッキーゲームは独自の進化を遂げているのか？

　ミユがポッキーを咥えたまま胸に手を当て黙とうしている。

　一応、俺も真似をして黙とうする。

「では、成彦様もポッキーを咥えてください。ポッキー、オン！　レディー、グリコッ！」

　謎の掛け声でポッキーゲームがスタートしてしまった。

　ちょっとずつ、はむはむとポッキーを齧かじりながら、接近するミユの唇。黙とうは終了し、ゲームは開始されているのに目を閉じたまま……。

　完全にキスをする顔である。

　俺も一応ひと口齧って前進する。

　まだポッキーの長さに多少の余裕がある。

　──どうする？

　もしキスしたら、異世界行きの可能性がぐっと高まる。

　いま俺は世界でもっともリスクの高いポッキーゲームを行っている。

　あえてリタイアするか……それともキス＆ワイバーンか。

　ゆっくりと近づくミユの艶つややかな唇。

　目を閉じたまま、そっと首を傾げ、鼻と鼻がぶつからないようにしている。

　ポッキーの甘い香りとミユの髪からほのかに漂うフローラルな香りが混じり合い、俺の頭をさらに混乱させる。

　ダメだとはわかっているのだが……、止めることができない。

　これはポテチ以上の魔力だ。

　もう、抗う意志は残されてない。

　俺の脳内ではグリコのランニングおじさんが万歳しながら「いいんだよ」と優しく微笑みかける。

　そうだね。もう成り行きに身を任せるよ。ありがとう、ランニングおじさん……。

　俺がポッキーゲームの魔力に完全に屈したときだった。

「バルスッ！」

　エレノワが俺の肩を突き飛ばした。

　まさにキスの寸前で、目の前の光景が崩れ去る。

　急激に遠ざかるミユの唇。

「どうしたのじゃ、急に？」

　ミユは残ったポッキーを自分の口に押し込みながら、不満げな顔をする。

「姫様のこのような姿。やはり見逃せません。はしたのうございます」

　エレノワは顔を真っ赤にしている。

「先ほどはいいと言っていたではないか」

「あれは気の迷いでございました。やはりダメでございます」

　一度はポッキーゲームを認めたエレノワだが、実際に姿を目の当たりにすると、見るに堪えなかったのだろう。

「私がいいと言っているのだから、いいのじゃ。……では気を取り直して」

　新しいポッキーを咥え直すミユ。

　いきなり半分ほど食べ終え、短い距離からポッキーゲームを再開しようとしている。

　俺が反対側を咥えると……。

「バルスッ！」

　またしても滅びの呪文と共に突き飛ばされてしまう。

　エレノワは断固阻止の姿勢。もう一度心変わりすることはなさそうだ。

　こうして俺のポッキーゲーム初体験はエレノワのバルスによって、キスに至ることなく崩壊したのであった。

















第七話　焼きそばＵ．Ｆ．Ｏ．






　夜、午後一〇時過ぎ、俺はミユとエレノワの部屋を訪ねる。

　小腹が空いてコンビニに行こうと思ったのだが、ふたりを誘わないと文句を言われそうな気がしたからだ。

　ノックをするとすぐにエレノワがドアを開けてくれる。

　ミユは自分たちの部屋の窓を開け、星を見ていた。

「そろそろ、来てもよいころなのじゃが……」

　早春の冷たい夜風がミユの鮮やかな金髪を揺らす。睨にらむような目で空を見つめるミユ。

　バタバタとたなびくカーテン。

　実に不穏な雰囲気である。

「どうしたの？」

　俺はそっとエレノワに耳打ちする。

「はい。以前、こちらから手紙とお土産をあちらの世界に送ったではないですか。その反対に向こうから物資が送られてくるはずなのですが……」

「来ないんだ？　どうして？」

「……考えられるのは、ふたつの世界をつなぐ〝路〟が先に使われていることです」

　エレノワの説明によると、〝路〟とは当然本当に道路があるわけではなく、あくまでそう呼ばれる概念のようなもの。路は使用されると細くなり、一定期間で回復する。

「ネットの回線みたいなものかな？　データ使用量の限界に達した的な？」

「逆にその概念がわたくしには理解できないのですが、とにかく先に大量に路を使用した者がいる可能性があるのです。他にも原因はたくさんあるので、そうと決まったわけではありませんが」

　エレノワはそう言うと、自身の不安を吹き飛ばすかのように、笑顔を作る。

「王家の召喚魔法を妨げるふとどきものの存在など信じたくはないがのう。もしそのような者がいるとすれば、炙あぶらねばならぬのう。強めの火で」

　ミユはエレノワの言葉にそう付け加えるとようやく窓を閉め、今度は自分のトランクから異世界の言葉で書かれた分厚い本を取り出し、パラパラとめくり始めた。

　たぶん召喚に関する書物なのだろう。

「あの、夜食を買いにコンビニ行こうと思ってたんだけど、なにかいる？」

　ミユはなんだか忙しそうだ。誘うのは遠慮しておこう。

「コンビニ……、行きたいのはやまやまなのじゃが、いろいろ調べねばならぬ……」

　ミユは心から残念そうに言う。

「じゃあ、なにか買ってくるよ。そうだな……Ｕ．Ｆ．Ｏ．でいいかな」

「ゆーふぉー？　それはなんであるか？　膝ひざを破壊する拷問器具であるか？」

「そんなのコンビニに売ってないわ！　有名なカップ焼きそばだよ」

「焼きそばであるか……実に興味がある。楽しみであるのう」

　ミユとエレノワを残し、俺は結局ひとりでコンビニへと向かった。

　せっかくのカップ焼きそば初体験だ。いろいろと味のバリエーションも楽しんでもらいたい。

　俺はコンビニの棚を巡り、ミユたちが喜んでくれそうなちょい足しの材料を見繕う。

　俺がひと通り買い物を終えて、コンビニを出た直後だった。

「成なる彦ひこだな。チョップする」

　聞き慣れない声、その声に振り返る間もなく、俺の首筋に強い衝撃が走る。

　言葉の通り、首筋に手刀を打ち込まれ……。

　……いったい……なんのために…………。

　………………………………………………………………………………。

　気がつくと俺は見慣れぬ部屋に転がされていた。

　畳敷きの和室。

　玄関と小さな台所が見える。どうやらアパートのようだが……まったくなんの家具もない。空き部屋だろうか？

　しかし、俺は空き部屋でないことをすぐに理解した。

　なぜならこの部屋の主とおぼしき人間、そして俺の首に手刀を打ち込んだ張本人であろう人間の姿があったからだ。

　なんの飾りもない白壁によりかかり、俺の様子をじっと見つめている人物。

　それはひと言で表現するならば、女騎士であった。

　妙に胸を強調した甲かつ冑ちゆうを身に着け、傍らには布の袋と刃渡り一メートルはありそうなロングソード。端整な顔立ちだが、俺を見つめる視線は鋭い。
















　誰がどう見ても女騎士だし、誰がどう見ても異世界関係者である。

「……誰？　ミユの関係者？」

　俺はまだ痛む首筋をさすりながら、女騎士に話しかける。

　しかし女騎士は俺から目を離して、その代わりに手にしているメモ帳を穴が開くほど見つめている。

「ふふ、目を覚ましたか」

　女騎士の視線はメモに据えられたまま。メモを読み上げているだけ。「ふふ」とか言っているが、完全に棒読みである。おそらく日本語の習得レベルがあやしいのだろう。

「で、そちらの要求は？」

「私と結婚しろ！」

「はあ!?」

「さあ、初夜を過ごすがいい！　さっさとしたらどうだ。このけだもの！」

　女騎士はメモを読み上げると、畳の上に身を投げ出した。

「なんで俺がけだものなんだよ！　そっちがさらったんでしょ！」

　俺は猛然と抗議するが、言葉が通じているのか、通じていないのか、女騎士は大の字になったまま、慌ただしくメモ帳のページをめくっている。

「さあ、処女の身体を荒々しくモノにするがいい。けだものめっ」

　畳の上に身を横たえながら、たとえ身体を自由にされても心までは奪われないぞ的な目で俺を睨みつけている女騎士。

　……いやいや、待て、待て。

「そんなつもりないし！　捕らえられてるのこっちだし！」

「私の鍛えられたこの身体を、思うさま揉もみしだき……、野獣のように組み伏せ……」

「落ち着いて！　いったんメモを読むの止めて」

　俺は女騎士の手を引き、強引に起こす。

　本当になにがやりたいのかさっぱりわからない。

「あなたは誰？　なにをしたいの？」

　俺は女騎士の目を見てゆっくりと丁寧に話しかける。

「えと……えと……私……命令。お前に、私の色気に負け、私、襲う。そして結婚」

　ようやく女騎士はメモを見ずに話してくれる。

　どうやら誰かしらに命じられて、俺に襲われなければいけないらしい。

　以前エレノワに聞いたことがある。ミユとミユの叔父さんが王位をめぐって争っているらしい。たぶんその関係者だろう。

　襲われろというのは、おそらく、ミユと俺が結婚するとマズいから、この女騎士と先に結婚をさせてしまおうとの意図なのだろう。

　先ほどの召喚の路の使用状況に関する話もこの女騎士が使用していたということであれば整合性がとれる。

「つまりは俺と……その……関係を結べと命令されているのね？」

「さあな。私が口を割ると思うか！　殺せっ！」

　またメモを読む女騎士。

　すでにそこそこ口を割ってたと思うが……。

「女騎士が言いそうなことをメモから棒読みするのは止めてもらえるかな。落ち着いて、ゆっくり話そう」

　俺の言葉にうなずく女騎士。

　どうやら意味は理解できているらしい。

「君の名前は？」

　ゆっくりと尋ねるが、女騎士はぷいっと横を向いてしまう。

　やはり名を名乗るつもりはないらしい。

「もういいよ、ミユに聞くから」

　俺はおもむろにスマートフォンを取り出し、女騎士の画像を撮影する。

　断りなく撮影するのは気が引けるが、相手は手刀を喰くらわせているのだ。これくらい当たり前。この画像を見せれば、誰なのかわかるかもしれない。

「カシャ？　なんだ？　カシャ!?」

　女騎士は慌てて立ち上がり、俺に向かって抜剣する。

　俺の鼻先できらめくロングソード。

　俺は両手を上げて、抵抗するつもりがないことを示す。

「ちょっと！　危ないなっ。なにもしてないって！」

「した、カシャってした！」

「こっちの世界の人間はこの機械をたまにいじらないと死んじゃうの」

「むむ……、みんないじっている。成彦、死ぬな、命令と違う」

　女騎士はそう言うと剣を鞘さやに納める。

　どうやら必要以上に俺に危害を加える気はないようだ。もし殺してもいいとの命令ならば、いきなり殺されていただろうし。

　となると、問題はここからいかに脱出するかだ……。

　相手は女の子とはいえ、ロングソードを持っている、当然、武術のたしなみもあるだろう。

　それに対し、俺の装備はコンビニで買ったＵ．Ｆ．Ｏ．。

　ロングソードを持った女騎士ＶＳカップ焼きそばを持った大学生、戦っても勝ち目はない。

　ならば、正しいＵ．Ｆ．Ｏ．の使い方で勝負するしかない。

　そう。一緒にＵ．Ｆ．Ｏ．を食べて、女騎士の心をほぐすのだ。

「あのさあ、お腹、空かない？」

　俺は笑顔を作り、優しく話しかける。

「食え」

　女騎士はそう言うと、布の袋からパンをひと欠片取り出して、俺に向かって投げてよこす。

　長期保存用なのか、色も黒ずんで石かと思うほどカチカチだ。

　これが以前ミユが言っていた異世界のカチカチのパンか……。

「いや、こういう捕虜丸出しの食事じゃなくて……、買ったのあるんだよ。食べない？　これ食べたことある？　すごく美味しいよ」

　俺は武器ではないことを示すために、ゆっくりとコンビニの袋からＵ．Ｆ．Ｏ．を取り出し、女騎士に見せる。

「美味しい、知らん。騎士、食事の味、こだわらない。勝手に食え、食ったら抱け」

「だから、やめなってそういうの」

「抱かない、成彦、部屋から出れない」

　女騎士はもうひとつパンを取り出すと自らの口に入れる。

　こう言っちゃなんだが、全然美味しそうじゃない。

　俺はなおさらＵ．Ｆ．Ｏ．を食わせたくなる。

　はたしてＵ．Ｆ．Ｏ．ができてもそのパンで満足できるか……。

　俺が台所に向かうと、ロングソードを携えたまま、女騎士もぴったりとついてくる。

　どうやら逃亡を警戒しているらしい。

　俺は気にしてない態度を装い、作業を続ける。

　蛇口をひねると通常通りに水は出るようだが……。しかし、コンロがない。

「この部屋さ、コンロもないけど、お湯は沸かせるかな？　お湯、わかる？」

「コンロ、知らない。お湯、これでやる」

　女騎士は布の袋から脚のついた五徳と小さな鍋なべを取り出すと、コンロが置かれるはずの場所に設置する。

　さらには黒い布の芯しんが付いたキューブ状の物を五徳の下に置く。

「これはなに」

「陸イルカの脂、固めた物」

　女騎士は俺の疑問を察知してそう答えると、火打ち石でキューブ状の物に火花を飛ばす。

　すぐに黒いキューブの芯が燃え上がる。コンロほどの火力はないが、お湯を沸かすことはできそうだ。

「なんだかキャンプみたいだね」

「騎士、戦場ではこう。肉と草、捕って、これで煮る。こっちの世界、犬と猫しかいない」

「それ食べちゃダメだからね！」

　よく見ると、女騎士の頰は少しコケているように見える。明るいブラウンのロングヘアーにもなんとなくハリがない気がする。

　現金を持たずに現地調達で活動しているのだとしたら、こちらの世界に来てから、あの硬いパン以外なにも食べていないのかもしれない。

　ならばＵ．Ｆ．Ｏ．の魅力にはなおさら逆らえないだろう。

「キャベツ切って、細めの千切りで」

　俺は女騎士にキャベツを手渡す。

「む、なぜ私が？」

「包丁かナイフ貸してって言っても無理でしょ。じゃあ切ってよ」

「…………」

　ムッとしながらも、腿ももにベルトで留めていた隠しナイフでキャベツを刻みはじめる。

　さすが騎士だけあってなかなかの手さばきだ。

　俺はＵ．Ｆ．Ｏ．にキャベツを足す派なのだ。一度麵めんを取り出して、下にキャベツの千切りを入れてからまた戻す。熱湯三分で十分に火は通るし、これだけで随分と満足度がアップする。

　キャベツをＵ．Ｆ．Ｏ．の底に装そう塡てんすると、ちょうどお湯が沸騰する。

　ここからはやり方を知らない人はいないであろう、いつもの作業。

　お湯を注ぎ、ソースを乗せて温め、待つこと三分。ソースとスパイスを投入しよく混ぜればできあがり。

　屋台の焼きそばとも家で作る焼きそばとも微妙に違う、カップ焼きそば独特の香りが立ち上る。

　まさにキングオブ食欲が出る匂い。この香りを嗅かいだだけで、満腹の人間でも腹ペコになるレベルだ。

　当然ながら、その香りは女騎士の鼻び腔こうにも届いている。

　女騎士は逃亡を防ぐために、背後から俺の作業を注意深く観察していたが、いまは焼きそばＵ．Ｆ．Ｏ．しか見ていない。

　本物の未確認飛行物体を見つけても、こんなに見ないんじゃないかと思うレベルでひたすら見つめている。

「これなんだ？」

「これはＵ．Ｆ．Ｏ．だよ」

「ゆーふぉ……!?　膝ひざ、破壊するやつ？」

「違うわ！　なんであっちの人はその発想になる！　焼きそばだよ。いらないって言ってたけど、食べるでしょ？」

「成彦、食べ物で釣ろうとしてる……。騎士、誘惑、屈しない！」

　言葉は強気だが、女騎士の目はカップ焼きそばに釘くぎづけのままだ。

「カチカチのパンだけじゃ、身体に悪いし、美味しくないでしょ」

　俺はＵ．Ｆ．Ｏ．と割り箸ばしを差し出す。

　ソースの香りがさらに強く女騎士を刺激する。

「……騎士、食事の味、こだ……こだ……、誘惑、屈し……」

　食べた！　ガツガツ食べた！

　女騎士は箸はしをナイフでも持つかのように二本まとめて握りしめ、強引に麵を口へと運ぶ。

　やはり剣術で鍛え上げられた強きよう[image: 靭]じんな意志をもってしても、目の前にＵ．Ｆ．Ｏ．があるのに無視するなど不可能なのだ。

「どう、美味しい？」

　女騎士はうんうんと何度もうなずく。

「香り、ふわっ、つるつる、はむはむ、シャキシャキ、ちょっと、ピリピリ、ソース、ガツン、つるつる、ガツン、凄すごい！」

　元々の日本語が拙い上に、興奮状態でほとんどなにを言っているのかわからないが、とにかく気に入ってもらえたようだ。

　夢中で食べて、あっという間にＵ．Ｆ．Ｏ．が空になる。

　その空の容器を寂しそうに見つめる女騎士。

「くっ、殺せっ！」

　俺に向かって真っすぐに空の容器を差し出す。

　この〝くっ殺せ〟はお代わりの意味だろうか……。

　キャベツの千切りも残っているし、お湯も沸いている。

　もうひとつ作るのは簡単だ。

　またお湯を注ぎ、ソースを蓋ふたの上に載せて待つこと三分。

「さすがに味にも飽きてくるだろうから、そんなときはこれだよ」

　俺はソースと一緒にアゴ出汁の顆か粒りゆう粉末を加えて、麵と混ぜ合わせる。

　顆粒の出汁はアゴ出汁がなければイリコ出汁でもＯＫだ。

　これを入れると味に深みが出て、ちょっとつけ麵っぽいニュアンスが加わるのだ。

　そして湯きりするお湯をカップに取っておいて、余った顆粒出汁と千切りキャベツ、塩コショウでスープにもなる。残念ながらこの部屋にはカップすらないが……。

　とにかく俺はＵ．Ｆ．Ｏ．二つ目を作り女騎士に差し出す。

「騎士、見逃さない、成彦、薬入れた。……知っている。エッチになる薬。……騎士、エッチな薬、効かない。………………くっ、美味い！　とても美味い！」

　結局、食べちゃう女騎士！

　一回、意志が強そうな態度を取るのはなんなんだ!?

　まあ、それはさておき、食べっぷりからして、アレンジバージョンも気に入ってくれていることは間違いない。

「ね、味が複雑になるでしょ」

「ふわっときて、つるつる、はむはむの後にシャキシャキ、ぶわん、ガツン、ぽわーん」

　相変わらず擬音で懸命に味を表現しようとしている。なんだか擬音の種類が増えているのは、味の複雑さが増したことを表しているのだろうか。

「……悔しい、箸、止まらない。シャキシャキ、ぶわん、ガツン、ぽわーん。キキー、ドカーン」

　なんか交通事故みたいなの起きてるけど……。

　しかし、そんなことをツッコむことが無粋に感じるほどの食べっぷり。

　女騎士は完全にＵ．Ｆ．Ｏ．の虜だ。

　やはりこちらの世界でまともな食事をしていなかったのだろう。なんだかんだ言いながら、またしても平らげてしまう。

「悔しい、こんなもの……食べたら……もうカチカチのパン、食べられない、くっ、殺せっ！」

　再び空になったＵ．Ｆ．Ｏ．のカップが俺に向かって差し出される。

　まさかの三つ目のお代わり。

　本当にあのカチカチのパン以外なにも食べてないのかもしれない。

「どうせ、味、変えるのだろう。好きにしろ。このけだもの！」

　けだものはカップ焼きそばにちょい足ししない！

　強情な態度は崩していないが、しかし、もはや心も身体もＵ．Ｆ．Ｏ．の虜だ。

　ならば、三つ目はどうするか。

　さすがにこのタイミングはあっさり食べられるバリエーションがいいだろう。

　ここはコールスロートッピングが……。

　出来上がったＵ．Ｆ．Ｏ．の真ん中にドンとコールスローを追加する。

　コールスローといえばマヨネーズとキャベツ。

　両方焼きそばと相性は最高。合わないはずがないのだ。

　カップ焼きそばのがっつりしたテイストは減ってしまうが、その分、マイルドかつさっぱりとした味わいになる。

　俺が三つ目を差し出すと、すぐに飛びつく女騎士。

「クッ……、つるつる、シャキシャキ、ふんわーり、ソース、ぱきーん、味、まろーん、つるつる、シャキッ、まろまろ、シャキシャキ、ガキッ、ガキガキ、ボリッ！」

　なんか、破砕音が混ざっている！

「大丈夫!?　なんか入ってた？」

「真似して、カチカチパン、足した。くっ、合わない！」

　目を離した隙にそんなことを……。

　悔しがりながらも、その箸は休むことなくＵ．Ｆ．Ｏ．を口に運び続ける。

　結局、買ってきた焼きそばＵ．Ｆ．Ｏ．を全部食べられてしまった……。

　コンビニの袋に残っているのはちょい足しで試してみようと思っていた別売りの小さなドレッシングが何種類かのみ。

「お腹が空いてたんだね。こっちの世界で食料の現地調達は止めた方がいいよ」

「む、……今後、考える。……しまった！　成彦、食べてない。カチカチパン、あるぞ」

　女騎士はまた例のパンを俺に差し出す。

　投げてよこさなくなっただけ親しみを感じるが……。

「それはいらないかな」

「味、見た目、悪い。でも、よく嚙かめば、飲み込める」

「そう言われて食べたくなる人はいないよ」

　俺はどんな食べ物にも興味を持つタイプだが、さすがにこれは食べ物として認定し難いし、そもそも目的はＵ．Ｆ．Ｏ．を使って女騎士の警戒心を解くこと。

　いつの間にか常に携えていたロングソードも壁に立てかけたまま。

　その目的は十分に果たしたように思える。

「あのさ、ご飯も食べたところで眠くなったんじゃないかな？　ちょっと休んだら？」

　スマートフォンで時間を確認すると午前零時を回っている。

　我ながら白々しいが、実際に眠くなっていてもおかしくない。

　女騎士は俺の意図を察してか、小さく鼻で笑う。

　やはりバレバレだったか……。

　しかし女騎士の返答は意外なものだった。

「見逃す。帰って、寝ろ」

　女騎士はそう言うと、俺に背中を向ける。

　どうやら見てないうちに逃げろ、との意味らしい。

「いいの？」

「騎士、ご飯の恩、忘れない。アルバイト、面接に落ちまくり、正直、餓死、寸前だった。正直、成彦は命の恩人！　今日は見逃す。家に帰って寝ろ、このけだもの！」

　女騎士はこちらを見ることなくそう言い放つ。

「バイトの面接は甲かつ冑ちゆうで行かない方がいいよ」

　俺はそれだけ言い残すと、アパートのドアを出る。




　　　　◆




　女騎士の根城は俺の自宅から比較的近くにあった。

　俺をさらうことを目的に行動していたのだから、当然といえば当然なのだが……。

　歩くこと五分。我が家に生還を果たす。

　深夜につき、物音を立てないようにそっとドアを開け、自分の部屋に戻る。

「成彦殿、遅かったではないかっ！」

　部屋のドアを開けると中からミユが駆け寄ってきた。

　そのまま勢いよく俺の胸に飛び込むミユ。

「姫様は成彦様の身になにかあったのではないかと、大変心配されていたのです」

「詳しく調べてみると叔父上がこちらに人を送ったとしか思えなくてのう。こんな深夜にフラフラしておっては、さらわれてしまっても不思議ではないぞ」

「まさに不思議でもなかったよ……」

　俺はすでに襲撃されたこと。そしてなんとか脱出したことを、スマートフォンで撮影した女騎士の画像を見せながらミユたちに話して聞かせる。

「こやつは……確かに叔父上の部下である」

「姿は宮中で何度かお見掛けしております。たしかリディア様かと」

「うむ、そのような名であったか。腕の立つ騎士であると記憶しておる」

　うなずき合うミユとエレノワ。

　やはり腕の立つ騎士なのか、無理に抵抗しなくてよかった……。

　ミユもこれまでにない真剣な表情を浮かべているが……、表情に反して、お腹がくるるると小さく音を立てる。

「そんなタイミングで申し訳ないのだが、ゆーふぉーはどうなったかの？」

「それが……ちょっと」

　俺はほぼ空になったコンビニの袋を手渡す。

　それをしげしげと覗のぞき込むミユ。

　当然中にＵ．Ｆ．Ｏ．は入っていない。残っているのは、ちょい足しで試してみたかった、別売りドレッシングが何種類かのみ。

「ほほう。これがゆーふぉーであるか、想像よりもはるかに小ぶりじゃ……。これを指で挟んでプチンとすると中から焼きそばが……、違うっ！　これは小さいドレッシングではないか！」

　異世界王女のノリツッコミ！

　ミユは以前からあげクンにドレッシングをかけて食べたことがあるので、別売りドレッシングの存在は知っているのだ。

「……まあ、いろいろあって」

「夜食でドレッシングとは成彦殿！　どうしてしまったのじゃ！」

　ミユはぽかぽかと俺の胸を殴りつける。

「すみません。姫様は心配もしていたのですが、夜食を心待ちにもしていたのです」

「お腹が空いたっ！　成彦殿、夜食を！　夜食を買いに行こうではないか！」

　さっき夜出歩くと危ないって言ってたのに……。

　結局、俺はもう一度夜食の買い出しに行く羽目になったのだった。
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　リビングのソファー。

　ミユが俺と肩がくっつくほど身体を寄せて座っている。

「リディアとやらは美人であったかのう？」

　ミユは女騎士の名前を出す。

　女騎士の襲撃を受けて三日が経ったが、あれ以来、ミユは執しつ拗ようにこの質問を繰り返している。

「そうだね。綺き麗れいな人だったと思うけど……」

「もしかして、成なる彦ひこ殿はそやつの色香に惑わされておらぬかのう？　女騎士の鍛えられた身体に心を奪われてはおらぬかのう」

　ミユはじとっとした目で俺を見つめている。

「だから、俺は襲われたわけで、そんなこと考えている余裕もなかったよ」

　俺がこの答えを返すのも何度目かわからないくらいだ。

「本当かのう？　成彦殿は意外と冷静じゃからのう。さらわれながらも、よからぬことを考えておったのではないかのう？」

　ミユはさらに身体を寄せ、俺にのしかからんばかりになる。

　まさに猜さい疑ぎ心しんの塊。

「ないって！」

　命令でこちらの世界に送り込まれて、食事もままならない。

　そのありさまに色香に惑わされるどころか、どちらかというと気の毒に思ったくらいだ。

「成彦殿は私と結ばれるのじゃ。絶対に絶対なのじゃ」

　ミユは駄々っ子のように言う。

　こんなに女子に好意を持たれることなど俺の人生にないだろう。

　異世界の王女じゃなければ……。俺は心からそう思う。

「早く我々の世界の良さをわかってもらわなければなるまい。どうしたらいいかのう？」

　ミユは傍らに立つエレノワに尋ねる。

「そうですね。成彦様は食べ物に一家言あるお方、我々の世界の食べ物を食べていただくことができればいいのですが……」

　エレノワはちらりとこちらを見て言う。

「そうじゃのう。食材さえあればのう。マダラツノ亀の煮込み、人面コブラご飯、干しリザードマン。食べてもらいたいものがいっぱいじゃ」

　……名前を聞いている分には絶対食べさせられたくないが。

　しかしミユはその味を思い出しているのか、なんだかうっとりとしている。

「どうにかして、こちらの食材で再現できないものでしょうか？」

　エレノワの言葉にパチンと手を打つミユ。

「おおっ、それよ。こちらの食材で私が手料理を振る舞おうではないか。男性の心をつかむには胃袋をつかむべきだと言うしの。さすれば女騎士に惑わされた心を取り戻すことができよう」

「だから、惑わされてないって……」

「否定しなくともよい。いずれにせよ私の魅力を再発見すればいいのじゃ」

　なんだか自信ありげな口調。

　別に魅力を感じていないわけじゃないし、ミユの手料理を食べさせてもらえるのは楽しみでもある。王女自らが料理をするのか……。

「ミユって料理できたんだね」

「できるに決まっておる。幼いころより、国一番のシェフの料理を食べてきておるからの。厨ちゆう房ぼうも何度か覗いたことがある」

　ミユは誇らしげに胸を張っているが……。

「えっ、見ただけ？」

「問題ない。なにせ国一番のシェフであるからのう。『頑張るように』と声をかけたことすらある」

　……猛烈に不安になってきた。

　しかしミユは俺の不安などまったく気にしていない。

「さあ、成彦殿、スーパーマーケットにいざ向かわん！」

　ミユは高らかにそう宣言すると、意気揚々と玄関を出るのであった。




　　　　◆




　俺たちは近所では一番大きなスーパーマーケットを訪れる。

　二階建てで一階が食品のフロア、二階が生活雑貨のフロアとなっている。

「ほほう。いろいろあるのう」

　ミユは上機嫌でスーパーの店内を徘はい徊かいしていた。

　わざわざ買い物用のカートにカゴを乗せ、小さい身体いっぱいで押している。

　店に入るなり、「あれが押したい」とせがんだのだ。

　まるで小さな子供のようだ。

　ミユとエレノワは並んで店内を散策している。

　いろんなお肉を手にとってはあれこれと感想を述べるふたり。

「リザードマンの肉はないかのう」

「残念ながら見当たりませんね。似ているお肉もございません」

「緑色の肉すらないのう」

「品ぞろえが偏っているのでしょうか……」

　その姿はまるで仲良しの姉妹のようで大変うるわしいのだが、会話の内容が……。

　いやおうなくかき立てられる不安感。

　料理を見ただけの王女が緑色の肉を探している。

　大丈夫なのか……。

　ふたりは肉のコーナーから別の売り場へと向かう。

　どうやら異世界料理に相応しいものが見つからなかったらしい。

　逆にあのふたりのお眼鏡にかなう食材が見つかったときが怖いが……。

「おおっ、これは！」

　ミユがひときわ大きな声を上げたのは、意外なことにおつまみのコーナーだった。

　ふたりの目の前にあるのはビーフジャーキー。

　信頼と伝統の老舗ブランド、テング印のビーフジャーキーだ。

「成彦殿、これは天てん狗ぐではないか」

　ミユが深いグリーンの瞳ひとみをキラキラと輝かせている。

「へー、これ知ってるんだ。渋いね」

「もちろんじゃ。我々の世界でも干し天狗肉は珍味として有名である」

「いやいや、これ天狗の肉じゃないから！」

　当然ながらビーフジャーキーは牛肉。しかしミユはビーフジャーキーを天狗の肉であると信じて疑わない。

「どう見ても天狗の肉であろう。天狗の肉はこのように干し肉として食べる物である。エレノワ、これは天狗の肉であるな」

「間違いございません。天狗肉はわたくしのような身分の者は口にできるものではございませんが、以前、プラーニ族の族長が献上した天狗の干し肉そのものでございます」

　エレノワが太鼓判を捺おしてしまった！

　絶対違うのに！

「我が国では天狗は捕れぬが、プラーニ族の集落近くに良質な天狗の産地があるのじゃ」

　ミユは喜々として天狗肉事情について解説してくれる。

　プラーニ族とは季節によって居住地を変える遊牧民族らしく、プラーニ族の冬の居住地近くで天狗が捕れるらしい。そしてその肉は秘伝の調理法により、干し肉にされ、友好の証あかしとして毎年献上されるらしい。

　……と説明されたところで、テング印のビーフジャーキーは誰がなんと言おうと、天狗の肉ではない！

「姫様、これを使って天狗汁を作ることができるのではないでしょうか？」

「おお、天狗汁、あれはいいのう。それに天てん狗ぐ粥がゆもまた絶品である」

　ミユはビーフジャーキーをカートの中の買い物カゴに入れる。

　どうやら天狗汁と天狗粥を作ることになるようだが……。

「天狗食べちゃうの？」

　俺の問いにミユは深々とうなずく。

「さよう。天狗肉は異世界三大珍味のひとつ。我々王族でも滅多に口にできぬ、珍品中の珍品である。プラーニ族の族長のみが知る秘伝の調理法によって作り出されるスープは実に玄妙な味わいである」

「姫様は毎年一度の天狗汁を本当に楽しみにされておりましたね」

「今日はエレノワも食してよいぞ。こちらの世界での天狗汁じゃ。身分など関係あるまい」

「なんとお優しい。ありがとうございますっ！」

　もう完全に天狗汁とやらを作る流れだ。

　ふたりが天狗肉と認定している物がビーフジャーキーなので健康上の問題はなさそうだが……。

「それで天狗汁ってどうやって作るの？」

「さあ？　なにせ秘伝じゃからのう」

　俺の問いにかわいらしく首を傾げるミユ。

「材料は？」

「なにせ秘伝じゃからのう」

　ミユは首を傾げっぱなしで答える。

　……おい、それで大丈夫なのか？

　しかしふたりは俺の心配をよそに天狗料理用の買い物を開始する。

「姫様これなどどうですか、色、形ともに秘伝っぽくありませんか？」

　エレノワが大量の青唐辛子を買い物カゴに投入。

「これも秘伝っぽいのう」

　続いてミユがシュミテクトをカゴに入れる。

「おい、やめろ！　やっぱり俺が選ぶ！」

　俺はミユからカートを奪い、シュミテクトを棚に戻す。

　唐辛子と知覚過敏の人用歯磨き粉をベースにスープを作られてはたまったもんじゃない。

　ミユの記憶を引き出しつつ、俺が主導で材料を選ぶ。

　ミユによると天狗汁は野菜たっぷりのスープで、彩りも鮮やか。天狗肉と野菜の旨うまみがたっぷりらしい。そして天狗粥はもっとシンプルでなにやらキノコが入っていたらしい。

　まったく想像がつかないが、いまは新玉ねぎ、春キャベツが美味しい季節。さらには彩りで人参も加えておけば、野菜の旨みたっぷりのスープにはなる。キノコはお粥かゆなら干し椎しい茸たけがいいだろう。

「成彦殿が作っては私の魅力再発見にならぬではないか」

　ミユは口をとがらせてぶーぶーと抗議しているが、しかし自分の身は自分で守らなければならない。このまま任せるとミユの魅力を再発見どころか、憎しみの感情が芽生えてしまう可能性大だ。

「みんなで作ろう！　その方が楽しいし」

　俺はそう宣言すると、いらぬものを入れられないよう急いでレジへと向かうのであった。




　　　　◆




　家に戻ると、俺たちはさっそくキッチンに立つ。

　ミユはエプロン姿になっていた。

　母のエプロンを借りたのだが、ミユにはサイズがちょっと大きすぎて、ロングスカートのようになってしまっている。

　しかし本人はご満悦の様子。

「どうじゃ？　若奥様かのう？　女騎士より若奥様だと思わぬか？」

「うん。さまになってるよ」

　何度も俺に若奥様っぷりを褒めさせる。

　見た目は本当にかわいらしいが、しかしこの若奥様の自由にさせてはいけない。

「まずはジャーキーの味見しようよ」

　そもそもミユたちはテング印のビーフジャーキーを食べたことがない。

　俺は袋を開けると小さめのジャーキーを手渡す。

　ミユはジャーキーを受け取ると、小さな口で懸命に嚙かみしめる。

「おお、この歯ごたえ、この肉質、そしてこのピリリとくる味わい。……まさしく天狗肉である！」

　ミユはきっぱりと断言した！

　結局、そうなの!?　逆に天狗って牛肉っぽい味ってことか？

「成彦殿、エレノワにも天狗肉を」

　俺はエレノワにもジャーキーを手渡す。

　少し緊張した面持ちでジャーキーを口に運ぶエレノワ。

「はあ、これが天狗。なんと光栄な……。非常にスパイシーで野趣あふれる味でございます。辛いのですが、不思議とまた食べたくなりますね」

「合うであろう」

「実に合いますね」

　うなずき合うふたり。

　いったいなにに合うんだ！

　とにかく味見をしてもいまだ天狗認定。こっちも天狗の味を知らないから、完全否定はしづらい。

「とにかく、これでスープを作るのね」

「さよう。素晴らしい出汁が出るのじゃ」

　ミユは確信を持っているようだが、俺はビーフジャーキーで出汁を取ったことがない。

　ビーフジャーキーは安くないので、もったいない気もするが仕方ない。

　俺は鍋なべにお湯を沸かし、ジャーキーを細かく切って投入してみる。

　なにせ初めての経験。まずはジャーキーのみを煮出して、それから対策を考えることとする。

　煮込むこと一五分、うっすらとお湯が褐色に色づく。

　俺は少しおたまですくって味見してみる。

　甘い……。ほんのりと甘いまろやかなスープだ。テング印のジャーキーはかなり辛いのに……、不思議だ。

　よし、この出汁ならなんとかなりそうだ。

「成彦殿、私はなにをすればよいかの？」

「とりあえず玉ねぎを切ってもらおうかな」

　若奥様スタイルのミユが包丁を握り、不慣れな手つきで玉ねぎを刻みはじめる。

　トン……トン……トンとゆっくりとしたテンポ。かなり大振りな切り方だが、よく煮込めば問題ないだろう。

「ぬう、目がぁ、目がぁ！　成彦殿、なんであるか、この植物は！　涙が止まらぬ」

　ミユの目から大粒の涙が流れている。

「ああ、玉ねぎだからね」

「これは毒草ではないか！　いくら秘伝とは言え、こんなものを煮込んでは危険じゃ」

　シュミテクト入れようとした人に言われたくないけど！

　俺はミユに目に染みるものの、ちゃんと食べられる食材であることを説明すると、なんとか納得して玉ねぎとの格闘を再開してくれる。

　号泣しながらも、ゆっくりゆっくり玉ねぎを刻む。

「姫様、代わりましょう。あまりにも痛ましいお姿です」

「いや、私がやる。これは若奥様の仕事である」

　ミユはエレノワを手で制すると、玉ねぎを刻み続ける。

「姫様、成長されましたね。なんと立派な。凜り々りしく威厳に満ちた若奥様っぷり。かつてこれほどの若奥様が存在したでしょうか。史上稀まれに見る若奥様です」

　大げさに拍手を送るエレノワ。そのエレノワの目には涙が……。

　三人中ふたりが泣いている状況。

　とても料理をしているとは思えない。

「あの……取りあえず次はキャベツを切ろうか」

　俺はミユにキャベツを託し、自分は天狗粥の準備に入る。

　先ほどのビーフジャーキー出汁を半分取り、干しシイタケを戻した出汁を合わせてみる。

　合うかどうかはわからない。完全に勘だ。

　天狗粥の下準備を進めつつ、今度はミユの様子を見る。

　不格好ながら、野菜を切り終えたようだ。

　残ったジャーキー出汁に野菜を投入し煮込みに入る。

「あとコンソメもちょっと入れようか」

　天狗汁にコンソメが入るのかわからないが、コンソメを入れてマズくなる可能性は皆無。俺は迷わずコンソメを投入する。

　あとはミユの記憶が頼り。ミユに何度も味見をしてもらいながら、味を調えていく。

　その様子をエレノワは感慨深げに見守っている。

「なんと仲なか睦むつまじき、おふたりのお姿。もはや結婚していると申し上げても過言ではありません」

「過言ではあるから！」

　照れくささから、ツッコんではみたものの、実のところ俺はこの共同作業をかなり楽しんでいる。

　正直なところ、ミユと一緒に料理をすることがすごく楽しい。

　そして、いままで体感したことのないタイプの幸せを感じている。

　俺の両親は共働きで忙しい。そんな親に負担をかけないために、いつの間にか俺は自分の食い物くらい自分で作れるようになっていた。自分のために自分で料理をする。俺の料理は個人プレイだった。

　しかしこうやって共同作業として料理を作ってみると、いままでとは全然違う。

　──これが家庭の幸せってやつなのだろうか。

　不慣れではあるが、懸命に料理をするミユ。

　料理が苦手な若奥様が徐々に腕前を上げていく。

　やがて得意料理なんかができるようになって、「上手になったね」なんて褒めながら、ミユの手料理に舌鼓を打つ俺。

　……もう異世界に行ってもいい気がしてきた。

　こうなったら、行っちゃうか。異世界。

　そんな妄想をしながらも、料理は進む。

　ジャーキーと椎茸の合わせ出汁でお粥を作り、小口ネギとザーサイを刻んで加える。

　これで天狗粥の完成だ。

　天狗汁もキャベツ、玉ねぎ、人参、すべてに火が通り、隠し味でバターを追加する。

　バターもまたコンソメ同様にちょっと入れておけば基本美味しくなるのだ。

「うむ。完成である！」

　最後の味見を終え、ミユがそう宣言する。

　なんだかほとんど俺が作った気がするが、本人は誇らしげに胸を張る。

　さっそく盛り付けられ、テーブルに三人分の天狗粥と天狗汁が並ぶ。

「さあ、食すがよい。堪能するがよい天狗づくしを」

　まあ、ビーフジャーキーづくしなんだけど。はたしてどんな味なのか……。

　まずは天狗汁からチェックだ。

　見た目は普通の野菜スープだ。ミユの切った大振りの野菜も逆に具だくさんな感じがして美味しそうに見える。そして野菜と一緒に煮込まれたひと口大のビーフジャーキー。

　やはり黒々としたその姿はインパクトがある。

　俺はスプーンですくい、ひと口食べてみる。

　……意外とちゃんとスープになってる。

　ほのかに甘い謎のジャーキーエキス。そして味付けのコショウが溶け出して結構辛い。

　そして煮込んだジャーキーはちょっと固めの牛タンみたいな食感だ。

　これははじめての食感。

　悪くない。かなりのヘンテコな味を覚悟していたが、全然イケる。

　ベーコンのスープに方向性は似ているが、この食感と味には独特のオリジナリティがある。もっと長く煮込めばさらに味わいが増すだろう。

　続いて、天てん狗ぐ粥がゆも試食する。

　白いお粥の中に浮かぶ、黒々としたビーフジャーキー。小口ネギを散らしてあるため色味も食欲をそそる。

　……天狗粥はさらに美味い。

　日本のお粥ではなく、傾向としては中華粥っぽい。スパイシーでエキゾチックな新感覚のお粥だ。まさかビーフジャーキーがこんなにお粥に合うとは。

　ザーサイとビーフジャーキーの味わいも相当マッチしている。

　なんというか……合う。

　味はまあいいのだが、問題はこれが本物の天狗肉に近いのかどうかだ。

　ミユにも早速試食してもらう。

「うむ。これこれ。これぞ天狗の味である。この嚙みごたえのあるしっかりとした肉質、天狗の鼻肉そっくりじゃ」

　ミユは納得の表情。

「気持ちが悪いよ」

　説明されればされるほど食欲がなくなる。

「そうかのう。我々の世界では高級食材じゃがのう。どうじゃエレノワ。美味しいかのう？」

「はい。姫様と成彦様による手料理をいただくなど光栄すぎます。もはや天狗であろうとなかろうと、幸せでいっぱいです」

　エレノワは天狗汁をひと匙さじすくうごとに感動でうっとりとしている。

「お粥はこれでいいの？　ザーサイとか向こうの世界になさそうだけど」

「天狗粥の味はいろいろあるからの。そこは気にする必要はない。重要なのは天狗肉独特の歯ごたえと味わいじゃ。うーむ、圧倒的な天狗感。まさに天狗の仕業。嚙めば嚙むほど人をさらいたくなる味」

「不穏な味だな！」

「それが天狗料理の醍だい醐ご味みじゃ。食べれば不思議と気分が高揚して、ややもすると態度が偉そうになる。これを我々の世界では天狗になると言うのじゃ」

「なにその微妙な一致具合！」

　日本でも態度が偉そうなことを天狗になっていると表現するが、それは天狗の肉による副作用が原因ではない。

「さあ、皆でどんどん食べて、どんどん天狗になろうではないか！」

「これは本当の天狗肉じゃないから、気分は高揚しないけどね」

　ミユは自らも率先してどんどん天狗粥と天狗汁を口に運ぶ。

「うーむ。どうじゃエレノワ、天狗になってきたかの？」

「はい。なんだか身体がぽかぽかしてまいりました」

　エレノワの頰がほんのりと赤くなっている。

　額にはうっすらと汗。

　それはテングのビーフジャーキーが結構辛いから、それで身体がポカポカしているだけだと思うが……。

「天狗料理を囲み、天狗になってそれぞれ好き放題言うことにより、我が国とプラーニ族は友好関係を築き上げたのじゃ。エレノワも今日は天狗になって、言いたいことを言うがよい」

「いえ、でも……」

「遠慮することはない。なにを言っても、すべては天狗の仕業として水に流すのが天狗料理の流儀である」

　そう言うミユも身体が熱くなってきたらしく、パタパタと手で顔に風を送っている。

「では……」

　エレノワは意を決したかのように、一度深呼吸すると言葉を続ける。

「姫様はいつになったら成彦様をモノにするのですか？　あまりにも遅すぎます。女性としての魅力不足なのではないでしょうか？」

「なっ、なんと！」

「正直、見ていてもどかしいことがございます」

「ぬぬ……、それは女性として自分の方が上だと言いたいのか？」

「いえ、姫様は美しいお顔立ちだと思うのですが、家庭の匂いがしないというか」

「だから、今日は若奥様を……」

「それも、たしかにかわいらしいのですが、どこかおままごとに見えて……」

　エレノワは恐縮しながらも、ズバズバと指摘する。

　自分は天てん狗ぐ肉による精神高揚状態だと信じてしまっているのだ。

　わなわなと震えるミユ。

　自分が許可した手前、怒るに怒れないのだろうが……。ミユの顔が真っ赤なのはビーフジャーキーの辛さが原因ではないだろう。

「我々の目的は成彦様を姫様の夫として迎え、王位継承を盤石にすること。失敗すれば、わたくしも姫様も厳しい立場におかれます」

「……そんなことはわかっておる」

「それがかなわぬのであれば、わたくしが成彦様と……。その後、姫様と偽装結婚の形で」

　エレノワはそう言うと、席を移動し、俺の隣に寄り添うように座る。

　トロンとした眼差し。上気した肌。少し荒い吐息。本当に酔っぱらっているかのようだ。

「ダメじゃ。それは許さぬ！　成彦殿は私のものじゃ！　席を戻すがいい」

「天狗の仕業でございます。このひと時だけは、特別でございます」

　ミユはエレノワの手を引き、席を戻そうとするが、なかなか動こうとしない。

　何度もぐいぐいと引っ張るが、天狗肉の効果を信じているエレノワは主人の命令を聞こうとしない。

　悔しそうにエレノワを睨にらみつけるミユ。

「………………。これはやはり天狗肉ではないな。ビーフジャーキーである」

「えっ!?」

　ここへ来て、まさかの前言撤回！

　梯子はしごを外されたエレノワは呆ぼう然ぜんとしているが、ミユはまったく気にしていない。

「よって天狗の仕業ではない。ビーフジャーキーにはそのような効果はない。エレノワ、失礼な言動は控えよ」

「そ、そんな！　姫様、酷いです！」

「さてのう？　なんのことかわからぬ」

　エレノワは涙目になって抗議をしているが、ミユは涼しい顔でしらばっくれる。

「姫様も成長されたと思ったのに……。まるきり子供ではないですか！」

「子供ではない。若奥様である」

　なんて卑ひ怯きような若奥様なんだ！

　こんなかわいい若奥様と一緒なら異世界でもやっていけるかも、と思ったのだが、やっぱりダメだ！　俺も心の中で前言を撤回する。

　俺は結論の更なる引き延ばしを決意したのだった。

















第九話　餃子ぎようざ






　春の陽気に誘われ、俺はぼんやりと散歩をしていた。

　なんの変哲もない住宅街をぶらぶらと。

　たまにある飲食店のなかの様子をちらちらとうかがう。

　俺は個人経営の店ならこぢんまりして、おしゃれ感のない店が好きだ。

　なぜなら掘り出し物っぽくて自分だけの店って気分になれるからだ。

　目の前の中華料理屋さんも適度に古びていて、それでいて最低限の掃除は行き届いている。繁盛しているのかアルバイトの募集の張り紙もある。これは掘り出し物の予感がする。

　……覚えておこう。

　俺が中華料理屋さんの前から離れた時だった。

　首筋に鋭い痛みが走る。

　これは……俺にはわかる。……気絶するタイプのチョップだ。

　そしてそれを喰らわせてくる知り合いはひとりしかいない。

　異世界からやってきた…………………………………………………………………………。

　……………………………………………………………………………………………………………………………………。

　…………女騎士のリディアだ。

　俺の視界に広がる和室の天井。今時珍しい紐ひもが垂れているタイプの電灯。

　この天井にも覚えがある。

　どうやら、またしてもリディアの根城に運ばれたようだ。

　痛む首筋を押さえながらよろよろと身体を起こす。

「成彦、また会った、元気か？」

　リディアは甲かつ冑ちゆう姿ではなかった。オフホワイトのチュニックのような衣装を着ている。

　おそらく異世界から持ってきた服なのだろうが、甲冑と比べれば格段にこちらの世界での違和感は少ない。

「……首にチョップを喰らわされる前は元気だったんだけどね」

「成彦、安心しろ。今日は襲わない」

「すでに襲われてると言っても過言ではないけど……」

　俺は抗議の視線をリディアに送るが……。

　なんだかリディアは元気がなさそうに見える。

　相変わらず食事が取れていないのか、前回よりも痩やせた気がするし、なにより落ち込んでいるようにも見える。

「チョップしたのはわけがある。成彦、頼みがある」

「頼みがある人にはチョップしないでもらえる？　それで？」

「バイト、面接、受からない、どうにかしろ」

「バイト探してるの？」

「私、ミユ様より先に、成彦と関係持つ。罪悪感から、成彦は私と結婚。ミユ様、結婚失敗。そのために資金必要。これ以上は拷問されても言えぬ」

　……これ以上って、大分言っちゃってると思うけど……。

「それで俺に頼むかね？」

「他に頼る人いない。頼む」

　リディアはそう言うとぺこりと頭を下げる。

　言葉遣いは乱暴だが、切実さは伝わってくる。

　困窮した生活とバイトの面接に落ちた精神的なショックも加わって、落城寸前の城に立てこもっている女騎士といった雰囲気だ。

　助ける義理はないが、見捨てるのは忍びない。人道的配慮としてアドバイスくらいしてやるか……。

「これまで、どんな面接行ったの？」

「えーと……テレフォン……アポインター？」

「日本語苦手じゃん！　なぜ自分の苦手なジャンルを選ぶ！」

「名前、かっこいい。必殺技みたい」

　テレフォンアポインター……格好いいか？

　女騎士のセンスはよくわからない。

「もっと個人経営のお店とか、それ系の探したら？」

　俺はさっき張り紙を見た中華料理屋さんを紹介してみる。

　リディアは西洋人風の顔立ち。アジア人には見えないが、片言をＯＫしてくれる可能性はテレフォンアポインターよりも高いだろう。

「ちゅーかりょーり!?」

「ご飯を出すお店だよ。そこだったら、まかないも出るだろうし、まかないはご飯のことね。ご飯がついてくるってこと」

「なぜ、早く、教えない！　私、まかない、食べる！　大量に食べる」

　リディアが俺の肩を摑つかむと激しく揺さぶる。

　どうやら相変わらず腹ペコらしい。

「じゃあ、中華料理屋さんのバイトの面接行ってきなよ」

「問題、そこ。……面接受からない。コツ教えろ」

　リディアはすがるような目で俺を見つめている。

　こちらの世界に他に頼る人がいないのだろう。

「じゃあ、もう俺を襲わない？」

「ちょっとしか襲わない」

　素直にうんうんとうなずくリディア。

　ちょっとは襲うのか……。

　まあ、いい。できることはしてあげよう。

「じゃあ、面接の練習しよっか」

　いわゆる模擬面接だ。

　俺が面接官の役をやって、リディアに面接を受けてもらう。

　本当は椅子に座ってやるものだが、部屋に椅子がないので、お互い向かい合って正座する。

　リディアも本番さながらの神妙な面持ち。

「ではリディアさん。志望動機を」

「しぼうどうき!?」

「どうしてこの店で働きたいのか、ってこと」

　俺は面接において、もっとも普通の質問からはじめてみたのだが……。

「口が裂けても言わぬ！　殺せ！」

　リディアはぷいっと横を向いてしまった。

「いやいや、志望動機は言わないと。また落ちるよ」

　リディアは困ったような顔をしている。

　面接は受かりたいが、言いたくはないといったところか。

「ある者を襲い、無理矢理でも関係を持つ、そのために金がいる。これ以上は言えぬ」

「そんな理由で採用できるか！　別に本当のことを言う必要はないんだよ。社会勉強のためでもなんでもいいじゃん」

「社会勉強？」

「バイトを通して、社会の仕組みを勉強するってこと。まあ、ぶっちゃけお金が欲しいじゃ直接的だから、オブラートに包んでこう表現するんだよ」

「オブラート、ぬぬ……難しい」

　リディアはメモ帳を取り出し、異世界の言葉でなにやら書き留めている。

　おそらく志望動機を尋ねられたら社会勉強と答える的なことだろう。

　まあ志望動機はこれでよしとして、次の質問に移ることにする。

「じゃあ特技は？」

「袈け裟さ切りからの二段突き」

　誇らしげに答えるリディア。

　しかし、そんなものを誇られても困る。

　というか、人を袈裟切りから二段突きしたことがあること自体、バイトの面接においては秘密にするべきだろう。

「うーん。ほかにないかな？」

「投げナイフ。首筋ブスリ！」

「首筋ブスリじゃなくて！　もっと安全な特技ないの？」

「……騎士、危険と隣り合わせ、私がブスリしないと、ブスリとされる。躊ちゆう躇ちよ、死が待っている」

　たどたどしい言葉ながら、騎士の心構えを熱っぽく語るリディア。

　……もうノリが違いすぎる。

　バイト先で自分がナイフを投げないと投げつけられる状況は発生しない。

　お客さんがナイフを投げてくるのは客層が悪すぎである。

「とにかくナイフはなし。別の考えて」

　俺に促されて、腕組みして考え込むリディア。

　しばらくうんうん唸うなったのち、ぱちんと手を叩たたく。

「私、拷問されても、口、割らない！　自信ある。どんな責めでも耐え抜く」

「……うーん。そんなことを自慢されても。どうしようかな……、体力に自信があるとか、そんな感じでいいんじゃないかな？」

　かなり強引だが、拷問に強いということは体力があるとも表現できる気がする。

「あるある。すごくある。拷問する側、逆に音を上げる！」

　リディアは嬉うれしそうにうなずきながら、またメモをする。

「続いては趣味かな？　リディアの趣味は？」

「騎士、任務がすべて」

　キリリと眉まゆを寄せるリディア。

「いや、だとしても、なにか言わないと。なにかないの？」

「騎士が遊ぶ。それは油断、死ぬ」

「死なないから！　一回、生き死にのレベルから離れよう。もっと気軽に。好きなこととか、集めてるものとか」

「言わなきゃダメか？」

　リディアは上目づかいで俺の顔色をうかがう。

　どうやら、なにかあるにはあるが、騎士のプライドが許さないらしい。

「別に趣味があることは恥ずかしいことじゃないよ。むしろ、人間味があっていいことだと思う」

　リディアは俺の言葉にうなずきはするものの、なかなか話し出さない。

　話し出そうとしては、言葉を飲み込んでしまう。

　何度かそれを繰り返したのち、ようやく意を決して、話してくれる。

「……人形……作る」

　顔を真っ赤にするリディア。

「へえ、いいじゃない。可愛らしい趣味あるじゃん」

「か、可愛い、……違う」

　ますます顔を赤らめるリディア。

「持ってないの？　見せてよ」

「……ある」

　リディアは自分の道具袋から、人形を取り出して見せてくれる。

　それはフェルトのような布で作られている人形だった。

　手のひらサイズで男性も女性もいる。

　小さいながらちゃんと服も着ていて、かなりクオリティが高いように見える。

「すごいじゃない。すごく上手にできてるね」

「そ、そうか？　自分ではわからない。人に見せない……から」

　リディアは照れながらも、嬉しそうにはにかむ。

「いやいや、立派なもんだよ。誰かモデルはいるの？」

「私の仲間たち。みんな任務で、死んだ。いいヤツから死んでいく」

　死んだ仲間を弔うための人形だったー！

　……重いよ。重すぎるよ。こっちの世界の人間には受け止められない重量だよ。

「……そ、そっか。詳しくはわからないけど、大変だね」

「騎士にとって任務、命より重い。私も失敗すれば、どうなるか。でも成彦、気にするな」

　リディアははかなげに微笑する。

　気にするわ！

　絶対に気にさせようとして言ってるだろ。

　純朴そうに見えて、案外、したたかな面もあるのかもしれない。

　それはともかく、いまは趣味についてだ。

「じゃあ趣味はそれで」

　リディアは大きくうなずくとまたメモを取る。

「趣味……死んだ仲間の人形、作る」

「……〝死んだ仲間〟は言わなくてもいいんじゃないかな」

　リディアは怪け訝げんな顔をしながらも、おそらく〝死んだ仲間〟と書かれているであろう部分を、線を引いて消す。

　志望動機、特技、趣味がこれで決まった。

　バイトの面接と言えば、あとはシフトの相談くらいだろう。

「とにかくシフトは融通が利くことをアピールして、あとはやる気があることを伝えれば大丈夫なんじゃないかな。それと中華料理が好きなこともアピールするといいかも」

「私、中華料理、知らない、知らないのに好き、それは噓」

　……別に噓でもいいのに。

　言葉の拙さでそうは見えないが、もしかしたらリディアはとても真面目でお堅い性格なのかもしれない。

「本当に食べたことないの？　餃子ぎようざとかチャーハンとかチンジャオロースとか、知らずに食べてない？」

　リディアは俺の質問に答える代わりに、立ち上がると、押し入れを開く。

　押し入れの中に積み上げられた馴な染じみのある円盤状のカップ。

　それは大量の焼きそばＵ．Ｆ．Ｏ．だった。

「質屋、鎧よろいと交換してもらった」

　リディアは誇らしげにえへんと胸を張る。

「ずっとＵ．Ｆ．Ｏ．だけ食べてたの？」

「騎士、一杯のＵ．Ｆ．Ｏ．あれば、一日動ける」

　贅ぜい沢たくはせずに粗食で暮らすことが、騎士としての正しい行動だと思っているのだろうけど。

　……なんて悲しい食生活なんだ。

　俺を襲うことを任務としている人間を助ける義理はないのだが、これほどのＵ．Ｆ．Ｏ．一辺倒を見せつけられては見逃せない。

　面接前に中華料理を食べてもらうか。

　中華料理といってもいろいろあるが、やはりここはベタ中のベタ、餃子だろう。

　バイトを募集していたお店も焼き餃子を売りとしていたようだ。

　焼くか……餃子を。

「ちょっと待ってて」

　この部屋の装備では満足に餃子は焼けない。俺はいったん家に戻ることにする。




　　　　◆




　俺ははじめて気絶することなくリディアの部屋へと入る。

　両手に紙袋、中身はカセットコンロとスーパーで買った餃子、そして調味料いろいろだ。紙袋を興味津々の様子で覗のぞき込むリディア。

　俺はその熱い視線を受けながら、黙々と準備をする。

　餃子は一六個入って二〇〇円くらいで売っている、ごくごく普通の餃子。

　実にリーズナブルである。餃子をタネから自作すると絶対にこの金額は不可能。

　リディアならずとも庶民の絶大な味方なのだ。

　カセットコンロの上にフライパンをセットし、軽く油を引く。

　普通はまずはフライパンを熱するが、俺はこのタイミングでまだ火はつけない派だ。一いつ旦たん餃子全部を配置してから火をつける。

　邪道なのだろうが、この方が焼きムラができない。

　フライパンに沿って円形に餃子を配置し、水を一五〇㏄用意してから火をつける。

「ぬっ！　なにをする！」

　カセットコンロの火にひっくり返らんばかりに驚くリディア。飛び退きながら、ロングソードを摑つかむと抜剣する。

「危ないな！　餃子を焼くだけだよ」

「そうか……。餃子と魔法攻撃、間違えた」

　その間違え方はおそらく世界初だろう。

　しかし俺はリディアに構っている暇はあまりない。

　餃子は手際の良さが命。

　軽く焼き色をつけたら、一五〇㏄の水の三分の二、一〇〇㏄だけ注ぎ入れ、フライパンに蓋ふたをする。

　フライパンの向きをたまに上下左右変えながらの蒸し焼き。

　建てつけの悪い家ではコンロの上のフライパンは水平ではない。向きを変えないと水が片方に溜たまってしまい、均等に焼けない。悲しい焼き餃子のコツなのだ。

　ほぼフライパンの中の水分が無くなったら、残った五〇㏄に片栗粉大おお匙さじ一を投入する。

　俺なりの羽根付き餃子スタイルだ。

　最初から完全に水溶き片栗粉を投入しても羽根付き餃子はできるのだろうが、かなり難易度が高い。火加減によってはべちょべちょに、逆に強すぎると焦げてフライパンと餃子が一体化する。

　後から水溶き片栗粉を入れる方が失敗が少ないのだ。

　俺は慎重にタイミングを見計らい、水溶き片栗粉を投入し、羽根を作り、仕上げにごま油を回しかける。

　そして大皿をフライパンに蓋をするように置き、フライパンごとひっくり返す。

　上手くフライパンから餃子が皿の上に落下してくれれば、大成功だが……。

　どさりと皿を持つ手に重量がかかる。

　今回はなんとか成功したようだ。

　フライパンを外すとこんがりと色づいた羽根に覆われた餃子が皿の上に現れる。

　部屋中に広がる食欲をそそる焼き餃子の香り。

「くっ、これが餃子……すごく……匂いが」

　リディアのお腹がぐーぐーと鳴っている。

　もはやリディアの目は餃子に釘くぎづけ。涎よだれを垂らさんばかりの勢いだ。

　ならば味わってもらうしかない。

「これにつけて食べな」

　酢と醬しよう油ゆ、ラー油を合わせたスタンダードな餃子のタレの入った小鉢を差し出す。

　ここにからしを入れるのも美味いが、最初は普通のタレがいいだろう。

　リディアは慣れない手つきで箸はしを握る。

　サクッと軽やかな音を立て、餃子の羽根が割れる。

　湯気を立てた出来たての餃子がリディアの唇へと運ばれる。

「どう？　美味しい？」

　俺の質問に猛烈な勢いで何度もうなずくリディア。

「くっ！　美味い！　サクッとして、じゅわっ！」

　前より少しは日本語が上達したかと思ったが、相変わらず、食べ物の感想はほぼ擬音だ。

　大興奮でもうひとつ餃子を口に運ぶ。

「サクッ、はむっ、じゅわっ、ふわーん、はふっ、はふっ、じゅわーん。ぶわーん、どどーん、ばーん、ぎゃああー！」

　なんか最後に断末魔の叫びみたいなの聞こえたけど……。なぜ餃子を食べて死んでしまうんだ。

　とにかく大変気に入ったことだけは確かだ。

　すでにリディアの箸は三つ目の餃子に狙いを定めている。

「まあ、こっちでも試してみてよ」

　スタンダードな餃子のタレもいいが、たくさん食べるなら味の変化が欲しい。

　そこで餃子のタレの別バージョンを用意しておいたのだ。

　ひとつはヨーグルトとケチャップを混ぜ合わせたもの。もうひとつは酢とタバスコ（緑の方）だ。

　酢と黒コショウで餃子を食べるとさっぱりして美味しいが、餃子本体がそれほど高級ではない場合は、酢とタバスコの方がより合う気がする。

　そしてヨーグルトとケチャップはエスニックな味わいで、なんとなくトルコ料理っぽい味わいになる。

「くっ、美味い！　餃子、恐ろしいほどに美味い。サクッ、パリッ、じゅわっ、はふはふ、ピリリ、……ちゅんちゅん」

　ちゅんちゅん!?　朝まで餃子を食べてた感じ？

　とにかくリディアの箸は止まらない。

　ノーマル、ヨーグルトとケチャップ、酢とタバスコ、味を変えながらパクパクと食べ続ける。

　惚ほれ惚ぼれするほどのいい喰くいっぷりだ。

　やはりガンガンいってこそ餃子。作った俺としてもこれは気分がいい。

　瞬く間に大皿にいっぱいの餃子が空になる。

「餃子、美味すぎる。結局、魔法クラス」

　リディアは満腹を表現するかのように、畳の上に大の字に倒れる。

　その顔はなんとも幸せそうだ。

　人がはじめて餃子を食べたらどんな顔になるのかを完かん璧ぺきに表現している。

「まあ、バイトに受かれば、まかないで食べられるかもね」

「バイト、必ず受かってみせる。この剣に誓って」

　身を起こし、きりりとした表情でロングソードを掲げるリディア。

　剣に誓うような内容ではないと思うが……。

　しかしバイトに落ち続けていると誓った剣も売り払う羽目になるだろう。

「じゃあ、頑張ってよ」

　俺は餃子セットを片付け、部屋を後にしようとする。

「成彦、待て」

　リディアが俺の手を引き、呼び止める。

「私、成彦、襲った。なのに、こんなに親切……本当に、その、……感謝している」

　リディアは何度も口ごもりながら言う。

　日本語が難しいだけでなく、感謝の言葉を述べることが照れくさいのだろう。

「こっちの世界で頼る人もいないと大変だろうし。襲わないでくれたら、俺は……」

　リディアが背伸びすると、俺の頰にそっと顔を近づける。

　俺の頰に触れるリディアの柔らかな唇。

「なっ、どうした!?」

　あまりに急なことにさすがに動揺してしまう。

　当のリディアも相当恥ずかしかったのだろう、すぐに目を伏せてしまう。

「これは襲ってるんじゃない。その……オブラートに包んだ感謝の表現」

「オブラートに包めてるかな？」

　むしろ非常に直接的な表現な気がする。オブラートから完全にはみ出ちゃってる。しかし、もちろん悪い気はしない。

「女騎士のキス、戦場で幸運をもたらす。ある男、そう言ってた。あの男だ」

　リディアは前に見せてくれた人形を指さす。

「人形になってるってことは、死んじゃってるじゃん！」

「その男に、キスしてないっ！　私、尻しり軽がる、違う。これは特別っ！」

　頰を膨らませて抗議の意を示す。

　ひたすら使命に忠実なお堅い女騎士だと思っていたが、意外と子供っぽい。

　やばい。どんどんリディアに情が移ってしまう……。

　リディアは真っすぐに俺の目を見つめている。

「私、バイト頑張る……。社会勉強して、この世界、慣れる。そうしたら、そうしたら……」

「うん？」

「成彦、襲う！」

　リディアは力強く断言する。

「いや、だから襲わないでもらえるかな」

　……やはり根本的におかしい。

　異世界人にはこちらの世界の常識は通用しないのだ。

　俺は一瞬でも気を許した自分を厳しく戒めたのだった。








第一〇話　ルマンド






　その日、ミユは昼過ぎからずっと俺の部屋に居っぱなしだった。

　座椅子で胡坐あぐらをかく俺の上に小さな身体をすっぽりと埋める。

　常に抱き合っているかのような密着具合。

　完全に恋人同士のポジション取りである。

　しかし、その甘い体勢に反して、ミユの表情は険しい。自分の目の前、テーブルに置かれたノートＰＣを睨にらみつけている。

「ぬう、ファイル？　ホーム？　挿入？　ページレイアウト？　むむむ……」

　ノートＰＣに表示されるエクセルの画面。

　まだまったくなにも入力されていない。

「別にエクセルを使えるようになる必要ないでしょ？」

　俺は胸の中のミユに言う。

「できる女はこのエクセルなるものを使いこなすと聞いたのじゃ。私もエクセルを駆使して、できる女だと認めてもらいたいのじゃ」

　……なんだかひと昔前の派遣社員の人っぽい考え方だ。

　そもそも、できる女はこんな後ろから抱っこされているかのような体勢で、パソコン作業をしないと思うが……。

　しかしこの体勢については、俺も大歓迎なのでその点はツッコまずにおく。

「そっちの世界にはパソコンないでしょ？」

「ないからこそ、学ばねばならぬ。優れた技術を私が習得し、国民に知らしめれば国の発展の助けとなるであろう」

　ミユはキリリとした表情で言う。

「意外と真面目なんだね」

「異世界転移の第一の目的は、姫様と成なる彦ひこ様が婚姻関係を結ぶことではありますが、こちらの世界を見聞し、テクノロジーを学ぶことも重要な目的なのでございます」

　ミユの作業の邪魔にならぬようつかず離れずの距離で見守るエレノワが従者らしく丁寧に補足説明する。

「なにせ異世界転移は莫ばく大だいな費用がかかる。その費用の元は国民から絞り取った血税であるからのう。還元せねばならぬ」

　ノートＰＣのモニターを睨みながらも、ミユは小さくうなずく。

「まことに。絞りに絞っておられますから。布であればビリッと音がするほどの絞りっぷりでございます」

　エレノワがしみじみと言う。

　……そんなに税金を取っているのか。大丈夫なのか、その国。ミユは叔父さんと権力闘争の真っ最中らしいし、崩壊寸前なんじゃないのか。

「成彦殿、案ずる必要はない。私が即位すれば、ただちに対外戦争を吹っ掛け、民の敵意を外へ向ける。成彦殿は安心して我々の世界に来るがよい」

　なんて嫌な安心の仕方なんだ！

　その作戦、失敗したら、クーデターとかで処刑されちゃうんじゃないのか。

「危ない橋だなあ」

　思わず声に出してしまうが、ミユは平然としている。

「税を減らし、民を安んじ、諸国と和平を結ぶ。それで済めば、私も助かるのじゃがの。国情がそれを許さぬ。そもそも権力の頂に立つということは、危険を伴うものである。しかし危険など、このエクセルを駆使して乗り切ってみせよう」

　エクセルじゃ荷が重くないか!?

　マイクロソフトもクーデターの回避は使用目的として想定してないと思うぞ。

「さすが姫様、見事なお覚悟でございます」

　エレノワは拍手をしながら、惜しみない賛辞を送る。

　その拍手に手を振り応こたえるミユ。ご満悦である。

「うむ。とはいえ、まずは基礎からじゃ」

　ミユは敢然とノートＰＣに向かって手を伸ばす。

　……………………。

　……………………。

　……………………。

　手を伸ばしたものの、まったくなにもしない。さわさわとキーボードを撫なでているだけだ。

「まったくわからぬっ！」

　俺の胸の中で頭を抱えるミユ。

　そりゃそうだ。剣と魔法的な世界の王女様がいきなりエクセルを使えるわけがない。

「どうしたいの？」

「できる女になりたい！」

　俺の問いに即答するミユ。

「そうじゃなくて、エクセルでなにをどうしたいの？」

「民の叛はん意いをくじきたい。どこかにやり方は書いてないかのう？」

　それは、どのヘルプを参照しても書いてないだろう。

　これは目的を適切なレベルに変更しないとどうにもならない……。

「とりあえずさ、これまで食べた美味しい食べ物一覧でも作ってみたら？　最初はそれくらいからはじめないと」

「ほほう。楽しそうであるのう」

　ミユが再びＰＣに手を伸ばす。

「最初に食べたのはからあげクンだったよね。からあげクンって書いてみようか」

「うむ。書く」

　ミユの細くしなやかな指がキーボードを叩たたく。

　──ｇじゃおいｒか

「全然、違う！　これでからあげクンって読める人はいないね。まずはからあげクンの〝か〟だからまずｋを」

「ほほう」

　俺はミユを抱くように腕を伸ばし、キーボードのｋの位置を指し示す。

　ふんふんと頷うなずくミユ。再びキーボードを叩きはじめる。

　──ｋｄｇるおりえあ

「うーん。近づいた気すらしないな。ｋの次はこれね」

「ぬぬっ！」

　──かｇｙろいｙと！！！！

「なんか、すっごい勢いは感じるけどね。からあげクンとは読めないかな」

　軽やかなタイピングのイメージはあるのか、すぐにキーボードを乱打してしまう。

　これは食べた物の表を作るだけでも道のりは遠そうだ。

　むろんクーデター阻止への道は果てしなく遠い。

　──からｇぢおしえいクン

　──からあぎえおいｇじん

　──ｄごいじぇあおｇじゃお

　一瞬、からあげクンの姿が見えるが、また遠ざかる。

　一進一退の攻防である。

　まだ、一度もからあげクンと記入できてはいないが、ミユはすでに疲労困こん憊ぱい。ふぅ、ふぅと何度もため息を漏らしてる。

　集中力が限界に達してしまったようだ。

「ちょっと休憩しようか。おやつでも食べよう」

「うむ、そうしよう。あまり根を詰めると身体に悪いからのう」

　その言葉を待ち望んでいたと言わんばかりに、ミユはそそくさとパソコンの前から離れ、押し入れの前へと移動する。

　そう、俺の部屋の押し入れの中にはお菓子ＢＯＸが隠されているのだ。

　もちろんミユはそれを覚えている。

　からあげクンと書くだけでも一応ミユにとっては頭脳労働。頭脳労働のあとのおやつといえば、やはり甘い物だろう。

　なにか甘い物はあったか……。

　ごそごそとお菓子ＢＯＸという名の単なる段ボール箱をあさる。

　すぐにぴったりのおやつを見つける。

　俺がお菓子ＢＯＸから取り出したのは、ブルボンが誇るお菓子の大スタンダード、ルマンドである。

　しげしげと興味深そうにルマンドの袋を見つめるミユ。

　わざわざエレノワも呼び寄せ、改めてふたりでルマンドをじっと見つめる。

「ルマンドがどうかしたの？」

　俺はなんの他意もなく尋ねたのだが……。

　ふたりの顔が真っ赤になっている。

「や、やはり、そう読むのであるか」

　ルマンドの袋にはカタカナで〝ルマンド〟と書かれている。当たり前だ。

　日本語が堪能なふたりに読めないはずはない。

「あの……ノレアンドの間違いでは？」

「ルマンドだよ。間違いない」

　俺の言葉にエレノワはまた顔を赤らめ、両手で顔を覆ってしまう。

　なぜだ？　なんでそのリアクションになる。

「どうかしたの？　ルマンドはルマンドだよ。読めるでしょ。ルマンド」

「成彦殿、そう何度もルマンドと言うものではない」

「姫様、はしたないですっ！　その言葉を王女たる身で発するとは」

　ミユが一度ルマンドと言っただけで、エレノワは大慌てだ。

「え？　そっちの言葉でルマンドってどういう意味なの？」

「そ、それは……、言えませんっ！　わたくしとて嫁入り前の身、そんなことは……」

　エレノワはもじもじと身体をくねらせるばかり。

　それほど恥ずかしい意味なのか……。

　まあ、そちらの世界でどのような意味を持とうとも、ルマンドの真髄は味にある。

「とりあえず、ルマンド食べてみなよ」

　俺はルマンド独特のやたらとエレガントな紫色の袋を開け、ルマンドをミユに配る。

　ココアクリームで薄くコーティングされたクレープクッキー。真ん中が溝状にくぼんだ独特の形状をしている。

「ルマンドを食べる……なんとも背徳的な響きであるのう」

「姫様っ！」

「エレノワ、こちらの世界ではこちらの世界の言葉がある。あまり気にするでない」

　ミユはどこか楽しそうにそう言うと、ルマンドをひとくち頰張る。

「どう、ルマンド？」

「美味である。これは美味であるのう。エレガントな甘味。口の中でほろほろと崩れる食感。まこと絶妙である」

　ミユは目を閉じ、恍こう惚こつの表情を浮かべる。

　そう、ルマンドは美味いのだ。

　なぜかおばあちゃんのお菓子のイメージがあるが、それはブルボンが大正時代から続く、老舗である証あかし。その美味しさはお子様からお年寄り、そして異世界人まで虜にする。

「エレノワも食べてみなよ」

　俺は袋を剝むいて、エレノワにも一本手渡す。

「は、はい……」

　頰を染めながら、ルマンドを口に運ぶエレノワ。

「これは……、なんという……。この見事な調和。美味しいというより、もはや美しいです」

　そっと嚙かむだけで崩れるクレープクッキー、口いっぱいに広がるココアクリームの絶妙な優しい甘味。そのバランスはたしかに芸術的だ。

　夢中になってルマンドを堪能するミユとエレノワ。

「私も成彦殿と結婚した暁にはルマンドするのであろうか……」

「姫様！　なにを言っているのです」

「しかし大人の女はルマンドするものであろう。ときには激しく、ときには優しく、ルマンドするのじゃ」

「言葉を慎んでください！」

　ルマンドを頰張りながら、なんだか揉もめている。

　なんなんだ、ルマンド……。意味はわからないけど、ルマンドしたくなってきた。

　それはさておき、ルマンドの味が大好評なのは間違いない。

　スーパーのお菓子コーナーの貴婦人とも言っていいエレガントな味わい。それは異世界人にも通用する。

　せっかくなら、あれも試してもらおうじゃないか。

　俺はお菓子ＢＯＸから、あれを取り出す。

「アルフォートもあるけど、食べる？」

「アルフォ……」

　エレノワが目を丸くして、絶句してしまった。

　このリアクション。また異世界の言葉では別の意味があるのか！

「ほほう、アルフォートであるか。これは」

「姫様……姫様の口から……アルフォー……」

　エレノワは卒倒しそうになっている。

「ブルボンのお菓子と言えば、ルマンドとアルフォートだよ」

「ブ、ブルボ……」

　エレノワが床に突っ伏してしまった！

　ブルボンもダメなのかよ！

「ベッドの上で激しいルマンドから、思わず、成彦殿のアルフォートをブルボンしてしまったり。……くんずほぐれつであるのう」

「姫様！　なにを言っているのですか！　ア、アルフ……を…ブルボ……それはもはや変態です」

　床に倒れ込みながらも、ミユを正すエレノワ。

　従者としての職務には忠実だ。

　アルフォートがどんな意味を持つのかはわからないが、とにかく大事なのは味。アルフォートも味見してもらおう。

　俺はアルフォートをミユに手渡す。

　チョコレートに刻印されるおなじみの帆船のマーク。

　これを見ただけで、脳内であの味が再生される。

　間違いなく世界一食欲を刺激する船だ。

　その帆船がミユの口の中へと処女航海に出る。

「これは、チョコレートの甘さと苦さが同時に。そしてこのサクサクの歯ごたえ。懐かしさと高級感を同時に堪能できる。美味じゃ！　実に美味じゃ。エレノワも食すがよい」

　ミユはエレノワを引っ張り起こし、アルフォートを手渡す。

　主人に勧められては断ることはできない。

　恐る恐るアルフォートをひと齧かじりするエレノワ。

「……ああ、美味しいです」

　恥ずかしそうに小さくため息を漏らす。

「で、あろう。ルマンドとはまた違った美味しさがある」

「姫様、できれば、名前は口に出さずに……美味しい、美味しいのに……」

　照れながらも、すぐに一枚食べ終わってしまう。

　結局、アルフォートのちょっぴりビターな味わいに夢中である。

　一枚食べ終わると、また一枚。

　ミユとエレノワの手がアルフォートを求めて伸びる。

　チョコレートに比べるとクッキーの量が少な目になっており、それが絶妙の軽さを醸し出し、もう一枚食べてしまうのだ。

　──口では恥ずかしがっていても、身体は素直じゃないか。

　つい、そんな言葉が脳裏をよぎってしまう。

　いかん。エレノワがあんまり恥ずかしがるせいで、俺もちょっと楽しくなってきてしまったようだ。

　ダメだ、ダメだ。これでは女子に下品なネタを言って喜んでいるおっさんじゃないか。このような行為は…………、他にブルボンのお菓子はないか。

「こんなのもあったよ」

　続いて俺がお菓子ＢＯＸから取り出したのはエリーゼ。

　ウエハースのスティックの中にチョコレートが入っているアレだ。

　ブルボンのなかでも特に渋い一品である。

　エレノワはエリーゼのパッケージをチラリと見ると、慌てて目をそむける。

「エ、エ、エリ、……そんな名前が許されるのですか！」

「エリーゼ。もはや、手加減なし。モロであるな」

　モロなのか……。

　なにがモロなのかわからないが、エレノワがまた羞しゆう恥ちで転げまわっている。

　エレノワには申し訳ないが、実に楽しい。

　なにか他にないか！

　もっとエレノワが照れるお菓子は？

　すでにお腹はいっぱいだが、それでも俺はお菓子ＢＯＸをあさる。

　これは……なんとなくいける気がする。なんの根拠もないけれど。

「ねえ、エレノワ、オレオもあるよ。どうだい、オレオは。この黒と白のコントラスト、美味しそうだろう？」

　もはや街でトレンチコートを開く変態の人のノリで、俺はオレオを見せつける。

　しかしエレノワからはなんのリアクションもない。

「へー、オレオですか。美味しそうですね」

　エレノワはじっとオレオのパッケージを見つめている。まったく頰を赤らめることなく、完全に真顔である。

「インパクトがあって良い名前であるのう」

　ミユもまたなにも感じていないようだ。

「インパクト以外の意味は？　オレオだよ」

「まったくなにも」

　エレノワは逆に不思議だと言わんばかりに首を傾げる。

「我々の世界にオレオなる言葉はないからのう」

　ミユは当たり前だと言わんばかりの口調。

　やっぱりナビスコじゃダメなのか！

　なぜだ。なぜブルボンの商品だけ……。

　そして、スルーされてしまうと、なんだかこっちが恥ずかしい。

「そっか、いや、……もうお腹いっぱいだからオレオはまた今度にしようかな」

　そっとオレオをお菓子ＢＯＸへと戻す。

　オレオに罪はない。ただちょっと盛り上がりすぎてしまっただけなのだ。

「さて、そろそろエクセルに戻ろうかのう。成彦殿」

　ミユは俺の手を引き、座椅子へと戻ろうとする。

　また座椅子に座る俺の上に座って、後ろから抱っこされる形で作業するつもりなのだ。

　もちろん俺もあの体勢が嫌ではない。

　俺は素直に先に座椅子に座り、ミユがそれに続こうとするが……。

「姫様、その体勢は止めてください」

　エレノワが割って入り、俺とミユの手を引き離す。

「急にどうしたのじゃ？」

　ミユは意図が理解できずに、小首を傾げている。

　たしかに最初からこの体勢だったのに、なぜこのタイミングで？

　言い難そうに、うつむくエレノワ。

「その……、あの、ル、ルマンドしているかのように」

　エレノワは聞こえるか、聞こえないかギリギリの小声でぼそりと言う。

「このような昼間から、そのようなことはせぬっ！　エレノワ、私をなんだと思っておるのじゃ！」

「そうですが、やはりあんな話をしたあとですから、そのように見えてしまいます。離れてください！」

「せぬと言ったら、せぬっ！」

「駄目です。実際にするかしないか、ではなく、品位の問題です。姫様には王女としての品位を守ってもらわなければ困ります。今後はあのような体勢は慎んでいただきます」

　いつになく厳しい口調。

「ぬぬ……王女として……」

　エレノワは毅き然ぜんとした態度でミユの前に立ちふさがる。

　品位という言葉が刺さったのか、ミユも口ごもるばかりで言い返せない。

　憮ぶ然ぜんとしながらも、テーブルを挟んで俺の反対側に座る。

　エレノワの意見を聞き入れたらしい。

　なんだか急に距離が遠くなってしまった。

「成彦様も姫様がわからないときにだけ接近して教えてあげてください」

　エレノワは俺にも厳しい口調で言う。

　この勢いで言われると頷うなずくしかない。

　あの体勢好きだったのに……。これじゃただのパソコン教室じゃないか。

　俺の心の中に芽生えた少しのエロおやじマインド、それによって大きなものを失ったのであった。








第一一話　炙あぶりＢＩＧカツ






　俺とミユは上野恩賜公園を訪れていた。

　公園内の桜はすっかり青葉に衣替えを済まし、春のうららかな日差しを受けて、瑞みず々みずしく輝いている。

　ミユは相変わらずのゴージャスなドレス姿。日差し避けに被った帽子をちょこんと上げ、眩まぶしそうに木々を見上げる。

「気持ちのよい公園であるのう。成なる彦ひこ殿との親しん睦ぼくを深めるにふさわしい場所である」

　ミユがこちらの世界にやって来た理由はなぜか異世界で有名人である俺と婚約すること。そのためにふたりきりで時間を過ごし、より仲良くなる。

　これは一般的にデートと呼ばれる行動である。

　ミユから上野恩賜公園に行きたいとの申し出を受け、俺は一切の迷いなくＯＫした。

　婚約させられて異世界に連れて行かれることには躊ちゆう躇ちよがある俺だが、美少女とのデートには躊躇がないのだ。

「あれが西さい郷ごうどんであるか！」

　上野恩賜公園の入り口の近く、おなじみの西郷隆たか盛もり像が俺とミユを出迎える。

　俺にとっては今さらな観光スポットだが、ミユは像を見上げて目を輝かせている。

「よく知っているね。西郷隆盛ってそっちの世界で有名なの？」

「成彦殿に比べれば、マイナーであるが……、まあ知る人ぞ知る人物であるのう。あれであろう？　語尾が面白い人であろう？」

「間違ってはいないけど、語尾の面白さで活躍した人ではないね」

　それになんで俺が西郷隆盛よりも有名なんだよ！　なんだか申し訳ない気持ちになる。

「犬を連れてごわすのう。大きいでごわすのう。着こなしがラフでごわすのう」

　ミユはさっそく面白い語尾を使用して、西郷隆盛像の感想を述べる。

　一応、像をバックにふたりで記念撮影。

　ふたりで身体を寄せてフレームに入り、目いっぱい手を伸ばして自撮りする。

　なかなかどうして、こっ恥ずかしい。

「じゃあ、次、行こうか」

　俺はモロの観光地でモロの自撮りを行う照れから先に進もうとするが、ミユはまだ像の前から動こうとしない。

　なんだか遠い目をして、西郷隆盛像と同じ方向の空を見つめている。

　そして空を見上げたままポツリと呟つぶやく。

「成彦どん。もうこの辺でよか」

　それは西南戦争での西郷隆盛公最後の言葉！　おそらく、せっかくだから言ってみただけなのだろう。

　しかしまだ上野恩賜公園の入り口、この辺ではよくない。

　そもそも今回の目的地は公園の奥、上野動物園である。

　異世界からの訪問者であるミユ。こちらの世界の食べ物を堪能する日々を過ごしているが、こちらの世界の動物をまだ見ていない。普通に暮らしていて目にする動物は犬と猫、あとは鳩くらいのもの。せっかくだからいろんな動物を見てみたいと言い出したのだ。

　もし俺が異世界に召喚されたとしたら、やはりドラゴンは見てみたいだろうから、気持ちはわかる。

「ミユどん。この辺ではよくない」

　すっかり西郷どんモードになっているミユの手を引き、動物園へと向かう。

「ほら、あれがパンダだよ」

　俺は入り口を入ってすぐの左に見えるパンダ舎を指さす。

　上野動物園は意外と序盤にパンダとエンカウントするのだ。

　遠足に来た幼稚園児のように元気よく駆け寄るミユ。

「ほほう。あのパンダであるか……。知っておるぞ。なんでもカラーリングだけで勝負する動物だとか……ふふふ、あざといのう。可愛いのう」

　変な感想ではあるが、大興奮でパンダを眺めている。

「パンダは二四時間の内、一四時間が食事で、残り一〇時間は寝てるらしいよ」

「理想の暮らしであるな。私も一四時間食べていたいものよ」

　現在のパンダは食事ではなく睡眠中。木製のアスレチックのような設備の上で陽の光を受けて、だらしなく、大おお股またを開いている。

「そっちの世界にもパンダみたいな生き物っているの？」

「ふーむ。マダラシロコウラヘビであろうか、それともクロハモンドクヘビであろうか」

　可愛らしく小首を傾げながら答えるミユ。

「多分そいつらも白黒なんだろうけど、蛇な時点で似てないんじゃないかな……」

「あっ、そうじゃ、〝笹喰くい〟と呼ばれる草食性の鬼がおるの」

「鬼じゃん！」

「鬼である。凶暴であるし、動きもパンダよりもはるかに機敏なのじゃ。さらに笹に挟んで人間を喰らうことすらある。我が世界の勝ちじゃな」

「なんの勝ちだよ！」

　パンダを見ながら自然に会話が弾む。

　これが動物園のいいところだ。動物を見ながら、感想を述べているだけで、知らず知らずのうちに会話が盛り上がる。

　しかし、ここであまり時間を使ってはいけない。上野動物園はパンダ、ゾウがいきなり待ち構えているシステム。パンダの前で長居していると、最後の方に控えるサイの時点ではスタミナが切れている恐れがある。

　まだまだパンダを見たがるミユの手を引き、先へと進む。

　ゾウ、ライオン、トラ、ゴリラ、人気の動物が立て続けに現れる。

　その度に歓声を上げるミユ。

「これがゾウであるか！　噂通り鼻が長いのう」

「ライオンであるな！　百獣の王であるとか、こんな小柄な動物が……。こちらの世界は平和であるのう。トラも我々の世界ではペットの大きさである」

「ゴリラじゃ、ゴリゴリしておるのう」

　毎回、檻おりの前から引きはがすのが大変な盛り上がりっぷりだ。

　中でも最もミユが喜んだのが……。

「おお、シークインじゃ！　バケツを持っておるのう。スタッフジャンパーを着ておるのう。さすが賢いのう」

　ちょうど、餌をあげるために檻の中へと入っていた飼育員さんにブンブンと手を振るミユ。

　おい、飼育員さんは動物ではない！

「飼育員さんも手を振られても困ると思うよ」

「なぜじゃ？　この動物園に展示されておる動物の中で最も賢い動物がシークインであると聞いておる」

「飼育員は展示されてないから！」

「そうであったか。てっきり、シークインなる人間に近い種族かと思っておった」

　相変わらず導術によって異世界にもたらされる情報は所々間違っているようだ。

　それでもミユは動物園を満喫。

　サイのツノは毛がぎゅっと固まって出来ている。とか、シビレイッカクドラゴンのツノはなにで出来ているか調べようとすると死ぬ。とか、ダチョウの卵は硬くて、人が乗ってもビクともしない。とか、ゴブリンのこん棒は硬くて、人が殴られるとピクリともしなくなる。など、お互いの世界の動物豆知識を交換しながら、園内を巡る。

　……少々、異世界の動物情報が物騒な気がするが。

　しかし、楽しいのは事実。

　定番の動物から、ハダカデバネズミなどのマニアックな動物までくまなく見て回る。

　広大な園内を歩き回って、脚がパンパンである。

　俺とミユはベンチでひと休みする。

　目の前に広がる不忍池しのばずのいけ。吹き抜ける風が水面に小波を立てる。

　風に飛ばされぬよう帽子を押さえるミユ、たなびく黄金色の髪。

　風景のせいか、いつも以上に気品と清涼な美しさを感じる。

　……なんて池のほとりが似合う女なんだ。不忍池の精なんじゃないのか。斧おのを落としたら、良い斧と交換してくれそうな……。

　目を細めて不忍池を眺めるミユに目を細める俺。

　この妖よう精せいに連れられて、このまま異世界に行ってしまってもいいか……。思わずそんな気持ちになる。

　不忍池の代わりに、異世界の知らない湖をミユと眺める……。

　それも悪くないか。

　──くるるる。

　そんな俺の妄想をぶち壊すように、ミユのお腹が鳴る。

　やはり妖精などではなく、食いしん坊の女の子なのだ。

「たくさん動物を見て、お腹が空いてきたのう」

　食べる気だったのか!?　あんまり食欲をそそる動物はいなかったぞ。しいて挙げればアグー豚はいたけれども。

「なにか食べたい物ある？」

　俺の言葉にミユは大きくうなずく。

「導術師の報告によると、上野には素晴らしい店があると聞いておる。行ってみたいのう」

　ミユはおねだりするかのような上目遣いで俺を見つめる。

　上野の素晴らしい店。

　……まさか、上うえ野の精せい養よう軒けんのことじゃないだろうな。

　たしかに明治時代から続くフランス料理の老舗中の老舗。

　当然ながらランチでも相当お高い。ミユには悪いが、明らかに予算オーバーだ。

「ど、どこかな？」

　十分な間を取ってミユが希望の店を述べる。

「……もちろん二に木きの菓子である」

　きっぱりと断言するミユ。

「そっちか！」

　二木の菓子とは小売りもするお菓子の卸問屋で、お手頃価格でいろんなお菓子が買えるお店なのだ。たしかに本店が上野にあるけど……。正直、助かった。

「ダメかのう？　行きたいのう？」

　もじもじと身体をくねらすミユ。異世界人は実に安上がりである。

「なんの問題もないよ。行こう。すぐに行こう」

　やっぱり精養軒がいいと言われることが怖い。

　俺はすみやかに上野恩賜公園を出て、そそくさとアメ横にある二木の菓子へと向かう。

「すごいのう。宝の山であるのう！」

　二木の菓子に入ったミユは動物園を超える興奮状態であった。

　お菓子だけでビルのツーフロア、さらに向かいに別館まである。日本で流通しているお菓子はすべて購入できるんじゃないかと思わせる品ぞろえだ。

　さらに免税対応なため、店内は外国人観光客でごった返している。

　聞いたところによると、日本のお菓子のクオリティは外国人にとっては驚きらしい。特にキットカットの抹茶など、抹茶系のお菓子は非常に人気が高い。

　そんな中、観光客に負けじと、ミユもまたお菓子を物色する。

「おおっ、これは蒲かば焼やきさん太郎であるな。その名は異世界まで轟とどろいておる。これは焼肉さん太郎、お好み焼さん太郎、のし梅さん太郎、なんでもあるのう」

　ミユが食いついたのは駄菓子コーナーであった。

　たしかにコンビニなどに比べれば品ぞろえは圧倒的だ。

「駄菓子に詳しいね」

「幼き頃の憧あこがれであったからのう。宮廷絵師にうまえもんの肖像画を描かせたものじゃ」

　ミユはうまい棒に描かれた、ドラ○もんそっくりのキャラクターを見つめながらしみじみと言う。

　完全に宮廷絵師の無駄遣いだ。しかしミユはそんなことは気にも留めない。片っ端から駄菓子を俺の持つ買い物カゴに放り込んでいく。

　太郎シリーズはもちろん、うまい棒、どんどん焼き、ＢＩＧカツも。やおきんが販売するお菓子をコンプリートする勢いだ。

　うまい棒を製造するリスカの社長さんと太郎シリーズを作っている菓道の社長さんはご兄弟。そして販売しているやおきんの常務と親しん戚せきであるとの豆知識を言いたいが、そんな暇は与えてくれない。ガンガン駄菓子をカゴに入れる。

　ならば俺も負けてられない。ミユは異世界人、駄菓子についても耳学問、やおきんならましゅろ～にっこりプリン味も入れとかないと……。

　瞬く間に買い物カゴが駄菓子でいっぱいになる。

「こんなに食べられるの？」

「エレノワへのお土産も兼ねておるからの」

　いつも行動を共にするエレノワであるが、今回はデートの雰囲気を壊すと、ひとりでお留守番しているのだ。

　異世界の王女はなかなか従者想いである。

　そんな従者への感謝の気持ちと駄菓子で満タンのカゴを持って俺はレジへと向かう。




　　　　◆




　俺とミユは駄菓子でいっぱいのビニール袋を抱えて家に戻る。

「お土産である」

　出迎えたエレノワにミユは袋を差し出す。

　もちろんすぐに駄菓子パーティー開催の運びとなる。

　テーブルの上は駄菓子の山が築かれる。

　早速エレノワが駄菓子の王様、うまい棒を手に取る。

「これが名高きうまい棒ですか……」

　エレノワはうまい棒コーンポタージュ味を手に取ると、そっとパッケージを剝むいて、口へと運ぶ。女性らしく、上品に少しだけ齧かじるエレノワ。

「なるほど……。これはまさに美味しい棒でございます」

「そうじゃのう。我々の世界にも棒は数あれど、これほど美味しい棒はないのう」

　ミユもリスのように小刻みにうまい棒を齧る。

　ふたり仲良く語り合いながら、うまい棒を頰張る。

　うまい棒は美味いに決まっているが、あまりにもスタンダードすぎる。

　俺お勧めのましゅろ～もぜひ食べて欲しい。

　俺はふたりにましゅろ～の小袋を配布する。

　駄菓子らしいプリンをモチーフにしたキャラクターが描かれた小袋には大きめサイズのマシュマロがひとつだけ入っている。

「にっこりプリンとはどんな味なのであろうか？」

　パッケージに描かれたプリンのマスコットをじっと見つめるミユ。

「まさににっこりプリンって感じの味だよ」

　俺の言葉にいまいち納得していないようだが、少し大きめの純白のマシュマロを口いっぱいに頰張る。

「美味じゃのう！　これはまさしくにっこりプリン味である」

　俺を見つめてにっこりするミユ。

　そう、自然ににっこりしてしまう味。それがにっこりプリン味なのだ。

「なんとも言えぬ不思議な歯ごたえでございます。そして中心部から、不思議な甘いソースが……」

　目を閉じ、官能的なため息を漏らすエレノワ。マシュマロの独特の食感と中心に隠されていたプリン風味のソースに驚きを隠せない。

　ミユもエレノワもマシュマロ自体が初体験。その上、このソースとくればさぞかしにっこりしたことだろう。

　ならばもっとにっこりさせねば。

　俺はましゅろ～を割り箸ばしの先端に刺し、ミユに手渡す。続いてエレノワにも木琴のバチのようになったましゅろ～を手渡す。

　そして、ふたりを誘って、コンロの前に。

　ましゅろ～の炙あぶりを作るのだ。

　コンロを中火にして、熱が伝わるギリギリの距離でましゅろ～をかざす。

　俺を手本に見様見真似でましゅろ～を火にかざすふたり。

　ゆっくりと中まで温度が伝わりつつ、外面がほんのりきつね色になれば完成である。

　やりすぎると焦げたり、とろけて割り箸からましゅろ～が落っこちてしまう。

「よし、火傷しないように気をつけて！」

　俺はベストのタイミングを見計らって、ましゅろ～を火から離す。

　海外ではマシュマロをキャンプファイアーの火で炙りながら恋や夢などについて語り合うのがよくある青春の一ページらしい。なんだかけったクソ悪い風習だが、マシュマロを炙ることには賛成だ。

　こんがりときつね色になったましゅろ～。

　もともと柔らかいマシュマロがさらに柔らかくなり、箸から自重で落下するギリギリの状態だ。

　ミユは口をすぼめて、ふーふーと息を吹きかけながら、ひと齧りする。

「はふっ、はふっ、外はサクサク、中はとろーりで…………甘ぁーいのおおおう！　実に甘い。束にしたサトウキビで頭を殴られたかのような甘さである！」

　表現はどうかと思うが、ミユの言う通り、マシュマロは加熱すると甘さが倍増するのだ。

　もはやにっこりプリン味はにっこりする余裕のないレベルの甘さに到達する。

「この世のものとは思えぬ甘さです。美味しい棒がうまい棒なら、これはあまい球でしょうか」

　エレノワもよくわからない感想を述べながら、熱々のましゅろ～を堪能している。

　そんなミユとエレノワの姿を見ながら俺は思う。

　──やはりマシュマロは女子に似合う。

　ならば、もっと女子に似合うアレンジを……。

　俺はさらにましゅろ～を炙りながら、鍋なべで牛乳を温める。

　家にあるもっとも見た目が可愛いマグカップにホットミルクをそそぎ、程よく炙ったましゅろ～を四つほど投入する。これだけで完成だ。

　名づけて〝袖そでを余らす着こなしの女子が飲みそうな可愛いドリンク〟である。

　作製のコツは、できるだけ可愛いマグカップを選ぶこと、それだけだ。

　普通のマシュマロであれば、ココアパウダーやシナモンパウダーなどをかけた方がいいだろうが、ましゅろ～はにっこりプリンを内蔵している。それが味のアクセントになるので、なにもかける必要はない。

　出来上がった〝袖を余らす着こなしの女子が飲みそうな可愛いドリンク〟にティースプーンを添えてミユに手渡す。

　ミユは相変わらずエレガントなドレス姿で袖は余っていないが、そこは仕方がない。

　袖は余ってなくとも、マグカップを両手で抱えてふーふーと息を吹きかける姿は実に麗しい。

　ホットミルクのなかで溶けるか溶けないかギリギリの状態で浮遊するましゅろ～、それをティースプーンで潰つぶしながら飲む。

「美味じゃのおおう。なんともホッとする味である。さすが成彦殿じゃ、駄菓子を自在に使いこなしておる」

　ミユは味見をするとエレノワにマグカップを手渡す。

　メイド服姿のエレノワもまた袖は余っていないが、やはりマグカップが似合う。

「美味しいですねえ。にっこりプリンとミルクが合わさって、上品な甘さに……」
















　にっこりとほほ笑むエレノワ。

　こちらも負けじと可愛いドリンクが似合う。実にキュート、ナイスマグカップ！

　交互に可愛いドリンクを飲み合うふたり。

　すぐにカップが空になる。

　とくにミユは炙ったましゅろ～を気に入った様子だ。

「なるほど、炙るとこれほどに味が変化するのであるか……。そう言えば、お寿司屋さんもいろいろ炙っておったのう」

　ミユは自分の言葉に自分でうなずくとお菓子を物色しはじめる。

　どうやら自分もなにか炙りたくなったらしい。

　ミユが手に取ったのはうまい棒であった。

「どうであろうか？」

　ミユは俺を見つめながら、探るように言う。

　どうなんだろう？　やってみたことがないから俺にもわからない。

　しかしわからないで済ますのは俺の流儀ではない。

「とりあえず。全部炙るか」

「おおっ、そうこなくてはのう。炙りに炙ろうではないか！　火ひ炙あぶりじゃ！」

　拳こぶしを高々と突き上げ、大興奮のミユ。

　異世界の王女様は火で炙るのが好きなのだろうか……。

　なんだか、向こうの世界では人を炙っていそうで怖い。

　とにかく片っ端から駄菓子を炙ってみることにする。さすがに直火で全部炙るのは手間なので網焼きでやることに。

　網の上に駄菓子を置き、次々と炙っていき、こんがりと色づいたら出来上がりとする。

　まずはミユのリクエスト通りうまい棒から。

「うまい棒は味に変化はないのう……」

　ミユはちょっぴり焦げたうまい棒を食べながらがっかりしている。

　うまい棒は炙ってもただ熱くなるだけで、味も食感も変化がない。それに味つけのパウダーが表面にかかっているためか焦げやすい。

　うまい棒の炙りはダメだな……。

「どんどん焼きもただ温かくなっただけですね」

　エレノワが自分で炙ったどんどん焼きを試食して報告してくれる。

　キャベツ太郎、もろこし輪太郎、ポテトフライ。いずれも炙っても味にさしたる変化はない。

　スナック系は基本ダメなようだ。それでも黙々と駄菓子を炙り続ける。

「おおっ、これは！」

　ついにミユが喜びの声をあげる。ミユが手にしているものは蒲焼さん太郎だった。

「成彦殿も食べてみよ」

　ミユに促され、箸で大きめのお刺身のように蒲焼さん太郎をつまみ、齧ってみる。

「おっ、美味い！」

　思わず、軽く叫んでしまう。

　食感が全然違う。蒲かば焼やきさん太郎と言えば、口を切りそうなほどのソリッドな歯ごたえがあるが、炙り蒲焼さん太郎はふんにゃりとした歯ごたえ。ソースもより香りが強くなり、蒲焼っぽさも増している。これは炙りの方が美味しくなった。

　ならばと、太郎シリーズを続けて炙る。

　焼肉さん太郎、お好み焼さん太郎も炙ってみるが、やはり同様に美味しくなる。

　特にお好み焼さん太郎は熱々になったお好み焼きソースが非常に美味い。

「酢だこさん太郎、のし梅さん太郎はダメじゃのう……」

　ふにゃふにゃ度が増したのし梅さん太郎を齧りながら、しょんぼりするミユ。

　やはり酸っぱい系のものは厳しい。そもそもホットで酸っぱい時点であんまり美味しくない。

　念のため、ビックリマンチョコ、カットよっちゃんも炙ってみるが……。

　ビックリマンチョコはチョコが溶け出して、食べると火傷しかねない。もはや危険だ。

　カットよっちゃんは焼いたスルメっぽさが出てなかなか美味しい。とはいえ、予想の範囲を超えるほどではないか……。

　炙り駄菓子選手権。優勝はお好み焼さん太郎か……。

　俺がそう結論づけようとした時だった。

「これは、正解が出た気がします！」

　エレノワが興奮した様子で報告してくれる。

　エレノワの言う正解とはＢＩＧカツであった。

　こんがりと表面が色づいたＢＩＧカツ。見た目にも美味しそうだ。

「どうぞ」

　エレノワは箸を伸ばして、炙りＢＩＧカツを口元に持ってきてくれる。

　いわゆるひとつの「あーん」の体勢だ。

　せっかくなので、ここは「あーん」で食べさせてもらう。

　俺はパン食い競争のように、エレノワの箸からＢＩＧカツを齧る。

　……たしかにこれは美味い。

　カレー風味のスパイスがより一層強く感じられるし、食感もカツっぽさがアップした。

　もはや本物のカツと間違えるほど…………ではないけど。

「エレノワ、私にも」

　ミユが口をあーんと開けて、炙りＢＩＧカツをおねだりする。

　俺の食べかけをまったく躊ちゆう躇ちよせずに残り半切れをひと齧りするミユ。

「美味じゃのう！　やはり駄菓子は炙るものじゃのう……。そして、炙ったあとは……」

　ミユはそう言いながら、牛乳を温めようとする。

　まさかＢＩＧカツもホットミルクに入れるつもりか！

　あれはましゅろ～だからこそのアレンジ。駄菓子すべてに適応するものではない。

「いやいや、それは絶対、ヤバい」

　俺はコンロに伸びたミユの手をしっかりとつかみ阻止するが……。

　しかし、ミユは俺の手を振りほどいた。

「駄菓子は幼き頃よりの憧あこがれ。ゆえに私も成彦殿のように駄菓子を自在に使いこなしたいのじゃ」

「でも、ＢＩＧカツは……」

「たとえ失敗したとしても、やらなかった場合よりは、ずっと後悔は少ないものである。挑戦することを恐れてはならぬ！」

　毅き然ぜんとした態度でそう宣言する。

　そう言われると、俺も反論できない。

　ミユはＢＩＧカツを細かく千切り、ホットミルクに投入し、ひと息に飲み…………。

　がっくりとうなだれた！　なんとも言えない、悲しそうな目。

　その姿は誰がどう見ても思いっきり後悔している人にしか見えないのであった。








第一二話　うな重






　その日、ミユは俺の部屋に籠こもり、ノートＰＣを睨にらみつけていた。

　以前も異世界にこちらの世界の技術を伝えるべくエクセルの習得を目指したことがあったが、あえなく挫ざ折せつ。

　もうパソコンの操作は諦あきらめたものだと思っていたが……。

「いきなり、エクセルはハードルが高かった。もっと簡単なことからチャレンジするべきであったのう」

　王女として挫折したままではプライドが許さないのか、それとも莫ばく大だいな国費を使用してこちらの世界に来たことへの責任感なのか、朝からノートＰＣのキーボードを叩たたいて、間違いだらけの文章を発生させては、頭を抱えている。

　推察するに、ミユたちがやってきた異世界は科学技術的には産業革命以前の中世のレベル。

　そんな世界にパソコンが登場するには相当の技術的な進歩が必要なはずだが……。

　そもそもパソコンのなんたるかすら、理解していないミユにとっては、ちょっとしたからくりで動く機械ぐらいに思っているのかもしれない。

　よく考えたら、俺もまたパソコンの仕組みを説明しろと言われても、説明できないのだが。

「ぬう、〝を〟はどうやって打ったらいいのじゃ……」

　ミユは「を」、「を」と叫びながら、〝Ｋ〟や〝Ｆ〟など、惜しさを感じないキーボードを力強くタイピングしている。

「〝を〟はこれを押して次にこれね」

　俺はミユの代わりに〝Ｗ〟と〝Ｏ〟を押してあげる。

　それをマネして、〝を〟の打ち方を習得するミユ。

　朝からずっとこの調子、練習を続けて、すでに三時間以上経過している。

「ちょっと頑張りすぎじゃない。もっと、ちょっとずつやれば？」

「そんな悠長なことは言っておれぬ」

　ミユはまだまだ特訓を続けるつもりらしい。

　王女なのに頑張り屋さんだ。

　なんだかんだ言って、間違いながらではあるが、タイピングができつつある。

　しかしいくら練習とはいえ、なんの目的もなくただ文字を打つのは面白くないだろう。

「せっかくだからお話でも書いてみたら？」

「お話？　なんの話であるか？」

「……そうだな、ミユたちの世界の話でいいんじゃない？　異世界転生物も流行ってることだし」

　俺はネット上に小説を公開するサイトがあること、そしてそういったサイトでは異世界に転生する話が流行して、メディアミックスされている作品もたくさんあることを説明する。

「ふむむむ。要するに小説を書くのであるか……。しかし面白い話などすぐには……」

　ミユは腕組みして考え込んでしまう。

「姫様、なにも自ら創作せずとも、我々の世界の有名なお話を書くだけでよろしいのでは？　幼子でも知っている有名な話もこちらの世界の人にとっては新鮮に感じるかもしれません」

　傍らでミユを見守っていたエレノワが助言する。

　その助言にぱちんと手を打つミユ。

「なるほど、たしかにそうであるな。こちらの世界で書けば、どんな話であっても新作である」

「そうです。それに成彦様が異世界のお話が流行しているとおっしゃっていました。ならば本当の異世界の王女であられる姫様の右に出る者はいないはずでございます」

　エレノワの言葉にうんうんと頷うなずくミユ。

「うむ。けだし名案である。必然的にメディアもミックスすることであろう」

　さっきまで〝を〟の打ちかたすらわからなかったくせに大した自信である。

　メディアミックスはさておき、目的を持った方が練習になることは確かだ。

　さっそく俺はインターネットブラウザを開いて、有名な小説投稿サイトをいくつか紹介する。

『小説家になろう』『アルファポリス』『ｅエブリスタ』そして、あのＫＡＤＯＫＡＷＡが立ち上げた注目の新世代の小説投稿サイト『カクヨム』。

　それぞれを別のタブで開いてミユに見比べてもらう。

「なるほど……いろいろあるのう……」

「姫様、この選択は重要である気がします。ウルカトス王国の王女として相応しい場を選んでください」

　エレノワが真剣な口調でミユにささやく。

　そっと目を閉じ、しばらく黙考するミユ。

　そのまま一分ほど経っただろうか、ついにミユが目を開く。

「決めた！　『小説家になろう』にする」

「おいっ！」

　ミユは俺になんでツッコまれたのか理解できず不思議そうに小首を傾げる。

「なにか変であるか？」

「変ではないけど……。これはあくまでこちら世界の住人のひとりとしての勘なんだけど、これから『カクヨム』が伸びてくる気がするんだよ。本当に単なる勘で他意はないんだけど」

　俺の言葉を受けて再び目を閉じ、じっくりと黙考するミユ。

「ふむ……、ならば私の書くべき場は………………『小説家になろう』であろうか」

「意外と頑固だな！」

「頑固なのではない。異世界人としての勘である。成彦殿こそ、『カクヨム』からお金でも貰もらっておるのか？」

　ミユが猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で俺を見つめる。

「そんなんじゃないけど。だから勘だよ」

「ここは成彦様のアドバイスに従ってはいかがですか？　我々はインターネットとやらにも、小説投稿サイトなるものにもまったくの無知なのですから」

「まあ、そうじゃのう。そもそもパソコンの練習であるからのう」

　エレノワのおかげで、ミユはようやく納得してくれる。

　続いてはアカウント登録だ。

　カクヨムのアカウント登録はとっても簡単、ユーザーＩＤとパスワードを決めて、メールアドレスを入力するだけ。ほんの数分で完了する。見やすいユーザーインターフェースで異世界人でもなければ誰でも簡単に登録できるのだ。

　当然ながら、ミユはメールアドレスを持っていないので、代わりに俺がユーザー登録を済ます。

　登録を済ませば、あとは画面右上にある「新しい小説を作成」をクリックすれば、早速小説を書くことができる。実に簡単で見やすい！　本当に素敵なサイトだなあ！

「さて、なにを書こうかのう……」

「やはり英雄譚が好まれるのではないでしょうか？　我が国の建国の英雄、ジュンペイの物語などいかがですか？」

　エレノワによると、異世界に迷い込んだジュンペイなる男がミユたちの国、ウルカトス王国の建国を大いに助けたらしい。

「おお、それは良き考えじゃのう。ジュンペイの物語は大人から子供までみんな大好きであるからの」

　ミユは大いに納得したようで、早速、執筆を開始する。




　　～ジュンペイの話～

　むかし、ジュンペイがいた。

　わるいのと　たたかった。

　ぎゃーん　ぼかーん　どかーん。

「そりゃー　くらえー　とくにこれをくらえー」

「まてー　ジュンペイ　あれも　くらわせてやれー　あれを　あのへんに　くらわせろ」

「そうだった　あれをくらえー」

「やった　あれをくらったら　ひとたまりもないぞー　みろ　がくがくしてるぞ　もういっちょ　さらにそれをくらわせろー」

「おまえにいわれなくても　やるにきまってる　それをくらえー」

　ででーん　たらったらー　ばいーん。

　かんぜんにたおした。

　へいわが　おとずれた。

　おわり。




「ふふふ。メディアがミックスするのう」

　書きあがった作品を見てほくそ笑むミユ。

「アニメ化されても一〇秒で終わってしまうわ！　そもそもジュンペイにアドバイスしてる奴は誰なんだよ」

「キヨテルに決まっておるではないか！」

　ミユは当然であると言わんばかりに、俺を睨みつける。

「初耳だよ！　それにあれとかそれとかばっかりでなにをしてるのか一切わからないし！　そもそもなにを倒したんだよ！」

「暴虐の邪王と恐れられたドラゴンである。暴虐の邪王によって国土は荒廃しきっておった。ジュンペイの勇気と機転によって、ついに倒すことができたのじゃ」

　ミユにとっては有名な話なのかもしれないが、そこを書いてくれないと。

　そのドラゴンがどう悪いのかちゃんと書いてくれないとジュンペイの凄すごさも伝わらないし、あれとかそれとかが多すぎてなんのことかわかんないし、ラストもいくらなんでもそっけなさすぎる。

　まだタイピングすらおぼつかないミユには酷かもしれないが、もう少し詳しく書いてくれないと……。

　そのようなことを控えめにアドバイスすると、それを受けてミユは執筆を再開する。




　　～ジュンペイの話～

　むかし、ジュンペイがいた。

　ジュンペイは　ぼうぎゃくのじゃおう　とおそれられた　ドラゴンとたたかった。

　ぼうぎゃくのじゃおうはわるかった。ひとを　すぐかむし　ゴミを　ゴミのひに　ださないし　あと　それから　ひとを　すぐ　かむのだ。

「おい、ドラゴン！　ひとをかむな！　かまれたら　いたいんだぞ」

　ぎゃーん　ぼかーん　どかーん。

「そりゃー　くらえー　とくにこれをくらえー」

「まてー　ジュンペイ　あれも　くらわせてやれー　あれを　あのへんにくらわせろ」

「そうだった　あれをくらえー」

　ジュンペイは　ずっと　れんしゅう　してた　わざを　じゃくてんっぽい　ばしょにくらわせた。めっちゃ　れんしゅう　したので　あたった。

　ぼうぎゃくのじゃおうを　かんぜんにたおした。

　ジュンペイも　たおせすぎじゃね？　とおもうくらい　かんぜんに　たおせた。

　ドラゴンは　ぺったんこ　になったのだ。

「やったな　ジュンペイ」

「やったぞ　キヨテル　これで　おまえも　ふくを　きれるな」

「ああ　ずっと　パンいち　は　つらかった　これからは　カーディガンを　はおることにするよ」

　ぼうぎゃくのじゃおうはしんだ。

　キヨテルも　しんだ。

　まちにへいわが　おとずれた。

　それから　まいとし　このひは　ジュンペイとキヨテルの　きねんび　として　まちのひとは　パンいち　ですごす　こととした。




「キヨテルはパンツ一丁だったの!?」

「キヨテルと言えばパン一の神官であろう」

「知らないし！　いきなり死んだし！」

「キヨテルと言えば暴虐の邪王を倒すまではパン一で過ごすと神に誓いを立てた勇敢なる男、常にジュンペイと行動を共にし、アドバイスを送って来たのだが、パン一であることが災いして、ドラゴンの一撃を喰らい、死んでしまったのじゃ」

　ドラゴンの前でパン一は危険すぎるだろ！

　アドバイスしかしないんなら、ちょっと離れてろよ！

　パン一の日は女子もパン一なら参加したいけど！

　ツッコミどころがあまりにも多すぎて、いちいち指摘してられない。

　しかし、ミユは晴れ晴れとした表情。

　まさに作品を作り上げた達成感に浸っているようだ。

　まあ、そもそもパソコンの練習。

　作品の出来についてなにか言うのは野暮ってものだ。

「お疲れさま。……なんというか、まあ……かなり文章が書けるようになったね」

　俺はねぎらいの言葉をかける。

　ミユは褒められたのがよほど嬉うれしかったのか、満面の笑みを浮かべる。

「そうであろう。これは本物の異世界人にしか表現できぬであろうな。リアリティに満ちあふれておる」

　自画自賛するミユ。

　正直、リアリティどころか、一切なんにもあふれていない気がするが……。

「このサイトは気に入った小説には星をつけることができるのね。もしこのまま連載を続けて、上手になったら、人気が出て星がもらえるかもね」

「他人の評価など私は気にせぬ。他人の反応を待っている時間も私にはない。私が良いと思えばそれで良いのである」

　ミユはきっぱりと言い放つ。

　この作品への自信。他人の評価に動じないスタイル。もしかしたら、作家向きの性格なのかもしれない……。いまはすごく下手だけど。

「いずれにせよ、疲れたでしょ。なにか食べる？」

「もちろんである。ここはパーティーじゃのう。作品の完成を祝い、労をねぎらってもらわねばならぬ。メディアミックスの前祝いである」

　自らパーティーを要求するミユ。

　出来はさておき、異世界の王女がパソコンを駆使して小説を書くことには、大変な努力が必要だったろう。ねぎらってあげたい気持ちは俺にもある。

　小説を書き上げた作家が食べる物と言えばなんだろう？

　……寿司だろうか？　しかし以前寿司は体験してもらった。

　だとすれば、ウナギか……。うな重はいかにも文豪が食べそうな気がする。

　ちょっと値段は高いが、処女作の完成のお祝いだ。

「うな重食べよっか？」

　ここは奮発するべきときだろう。俺は自らの財布の痛みを顧みることなく提案する。

　できるだけさらっと、余裕がある風を装って。

「うな重？」

　かわいらしく小首を傾げるミユ。

「姫様、聞いたことがございます。ウナギを焼いたものを米の上に載せた食べ物であると。なんでも大変精が付き、体力回復の効果がある、高級な食事であると」

　エレノワがすかさず情報を補足する。その情報はおおよそ正確。

　さすが。できるメイドさんである。

「体力回復……。我々の世界で言うところのエリクサーのようなものであろうか」

「まさにエリクサーでございます。執筆によって疲労した姫様の体力を立ちどころに回復させることでしょう」

　……結局、全然違う感じになっちゃってるけど。

　エリクサーは見たことないが、うな重似である可能性は極めて低い。

　まあいい。本物のうな重は実際に目で見て、舌で味わってもらうことにしよう。

　俺たちは近所にあるうなぎ屋さんへと向かう。




　　　　◆




「伝統的な佇まいであるのう。作家である私に相応しいお店である」

　うなぎ屋の暖簾のれんをくぐったミユは店の内装にいたく感じ入っていた。

　別に江戸時代から続くとか、そういった名店ではないが、いかにもうなぎ屋さんらしい店の造りである。

　靴を脱いで、座敷の席へと着く。

　俺の家にはいわゆる和室がないので、ミユにとっては畳自体が珍しいのだろう。

　畳を撫なでまわしたり、くんくんとイグサの匂いを嗅かいだりと、ヘンテコなふるまいを繰り返している。

　一方のエレノワはテーブルに置かれたお品書きをしげしげと見つめている。

　うなぎ屋さんのメニューは基本的にそれほど品数が多くはない。この店もうな重とうな丼、白焼き、う巻などがある程度だ。

「成彦様、この松、竹、梅とは……？」

　やはりそこが気になってしまったか……。

　エレノワは柔らかな笑みを浮かべながら、真っすぐに俺を見つめている。その表情から他意のない純粋な疑問であることがわかる。

　その問いの答えは日本人なら誰でも知っている。当然ながら、うな重のランクである。

　松が特上、竹が上、梅が並を意味する。

　そんなことは百も承知なのだが……。

　俺は気づかれぬように、ちらりとミユの様子をうかがう。

　なんだか難しいことを考えている風の表情を作り、いかにも大作家といった風情でふんぞり返っている。完全に文豪気取りである。

　もし松竹梅の意味を教えたら、確実に一番上の松を選んでくるだろう。

　さすがに特上三人前は財布に厳しすぎる。

「これは好きな木を選べばいいんだよ。一種のアンケートだね」

「そうなのですか……？　しかし私も姫様もこちらの世界の植生に詳しくありませんので、いずれの樹木も知らないのですが」

　エレノワが困り顔をする。

　──計算通り。

　俺は心の中でほくそ笑む。

　すかさずスマートフォンを取り出し、松、竹、梅の画像を検索する。

　ふたりとも女子。好きな木を選べと言われれば花の咲く梅を選ぶはずだ。

　念のため、梅は満開の画像。松と竹は枯れてしまっている画像を選ぶ。

「この中であれば梅ですかねえ。とても綺き麗れいです」

「であるのう。きらびやかでありながら、はかなげ、実に可か憐れんな花である。まさに私の創作のイメージと一致するのう」

　大仰に腕組みをしてみせながら、ゆっくりとうなずくミユ。

　よし、引っかかった！

「すみません。うな重、梅三つ、お願いします！」

　すかさず俺は注文を済ませてしまう。

　初めてウナギを体験するミユとエレノワに酷いことをしているかのような気にもなるが、そもそも、うな重のランクでウナギの質に違いはない。ウナギの大きさとご飯の量が違うだけなのだ。

　よって、梅でも松と同じウナギが楽しめるので、ウナギ初体験を邪魔する行為ではないのである！　断固として悪いことはしていない！

　脳内で自己弁護しながら待つこと数分。

　うな重の重箱と肝吸いが到着する。

「ほほう。これがうな重であるか……四角いのう。〝うなじゅー〟なる響きから、もっと丸くてうなっとした形を想像しておったが」

　うなっとした形ってなんだよ。

「むしろ、こちらのスープの方が、〝うなじゅー〟といった感じが出ておりますね」

「そうじゃのう。こちらが本体の可能性も捨てきれぬ。暴虐の蛇王も禍々しい牙きばが恐ろしいと見せて、表皮の毒での攻撃がメインであったからのう」

　うな重を前にこちらの世界の人間には理解不能な感想を述べるミユとエレノワ。

　散々、重箱の四角さについて話し合った後、ようやくミユが重箱の蓋ふたを開ける。

　ついに姿を現すウナギ。ツヤツヤとした照り。身はふっくらとして、皮はパリッと焼かれている。そしてご飯にまで適度に浸透したウナギのタレ。

　湯気とともにふんわりと漂うウナギ独特の香り。ミユの言ではないが、この香りこそウナギの本体と言っても過言ではない。

「おお、これは初めて嗅ぐ香りであるな。なににも似ておらぬ、オリジナリティあふれる匂い、とにかくお腹が空く香りじゃのう」

　小さな鼻をうな重に近づけて、くんくんと匂いを嗅ぐミユ。

　ちょっと子供っぽい仕草、食べ物を前にして、文豪風の振る舞いはすっかり忘れてしまったようだ。

「本当に良い香りですね。それに実に不思議な見た目をしております。お肉のようなお魚のような……。つやつやでふっくらして、とても美味しそうです。成彦様、ウナギとはいかなる動物なのでしょうか？」

　エレノワの問いに答えるために、スマートフォンで今度はウナギを画像検索して見せる。

　日本人にはなじみ深い、ヌルヌルでにょろりとしたフォルム。

　仲良く顔をぴったりとくっつけて、スマートフォンの画像を覗のぞき込むミユとエレノワ。

「こ、これは暴虐の邪王ではないか！」

　ミユが驚きの声をあげる。

　そうなの!?　暴虐の邪王なのにウナギ似なの？

「古い伝説ですので、我々も暴虐の邪王を見たことがあるわけではありませんが、壁画などにその姿は描かれております。まさにそっくりです。このウナギに小さな手足があれば、暴虐の邪王の姿です」

　エレノワも画像を見ながら目を丸くしている。

　ミユの小説からはまったく読み取れなかった……。ていうか、ウナギに手足を生やしたドラゴンって、まったく強そうじゃないんだけど……。それが暴虐の邪王!?

「まさか、暴虐の邪王を食すことになるとはの……。精もつくわけであるな」

　ミユは感慨深そうにうな重を見つめながら何度もうなずく。

「ウナギなんだけどね……、取りあえず食べてみなよ」

　ミユはもう一度うなずくと、恐る恐る箸はしを伸ばし、ウナギを小さく切り取り、ご飯と一緒に口へと運ぶ。

　はむはむと何度か咀そ嚼しやくし、こくりと飲み込む。

　その瞬間、ミユの顔がパッと明るくなる。背景に満開の花を添えたくなるような満面の笑み。

「暴虐の邪王、実に美味であるっ！　この独特の油の風味。柔らかな歯ごたえ、なんといってもこのタレが美味である。これは食が進むのう。暴虐の邪王タレさえあれば、ご飯を何杯でも食べられる気がする」

「ウナギのタレね……。創業以来、毎日少しずつ継ぎ足して使っていくうちに、ウナギのエキスが溶け込んでこんな味になるんだよ」

「なるほど……そういえば、パン一の神官キヨテルも毎日毎日、同じパンツを穿はいて、パンツに絶妙の風合いを出したと伝えられておる。それと同じであるのう」

「同じじゃないわ！」

　俺はすべてのうなぎ屋さんになり代わってツッコむ。

　しかしミユは上の空。俺のツッコミに反応することなく、うな重に夢中である。

「ついておる。どんどん精がついておる。おお、また精がついた」

　ひと口食べては、「精がついた」と申告しながら箸を進める。

　エレノワもうな重を気に入ったようで、ひと口食べるごとにうっとりした表情を浮かべる。

「これほど美味しくて、しかも精がつくなんて、素晴らしい食べ物ですね」

「まったくじゃ。エリクサーはたしかに精はつくが、身もだえするほど苦いからのう」

「それに次の日に口内炎ができるのも困りものです」

　エリクサーってそんなんなの!?

　ＲＰＧとかのイメージだと、たちどころにＨＰが回復する薬ってイメージだけど。

　口内炎になっちゃうのか……。

　異世界でのエリクサー事情や、ウナギは養殖で育てると、なぜかほとんどが雄になり、出荷されているウナギはほぼ雄であること。雄のウナギはある程度で成長が止まるが、雌のウナギは際限なく大きくなることなど、ワイワイとウナギとエリクサーの情報交換をしながら、うな重を平らげる。

「実に美味であったのう」

　ミユは目を細め、小さく吐息を漏らす。

　ミユの言う通り、やはりウナギは文句なく美味い。高いだけのことはある。

「姫様いかがですか？　執筆による疲れは取れましたか？」

　エレノワの言葉に大きくうなずくミユ。

「疲れがとれたどころか、むしろ精力が漲みなぎっておる」

　ミユは大きな目をギラギラと輝かせて、俺を見つめる。

　……なんだか怖い。

「成彦殿も漲っておるのであろう？」

「いや、漲っては……」

「いまこそ、決断のときだと思わぬか？　精がついて、決断の勇気も出たであろう」

「ウナギにそこまでの効果は……もう少し考えさせてもらえないかな」

　いつもであればこれで引き下がってくれるのだが、しかし今回のミユはいつもよりしつこい。

「私に不足があるのであれば言ってほしい、できるだけ直すゆえ。どうじゃろう。そろそろ決断を！」

　俺の手を両手で握り、目を潤ませながら訴える。

「どうしたの？　なんか変だよ」

「実は近く、王の誕生を祝う式典があるのです。それに姫様が不参加となれば、大変な事態に。王位の継承が難しくなります。ですから、それまでには戻らねばならないのです」

　ミユに代わってエレノワが事情を説明する。

　……そういうことだったのか。

　こんなに切実に頼まれたら大体のことなら聞き入れるところだが、結婚して異世界に住むとなると、ウナギの精力だけでは……。

　俺は知らず知らず困惑の表情を浮かべていたようだ。

「いや、こちらの事情で成彦殿に決断を強いるのは、失礼であった」

　ミユは自らの強引さを反省したのか、俺の手を放し、座布団の上に座りなおす。

　その姿はいつもの気品のある王女の姿。真っすぐに背筋を伸ばし言葉を続ける。

「別に諦あきらめたわけではない。必ずや期日までに成彦殿に了承してもらう所存じゃ。私は私の魅力を信じておる。絶対に成彦殿は私の夫になる。そして私の作品はメディアミックスするであろう！」

　ミユはそう力説すると、高々と拳こぶしを掲げる。

　なんたる自信。さすが、将来一国の王となろうとしているだけのことはある。

　……俺が異世界行きを決断するかどうかはさておき、メディアミックスは絶対に無理だけど。

　俺はミユの姿を見つめながら、心の中でそう呟つぶやいたのだった。








第一三話　牛角






　ここのところ俺のテンションは低かった。

　気分転換に散歩に出てみたものの、頭の中を巡るのは同じことばかり。

　それはミユたちが異世界に戻る日が近づいていること。

　滞在できるのは、こちらの時間にしてあと数日程度らしい。

　もちろん永久に俺の家に居い候そうろうするとは思っていなかったのだが、帰ることを告げられると、やはりショックはある。

　はじめは可愛いけど危なっかしい迷惑な居候といったイメージだったが、ともに数週間を過ごす間に……まあ、なんというか……親愛の情というか、その、あれだ、離れがたい気持ちというか、一緒に居たい気持ちというか……正直、口に出すのが恥ずかしい感情が芽生えてしまった。

　お別れする日のことを思うと、胸がキュッと苦しくなる。

　ずっと一緒に居られたらいいと思うが……。

　だからといって、異世界に旅立ち、こちらの世界を捨てるわけにはいかない。

　別にこちらの世界で成し遂げたい大それた夢があるわけでもないが、家族がいるし、それに平凡な暮らしではあるが、それが嫌いなわけでもないのだ。

　いっそのことトラックに跳ねられたら、こんな気持ちにもならないのだろうが……。

「成なる彦ひこ、どうした？」

「うわっ」

　突然声をかけられ、俺は思わず小さく叫ぶ。

　振り返ると、そこには見慣れた顔。

　女騎士のリディアだ。

　しかしその姿はいつもと違って、チャイナドレス姿。

　考え事をしながら歩いていたせいで気がつかなかったが、ここは以前、リディアにアルバイトを紹介した中華料理屋さんの前だ。

　リディアの手には中華料理屋さんのチラシ。どうやら集客のためのチラシ配布中らしい。

「バイト受かったんだね。似合うね、チャイナドレス」

　西洋人風の顔立ちでチャイナドレスは違和感があるものの、騎士として鍛えられた、出る所は出て、引っ込むべきところは引っ込んでいる抜群のプロポーションのおかげで、なんだかんだで着こなせてしまっている。

　俺は深い意味なくただ感想を述べたつもりだったのだが、リディアの顔が見る見るうちに真っ赤になる。ドレスのスリット部分を引っ張って、すらりとした太ふと腿ももを懸命に隠している。

「なっ、わ、私の……、服……関係ない。成彦、元気ない。どうした？」

「いや……別に」

　誰かに話してスッキリしたい気分ではあるが、リディアに悩みの原因を打ち明けるのはさすがに躊ちゆう躇ちよする。

　なにせ、リディアは俺がミユと婚約して異世界に行くことを阻止するためにこちらの世界にやってきたのだ。

　単なるセクシーチャイナドレス姿のフリーターではない。

「噓、よくない。成彦、元気ないの丸出し」

「丸出しかな？」

「戦場、元気ないヤツ、基本、死ぬ」

「それはそうだろうけど、戦場じゃないから」

　これ以上詳しい話をするわけにもいかないし、リディアはバイト中だ。立ち話はこれくらいにして、先へと進もうとするが……。

　リディアが俺の手をしっかりと摑つかんで、引き留める。

「もうすぐ、バイト終わる。終わったら、話そう」

　腕を摑んだまま、真っすぐに俺の目を見るリディア。

　その目は真剣そのもの。「うん」と言わないと手を離さない、そんな決意が伝わってくる。

　どうやら俺を本気で心配してくれているらしい。

「わかったよ。じゃあバイト終わったらね」

　リディア、なんだかんだ言っていいヤツじゃないか。騎士らしい熱く真っすぐな性格。

　こちらの世界では少ないタイプの………………………………………………………………。

　………………………………………………………………………………………………………………………………。




　………………存在だ。

　なんだか思考にものすごく間があった気がする。

　それにさっきまで青空だったのに、太陽が空を紅く染めながら、ビルの谷間に消えようとしている。

　そして首筋に鈍痛！

　リディア、またやりやがったな。

　いいヤツなんだろうけど、このチョップ癖だけはどうにかしてほしい。

　俺は辺りを見回し、自分がどこに居るのか確認する。

　ここはリディアの働く中華料理屋さんの前、入り口の脇にもたれかかっている状態だったようだ。

　せめて、外に放置はやめろよ！

「成彦、目、覚めたか？　バイト終わった」

　俺が目を覚ますタイミングを見計らったかのように、リディアが店内から出てくる。

　もしかして手刀の強さで気絶時間を調節できるのか？

「今日、バイト、暇だった。暇、逆に疲れる」

　リディアは労働の疲れを身体から振り払うように、両手を高々と上げ、伸びをする。

「入り口付近に気絶した人がもたれかかってたらさ、客は来ないだろ」

　どう考えても、リディアの手刀が原因。チラシ撒まいた意味なしだ。

　手刀に関する抗議はまだまだし足りないが、気になる点がもう一つ。リディアはバイトが終わったにもかかわらず、相変わらずチャイナドレス姿だ。

「それ制服じゃないの？」

「これ、制服、違う」

　リディアは相変わらずの拙い日本語ながら必死に経緯を説明してくれる。

　どうやら店長がリディアの私服の持ち合わせがないことを憐あわれんでくれたらしい。

「今着てるの、最初に貰もらったもの、これ今日、貰った、そして新しいこれ、制服」

　リディアはわざわざ店内に戻り、自分の貰ったチャイナドレスと現在の制服を並べて見せてくれる。

　似たようなデザインのチャイナドレスだが、徐々にスカート部分の丈が短くなっている。

「この世界、コックさん、偉くなるほど、帽子、長くなる。店員、偉くなるほどスカート短くなる」

　リディアは誇らしげに胸を張っているが……、残念ながらそれは噓だ。

　そもそも、こぢんまりとした街の中華料理屋さんで、なぜチャイナドレスの制服が？　と、不思議には思ったが……。

　さては……採用理由自体がミニのチャイナドレスを着せたいからだな……。

　しかも計画的に少しずつ短くして……。

　なんて店長なんだ！

　大変好感が持てるじゃないか！

　しかしリディアは店長の思惑などまったく気にしていない様子。

「私の出世、いま大事じゃない。成彦、心配。元気ない。顔色悪い」

「顔色が悪いのは手刀を喰らったせいだと思うけど……」

　店の前で立ち話もなんだ。俺とリディアはプラプラと歩きながら近所の公園へと向かう。

　ベンチで缶コーヒーを飲みながらぽつぽつと語りあう。

「コーヒー、苦い、地獄味。しかし騎士、訓練されているから耐えられる」

　リディアはブラックコーヒーをちびりと飲んでは苦く悶もんの表情を浮かべている。

　言っていることは立派風だが、ただの小さい子と同じだ。

「だったら、甘いの飲んだらいいのに」

　俺は苦笑しながら言うが、リディアはブンブンと首を振る。

「成彦と同じもの飲む。そして語り合う」

　ベンチの隣に座るリディアがぐっと身体を近づけ、俺の顔を覗のぞき込む。

「そ、そっか。そんな語るほどのことも……」

　相談相手としてどうかと思うが、リディアの〝語り合うぞ！〟的な圧力がすごい。

　キリリとした真剣な目で真っすぐに俺の顔を見ている。

「私、できることないか？　誰を殺せばいい？」

「おい！　暴力で解決を図るな！」

「じゃあ、私、なにできる？　成彦のために」

「ありがたいんだけど、なんでそんなに親身になってくれるの？」

　そもそもリディアは俺をさらい、なんだったら既成事実を作って、ミユとの婚約を阻止するために異世界からやってきたのだ。俺の精神状態はリディアにとって心配する必要がない。

「……成彦、私を救ってくれた」

　リディアは少し恥ずかしそうにはにかみながら、言葉を続ける。

「私、成彦さらったのに、餃子ぎようざ、焼きそばＵ．Ｆ．Ｏ．、食べさせてくれた。あれ、なかったら、死んでた。命の恩人、騎士、受けた恩、必ず返す」

「命の恩人って、そんな大げさなことはしてないけど」

「Ｕ．Ｆ．Ｏ．のやみつき濃厚、エクストリームソースの味、一生忘れない。私、やみつき濃厚、エクストリームソースの恩、成彦に返す」

　そう言えば、Ｕ．Ｆ．Ｏ．のパッケージに〝やみつき濃厚　エクストリームソース！〟って書いてあるな……。

　そうか。やみつき濃厚、エクストリームソースの恩か………………。

　……どんな恩だよ！

　しかしリディアは真剣そのもの。

　真っすぐな視線を俺に送り続けている。

　なんだか逆にこっちが相談しないと悪い気がしてきた。

「あのさ……まあ、ミユたちがね……」

　俺はぽつりぽつりと言葉を選びながら、ミユとエレノワが異世界へと戻る日が近づいていることについて、そして、そのことを考えると、寂しくて心が落ち着かないのだと伝える。

　本当に照れ臭い話題だが、リディアの生真面目さと、無駄な熱さのおかげで、少しは恥ずかしさが軽減される。

　リディアにとっては有利な展開だ。こんな話をしたら「やった！」とガッツポーズをされるかと思ったが……。

　予想外に神妙な顔つきで聞いている。

　真っすぐに俺の目を見ながら、リディアが尋ねる。

「成彦はミユ様が好きなのか？」

　実にストレートな質問。

　リディアはじっと俺の顔を覗き込みながら、俺の返事を待っている。

　答えないといつまでも待っていそうだ。

　言いたくないが、仕方がない……。

「うん、たぶん」

　日暮れ間近の公園のベンチに座って恋愛相談。

　俺にとっては青春度が高すぎて、全身がもぞもぞしてしまう。

「じゃあ、結婚……するのか？」

「向こうの世界に行くのはね……家族もいるし」

　やれやれ、なんでこんな話をチャイナドレスを着た異世界の女騎士にしているんだ……。

　俺は小さくため息をつきながら、自じ嘲ちよう気味に笑う。

　缶コーヒーもすでに空。話すことも話したし、正直ちょっとだけ心も軽くなった。

　俺がベンチから立ち上がろうとしたときだった。

　突如、リディアが俺の手を握りしめる。

「成彦、私ではダメか？」

　ただでさえ近くにあった顔をさらに近づける。

　澄んだ青空のようなブルーの瞳ひとみが、夕陽を受けてキラキラと輝いている。

　そしてその頰は夕陽よりも真っ赤に染まっている。

「私、成彦と結婚して、ミユ様との結婚失敗させれば任務完了。結婚後、どこにいても問題ない。私なら、一生、こっちの世界、いる。だめか？」

「リディアも向こうの世界に家族がいるでしょ」

　リディアは手を握ったまま、小さく首を横に振る。

「私、戦争孤児、家族いない」

「友達は？」

「騎士、友達いらない。作っても、すぐ死ぬ。成彦が思ってるより、すぐ死ぬ」

　……別になにも想定してないけど。そ、そっか。

　そんなつもりはなかったのに、嫌なことを聞いてしまった。

　しかしリディア本人はちっとも気にしていないようで、さらに情熱的に俺の手を握りしめる。

「それに……本当は……に、任務、関係ない、いつの間にか、成彦、寂しいと私の胸、キュッとなるようになった。私では役に立てないか？」

　つないでない方の手を自らの胸に当て、誓いを立てるかのように言う。

　切なげな表情。任務と関係なく、本心で言ってくれていることも伝わってくる。

　まさかこんな展開になるとは……。
















　こんなときはどうしたらいいんだ!?

　正直、俺はモテるタイプではない。こんな経験もしたことがない。

　気持ちはすごくありがたい。

　本当に嬉うれしいけど。

　いまはミユのことが……。

「取りあえず、友達になろう」

　これが不慣れな俺にできる精一杯の回答。

　この答えでいいのか自分でもさっぱりわからない。

「……友達、……友達」

　不思議そうに何度も「友達」と繰り返すリディア。

　友達がひとりもいなかったのだ。友達のイメージすらわかないのかもしれない。

「そうだよ。まずは友達になろう。さらうとかさらわれるとかの仲じゃなくて」

「友達……。なにしたらいい？　友達はなにする？」

　改めてそう言われると、困ってしまう。

　趣味の合う友達ならその趣味を。学校での友達なら学校であったことの雑談などをするが……。

　取りあえず間違いないのは友達とは気軽な感じで飯に行くということだ。

　そして友達と行く飯と言えば「牛ぎゆう角かく」である。

　肉を焼きながら、どうでもいい話をだらだらと話し、他人が聞いたら全然面白くないジョークでゲラゲラと笑い合う。

　まさに最高の時間である。

〝焼肉には人を元気にする魔法があるッ。〟

　これは牛角のキャッチフレーズだが、いまこそ、その魔力に頼る時だ。

　どれくらいのＭＰで、どれくらい元気が回復する魔法なのかよくわからないが、とにかくそんな魔法にかかりたい気分だ。

「友達とは一緒に牛角に行くものだよ」

　俺はこちらの世界での掟おきてであるかのように、堂々とそう宣言する。

「おお、いつもの成彦の感じ、出てきた。行こう、牛角、友達だから」

　リディアはそう言うと、俺の肩に手を回す。

　たぶんリディアは友達なら肩を組んで歩くと思っているのかもしれない。

　しかし、プロポーション抜群の上にチャイナドレス。

　どうしても脇腹あたりにあたる胸の膨らみが気になって仕方がない。もちろんいい意味で！

　そして気になりつつも、肩を組み返すわけだけれども！

　俺たちは友達というより、へべれけに酔ったサラリーマンのように肩を組み合いながら、牛角を目指す。




　　　　◆




「人、いっぱい。私のバイトの店、全然違う」

　リディアは店内を見回しながら悔しそうに「くっ」と呟つぶやく。

　リディアの言う通り、牛角は繁盛していた。

　というか、牛角チェーンはなぜかいつも賑にぎわっている。空いている牛角など見たことがないくらいだ。

「こちらの世界の人は友情を確認したいときに、牛角を訪れるんだ」

　俺は適当な繁盛している理由を述べながら、席へとつく。

　牛角は焼肉店、当然ながらテーブルには肉を焼くロースターがついている。

　それを不思議そうにしげしげと見つめるリディア。

　異世界でも肉を焼くことはあるだろうが、このようなテーブルは存在しないようだ。

「ここでいろんなお肉を焼いて、食べる店だよ。お肉好きだよね？」

「肉、大好きだ。ハントするのも、食べるのも」

　リディアはうんうんと大げさに何度もうなずく。

　これは相当の肉好きと見た。

「牛角ではハントしなくても大丈夫かな。ここから選べば、出てくるから」

　俺はそう言いながら、メニューをリディアに広げて見せる。

「えーと、カタカナ読める……、カルビ、ハラミ、タン……。どれも食ったことのない動物」

「それは動物の種類じゃなくて、肉の部位だね」

　俺の説明を聞いて、「ほほう」と感嘆の声を上げるリディア。

「戦場では肉、丸かじり。部位、気にしない」

　どうやら丁寧に部位が分かれていることに感心しているらしいが……。

　丸かじりか……。それはそれで美味しいのかもしれないけど。

「そっか、取りあえず、俺が選ぶね」

　丸かじり派ではない俺は、まずはオーソドックスにタンから注文する。

　しかもねぎとんタン塩だ。牛タンと変わらず美味しいのに、値段が安い。絶対お買い得だ。

　タンをいっておいて、熟成やわらかヒレ、次にカルビ、ハラミの順がいいだろう。

「まずはあっさりとした肉を食べて、それから、タレのついたこってりとした肉を食べるのがルールなんだ。そうしないと焼肉奉行に怒られるからね」

　俺はあんまり肉を焼く時にごちゃごちゃ言うのは好きじゃない。

　しかし、割とルールにうるさい人も多い。今後のためにもリディアにも基本は伝えておくべきだろう。

「……奉行。勉強したから知ってる。ガーディアンのような存在。恐ろしい」

「本物の奉行じゃなくて、口うるさい人を奉行って言うだけだから。ほらこのトングで焼くの」

　俺は豚タンを焼きつつ、説明する。

　リディアも見よう見真似でタンを網の上に置く。

　リディアはしばらくタンの焼け具合を確認し、さっと裏返した。

「タンは裏返さないでいいから！　薄いから片面で十分焼けるし、ネギが落っこちちゃう」

「クッ、そうか……」

　タンを食べたら熟成やわらかヒレだ。

　これは厚切りにカットされており、赤身のサイコロステーキ的なイメージだ。

　赤身らしいしっかりとした肉の旨みが味わえつつ、ちゃんと柔らかい。牛角の中でもすきな肉のひとつだ。

　俺はやわらかヒレをリディアと俺の分、ふた切れ投入すると、厳しい目で焼き加減をチェックする。

　こういった厚切りの肉はある程度火を通したら、すぐに食べず、ちょっと皿の上で休ませると余熱で旨みが……。

　リディアが勝手にカルビを投入している！

「ちょっと、肉は一種類ずつ！　味がごちゃごちゃになるし、焦げちゃう！」

「クッ、ぬぬぬ」

　リディアは慌ててカルビを網の上から回収しようとする。

「いや、もう焼いちゃったから、そのまま焼こう。カルビはまず八割焼いて、裏返して、二割焼く……」

「奉行だ！　成彦は奉行！　焼肉ガーディアン！」

　リディアが俺を指さし、睨にらみつける。

「ち、違う、俺は奉行じゃない！」

「奉行なのに、奉行じゃないフリする！　私、勉強した。それ覆面捜査官！　焼肉覆面捜査官！」

　いっぺんにいろいろと説明しすぎて、リディアのフラストレーションが爆発してしまったようだ。

　そんなつもりはなかったのだが、ただ、基本だけは踏まえた方が、焼肉を楽しく……。

　しかしリディアにとって俺は悲しいかな、焼肉奉行。しかも遠とお山やまの金きんさん的な奉行じゃないフリをする焼肉奉行。

　違うんだ。俺は普通の市民だ。焼肉は楽しく好きにやればいいと思っている。

　大きめの肉を裏返す時にただ反転するんじゃなく、上下も反転させないと、焼き具合にムラがでるとか、味付けをしてある肉をさらにタレにつけるんじゃないとか、それくらいのちょっとしたことが気になるだけで…………。

　…………あれ？　もしかして俺は奉行なのか！

　俺は知らず知らずのうちに奉行になっているのか？　無自覚奉行なのか？

　無意識に肉町奉行所で勤務していたのか……。なんてことだ。

「すまない、リディア。俺は自分でも気づかないうちに、奉行になってしまっていたのかもしれない。でも信じてくれ。本当の俺は自由を愛する焼肉市民なんだ！」

　俺は切々と本心を訴える。

　そう、今日牛角に来た目的はリディアとの友情を深めるため。

　肉の焼き方にとらわれて本来の目的を忘れてはいけない。こんなことでは焼肉の人を元気にする魔法の効果も得られない。

「もう、焼き方でごちゃごちゃ言わないよ。一緒に肉を焼きながら、仲良くなろう」

　俺の気持ちが伝わったのか、リディアに笑顔が戻る。

　こうやって笑ってくれると、騎士の面影はなく、本当にひとりの可愛らしい女の子に見える。

「成彦のこと信じる。肉を食べて、元気出そう」

　ミユへの気持ちを打ち明けても、なおも励ましてくれる。

　そんないい子と焼肉を食べられているだけでも十分、細かい焼き方などいいじゃないか……。

「もしさ、俺がミユとの結婚をさ、断ったらリディアはどうなるの？」

「ぬう……その場合、一いつ旦たん、任務は終了。しかし状況変化の可能性ある。別命あるまで、こちらの世界で待機」

　リディアは焼肉を頰張りながら即答する。

　おそらく命令書のようなものがあり、暗記しているのだろう。

　焼肉をガツガツ食べる腹ペコガールにも見えるが、基本的には任務中の騎士なのだ。

「そうか、じゃあ当分はこっちなんだね」

「それに、私は結婚、問題ないぞ」

「だから友達だって」

「そう。友達だった。友達、肉食べ放題、いいものだ」

「……食べ放題じゃないけどね」

　リディアの食べっぷりは相変わらず。

　ちょっと財布の方が不安になってきた。

　おそらく財布も軽くなってしまうのだが、心も少しだけ軽くなった。

　自分の中でまだ整理はできないが、ミユは好きだけど異世界には行けない。そんな自分の気持ちを素直に打ち明けるしかない。

　あとはなるようにしかならないだろう。

　いい友達を持てた……。

「リディア、あのね」

「どうした？」

　俺はリディアに友達になってくれたことのお礼が言いたかったのだが……。

「焦げてる！　さすがにこれはダメでしょ！」

　我慢ができなかった！

　カルビが焦げてカリカリのベーコンのようになっている。適当に網にぽいぽいと肉を乗せるからこんなことになるのだ。

「成彦、また奉行！　焼肉ガーディアン！」

「奉行としてじゃなくて、市民としての警告だよ！　これじゃ、もう食べられないでしょ」

「騎士、焦げてる肉、気にしない！」

　リディアはそう言うと焦げたカルビを口に運ぶ。

　なんて強情な……。ここまで焦げたら食べるレベルじゃないだろうに。

　しかし、焦げ焦げの肉をジャリジャリと嚙かみしめながらも、なんだか楽しそうなリディア。自分が無理して焦げた肉を食べているのが可笑おかしいのか、クスクスと笑いがこみ上げている。

　つられて俺もついつい笑ってしまう。

　こんなくだらないことで笑い合うなんて……。

　焦げた肉を通して、俺とリディアはすっかり友達になれた気がしたのだった。








第一四話　おにぎり






　すっきりと片付けられたミユたちの部屋。

　荷物はすべてトランクに収められ、部屋の床には複雑な魔法陣が描かれている。

　この魔法陣が起動する時が俺たちの別れの時だ。

　不思議なもので、俺にはまったく理解できない魔法陣の複雑な幾き何か学がく模様も寂し気な抽象画のように見える。

　心臓が締め付けられるような寂しさを、俺は顔に出さないように必死にこらえる。

　ミユも内心はどう思っているのかわからないが、いつも通りに見える。

　元気よく、純粋で、子供のようにコロコロと笑う。

　ミユは魔法陣の周囲に宝珠を設置し終えると、額の汗をぬぐい、小さくため息を吐く。

　かなりの集中力を要する作業だったようだ。

「お腹が空いたのう。なにせ魔法陣の作製を頑張ったからのう」

　ミユの食いしん坊っぷりも相変わらずだが、これで最後の食事になるだろう。

　日本の食事が大好きだったミユとエレノワ。なんでも食べさせてあげたいが……。

「とはいえ、残念ながら、もうどこかに食べに行っている時間はございません。手早く済ませないといけませんね」

　エレノワが少し寂しそうに言う。

「うむ。今日を逃すと転移時間のズレが大きくなるからのう。遅参は許されぬ」

　ミユの父である王の誕生式典に出席するための帰還。

　それに間に合わなくなると、ミユは王位継承者として不適格とのそしりを免れないらしい。そして、それまでに俺を連れ帰らなければいけなかったのだが……。




　俺が最終的に意思を確認されたのは昨日のことだった。

「最後にもう一度だけお願いする。私と結婚して、我々の世界に来てほしい。そして私とともに国の統治に携わってほしい」

　深々と頭を下げるミユ。

　普段の威厳に満ちた態度からは想像できない姿。

　美しい金髪に隠れて表情はうかがえない。

「俺、ミユのこと好きだよ。すごく好きだ。……でも異世界には行けない。こっちに家族もいるし。やっぱりこの世界が好きだから」

　俺は引き裂かれそうな心の痛みに耐えながら、このときのために何度も心の中で復唱してきた言葉を伝える。

「だから……本当にごめん」

　俺はミユよりも深く頭を下げる。

「成なる彦ひこ殿が謝る必要はない…………左様であるか……」

　顔を上げたミユの表情は意外なほど晴れ晴れとしたものだった。

　いつもと変わらぬ美しい顔立ち。深いグリーンの瞳ひとみがキラキラと輝いている。

　おそらくここ数日の俺の雰囲気から察して、覚悟をしていたのだろう。

「ならば仕方あるまい。エレノワ、明日、戻ろう」

　ミユは俺にくるりと背を向けて言う。

「姫様……」

　ミユはエレノワの姿も見ていない。

　誰にも顔を見せず、ただ窓から外を見ている。

　その肩はかすかに震えているように見えた。




　翌日のミユは忙しそうだった。

　昨日のことがなかったかのように、簡単に朝の挨あい拶さつを済ますと、すぐに異世界転移の作業のために自室へと籠こもってしまった。

　そしてその作業はお昼過ぎまで続き、いまに至るのだが……。

「異世界転移は星の巡りによって時間のズレが変化するのです。そのズレが最小になる日が本日なのです。本日を逃すと、本当に式典に出られない可能性が出てくるのです」

　エレノワが俺のために補足説明を行ってくれる。

　説明してもらっても結局は理解できないが……。

　とにかくもう時間がないということは理解できた。

　せっかくの最後の食事、豪勢にいきたかったのだが……残念だ。

「じゃあ、なに食べる？　なんでもいいよ」

「お、おにぎりが食べたいんだな」

　俺の問いに即答するミユ。

「どうした、その放浪の絵描きっぽい喋しやべり方は？」

「き、聞いたことがあるんだな。おにぎりを……、よ、要求するときは、こ、この喋り方が、た、正しいと。だから、お、おにぎりが食べたいんだな」

　どこで仕入れたんだよ、その情報は……。

　おにぎりを要求する時の正しい口調とかないし……。

　元ネタは知ってるのか？

「我々の世界にも山やま下した清きよし氏の名は届いております。おにぎりと白のランニングを誰よりも愛した男として、そして小型の草食動物のようにすぐに逃げ出すと」

　俺の困惑を察してか、エレノワが裸の大将情報をさりげなく添えてくれるが……。

　画家としての情報は!?

　おにぎりとか逃げ足の速さ以前に、偉い画家だからね！

「ツナマヨが食べたいんだな」

　ミユはなおも裸の大将口調で言う。

「画伯はツナマヨ食べないから！」

「じゃあ、別のでも構わないんだな。い、石ころが入ってるのでもいいんだな」

「そんな具はないよ。あとその口調はもういいから」

　画伯口調を止められつまらなそうに唇を突き出すミユ。

「そうであるか。とにかく、おにぎりは美味しく手軽で具もいろいろ選べて楽しいと聞いておる。それにこの日本のソウルフードであるとも。最後の食事に相応しいとは思わぬか？」

　口調が戻り、いつもの王女らしい威厳のある言葉遣い。でも「最後の食事」と言った時だけ、かすかに悲しげな表情を見せた気がする。

　おにぎりくらい自分でも握れるが、時間がないのだから仕方がない。

　少し寂しい気もするけど、コンビニのおにぎりにするか……。

　ミユたちはコンビニが大好きだし。

「ところで、おにぎりとおむすびの違いがわからないのですが……」

　おにぎりを食べることに決まったところで、エレノワが俺に質問する。

　最後の最後までこちらの世界の見聞を広めようとしているのだろうか……。

　じつに真面目なメイドさんだ。

　それに対する答えなんだが……。

「諸説ある……」

　これは諸説あるとしか言いようがない。

　東日本はおむすび、西日本でおにぎりと呼ぶ説。

　おにぎりは三角、俵形、丸形など形状を問わず、おむすびは三角でないといけない説。

　おむすびは女性風の言葉でおにぎりは庶民的で男性っぽい言葉である説。

　ちなみにセブンイレブン、ローソンでは表記はおにぎり。ファミリーマートはおむすびだ。

　そういう意味ではファミリーマートは女の子。セブンとローソンは男の子だと言えよう。

　それはさておき、ミユがおにぎりを食べたいと言っているのだから、おにぎりを買わなければいけない。

　となると、ローソンかセブンだ。

　ミユがこちらの世界に現れ、初めて食べた物がローソンのからあげクン。

　ローソンに始まり、ローソンに終わるのも悪くないだろう。

　俺たちは、家から一番近いローソンへと向かう。




　　　　◆




「青いのう……、今日はいつにも増して一段と青い」

　ミユはローソンを見ながら、しみじみと言う。

「まことに。青うございます、空の青さに溶け込んで、なんとも美しく……」

　エレノワが言葉を途中で詰まらせる。

　エレノワにとってもこれがローソンの見納め。

　そんなことに感傷的になるなよ、とツッコみたいが、俺もそんな精神状態にはない。

　俺はこれからこのローソンの青い看板を見る度にふたりのことを思い出すのだろう。

　からあげクンを買う度に、ミユの無邪気な笑顔を。

　ローソンＣＳほっとステーションを聞く度に、エレノワの礼儀正しさを。

　使いどころがなくて、キッチンの引き出しに溜たまっている、一リットルの麦茶パックを買った時についてくる長いストローを見る度に、姉妹のように仲なか睦むつまじかったふたりのことを。

「エレノワ、そんな顔をするのではない。街のほっとステーションに泣き顔は似合わぬ。笑顔で楽しもうではないか」

　ミユがエレノワを励ましながら、自ら先陣を切って店内へと入り、真っすぐにレジのすぐ隣のおにぎりコーナーへと進む。

　三段に亘わたって並べられる、バリエーション豊かなおにぎりたち。

　これはミユたちにとってこちらの世界の最後の食事である。

「種類がたくさんございますね。目移りしてなにを選んでいいのやら」

「そうであるのう」

　エレノワの言葉にうなずきつつ、ミユがチラリと俺を見る。

　なにを選ぶべきかアドバイスが欲しいのだろう。

「海苔のりはパリパリとしっとり、どっちのタイプが好き？」

　おにぎりを選ぶ際に大きな分かれ道となるのが海苔のしっとりとパリパリだ。

　これは本当に好みとしか言いようがない。

「ふむ……私としては、ネトネトしすぎず、嚙かみついてこないタイプじゃの」

「そんなのないから！　っていうか、なにと間違えているの？」

　改めておにぎりを包む、黒いペーパー状の食べ物であることを説明する。

　ローソンの海苔は瀬せ戸と内うち産と有あり明あけ産を使用。パリッとタイプもしっとりタイプも美味いのだ。

「それは知っておる。海苔といえば海藻であろう。こちらの海苔は嚙みついてこないのであるか。それは漁民も安全であるのう」

　恐ろしいことにミユは間違えていなかった！

　異世界の海苔は人を襲うのか……。

　それじゃあ、パリッとタイプかしっとりタイプかどころじゃないな。

　まあ、それならば両方食べてもらえばいい。

　俺はおにぎりを何個食べるかから、アプローチしていくことにする。

「ふたりはお腹空いているんだよね？」

　その問いに猛烈にうなずくふたり。

　どうやらふたりともかなりお腹を空かせているようだ。

「それに、召喚魔法中は食事ができませんから、できるだけ食べておかないといけません」

　エレノワが主人であるミユを気遣うように言う。

「成彦殿はあの魔法でパッと現れ、パッと消えていると思っているかもしれぬが、異世界間を移動する召喚魔法は、到着まで時間がかかるのじゃ」

「あの空間に時間という概念があるのかすら、わからないのですが、体感で八時間ほどかかっている気がします」

「それに肌寒くてかなわぬのう」

「私はあの聞こえるか聞こえないかのブーンという音がどうも気になって……」

「たまに急に音が大きくなって、気持ち悪いのう」

　魔法陣の中にそんなに長くいるのか……。

　しかもそこはかとなく漂う冷蔵庫の中っぽさ。

　それならばしっかりと食べておいてもらわないと。

「じゃあ、おにぎりは腹ペココースで三つでいいかな？」

　俺の言葉にうなずくミユ。

「すべて成彦殿にお任せしよう。最後の食事である、失敗したくはない」

　こうして俺はおにぎり選びを任されたのだが……。

　俺はおにぎりは一種のコース料理だと思っている。

　三つならば、最初のひとつは前菜的に、二つ目はメイン、そして三つ目は〆的に。

　厳しい召喚の旅に出るふたりに俺がしてやれることはおにぎりを選んであげることくらい。

　ならば最高の三つを選ぼうじゃないか。

　まずひとつ目に食べるべき前菜的おにぎりは食欲を増進させること。

　あっさりとしつつも胃を食事モードにし、次のおにぎりを食べたくなるような、そんなおにぎりがいい。スタンダードなところだと、梅かわかめごはんおにぎりだが、ラインナップはけっこう変わるが、いまなら、ちりめん山さん椒しようおにぎりだろう。

　そして二つ目、ここでがっつりとしたおにぎりを食べる。肉系、マヨ系などこってりとした味わいのタイプを選択。今回は目についた、てっぺん盛り直火焼牛カルビを選んでみる。

　そして三つ目はおにぎりらしいおにぎりで〆たい。俺が調べたところ、おにぎりの具一番人気は鮭、キングオブおにぎりの具である鮭で締めくくるのが相応しいだろう。

　これで海苔もないタイプとしっとりタイプ、パリパリタイプすべてを含んでいる。

　これが俺のおにぎり感すべてを込めた、おにぎりチョイスだ。

　それを三人分カゴにいれ、会計する。




　　　　◆




「お、お腹ペコペコなんだな、は、早くおにぎりを食べたいんだな」

　家に戻ると、ミユの口調は再び画伯モードへと変わっていた。

　どうしてもおにぎりを食べる時はこの口調になりたいらしい。

「お、おにぎりに、や、野獣のように、むしゃぶりつきたいんだな。く、喰らうだけ、喰らって、残りは、に、握りつぶしたいんだな」

　山下清はそんな乱暴なキャラではない！

　どうなってるんだ、異世界での画伯のイメージは……。

　とにかく時間もないし、ミユは画伯になってしまうほど、お腹ペコペコの様子。

　さっそくおにぎりを食べることとする。

「まずはこれから」

　俺はそう言うと、ちりめん山椒おにぎりをミユとエレノワに配布する。

　この順番で食べると決めて買ってきたのだ。順番だけは守ってもらわなければいけない。

「いい香りがしますね」

　エレノワが山椒の香りにうっとりとしている。

　そもそも〝椒〟とはかぐわしいとの意味がある。山にあるかぐわしい物、それが山椒なのだ。

　その香りに誘われて、ぱくりとひと口頰張るエレノワ。

「なんとも優しいお味です。魔法陣のチェックなどで張りつめていた気持ちがほぐされていく気がします」

　ミユもその言葉に釣られて、ちりめん山椒おにぎりを頰張る。

　その瞬間、ミユの顔がぱっと明るくなる。

「う、美味いんだな。こ、この、ふ、付着している、こ、小魚がゴ、ゴミ、みたいだけど、美味いんだな。ゴミのように、美味いんだな」

「その口調、もうやめなよ」

　本人は楽しいみたいだけど、キャラがブレブレで、もう誰なんだかわからない状態になっている。

「不思議なものじゃ、食べれば食べるほど、食欲が増す。これが成彦殿の意図であるか」

　ようやく口調を戻したミユは夢中でおにぎりを頰張り、あっという間にひとつ平らげてしまった。

　ならば続いては、てっぺん盛り直火焼牛カルビだ。

「こ、これは、先ほどのおにぎりとはまるで違うのう。まるで別の料理かのようじゃ」

　ミユはてっぺん盛り直火焼牛カルビを頰張りながら、目を丸くしている。

　たしかにこの味わいは、ちりめん山椒とはまったく違う。

　コンビニのおにぎりとは思えないしっかりとした旨みの肉。

　そして甘辛のタレ。これがご飯に合う。

　ご飯は偉大だ。

　ちりめん山椒にも合い、テリヤキっぽいタレにも合い、マヨにすら合い。野菜に合い、魚に合い、肉に合う。たぶん、未発見のブラックマターを具にしても合う。

　そのなんにでも合っちゃう圧倒的コミュ力を凝縮した食べ物。それがおにぎりなのだ。

　そんなことを考えているうちに、ふたりともてっぺん盛り直火焼牛カルビを完食している。

　いよいよ〆の鮭を配布する時が来た。

　なんだかんだ言って、おにぎりの具といえば鮭。

　山下清画伯が食べるおにぎりにてっぺん盛り直火焼牛カルビは似合わない。やはり鮭だろう。

〝千と千尋の神隠し〟でハクが千ち尋ひろに与えるおにぎりは、多分ただの塩おにぎりだろうけど、仮に具に鮭が入っていたとしてもセーフだが、あれの具がてっぺん盛り直火焼牛カルビではやはり変だ。

　鮭のおにぎりを食べずして、おにぎりを食べたことがあるとは言えまい……。

「ふぬぬ、むむう……どりゃあ！」

　……って考えているうちにミユがおにぎりの包装をぐちゃぐちゃにしてしまった！

　ちりめん山椒とてっぺん盛り直火焼牛カルビは普通に封を切ればいいだけのタイプ、鮭はパッケージを縦に割ってパリパリの海苔を装着させるタイプ。

　そうかこのパッケージ初めてだったか。それにしたって、感覚的にわかりそうなものだけど……。

　俺は正しく剝むいたおにぎりをミユに手渡し、海苔がくちゃくちゃになっちゃった方を自分の物として貰もらう。

　最後に食べるおにぎりが海苔くしゃくしゃではかわいそうだ。

　俺の渡したおにぎりにかぶりつくミユ。

「これが、成彦殿の言っていたパリパリであるか……。たしかにパリパリしているとより美味であるのう」

　しみじみと味わうミユ。

　どうやらミユはパリパリ派だったようだ。

　しかし、いまさらパリパリ派であったことがわかったところで……。

　あちらの世界の海苔は人を襲うわけだし……。

　しかし、こちらからしんみりするわけにもいかない。

　なにせ俺は異世界行きを断った側。

　せめて明るく見送ってあげたい。

「おにぎり買いすぎて、一個余っちゃったりする時は、インスタントの味み噌そ汁しるを冷やで作って、そこにキュウリとかミョウガなんかを刻んで宮崎の冷汁風にすると、それも美味しいよ。ローソンのだと燻くん製せいたらことか冷汁アレンジが合うね。いつか、異世界にもローソンができたら、やってみるといいよ」

「私が王座についた暁には、必ずやローソン異世界支店を誘致するであろう。ふむ、宮崎風であるか……。その地にも行ってみたかったのう。それに、もっと食してみたいものもたくさんあった……。[image: ]野家にも行ってみたかったし、大戸屋のチキンかあさん煮も食してみたかった。チキンとうさんの様子も確認しておきたかった……」

　ミユは最後のおにぎりを食べ終わると、小さくため息を吐く。

　……チキンとうさんは存在しないので、様子の確認は必要ない。

　そう教えてあげたいところだが、もはやミユにこちらの世界の情報は必要ない。

「姫様、それではそろそろ」

「うむ、頃合いであるの」

　席を立つふたり。

　居い候そうろうしていた部屋へと戻る。

　ついに別れの時だ。

　ミユが魔法陣の中心へと立つ。華きや奢しやな身体を真っすぐに伸ばして、胸を張り、堂々と俺を見つめている。その姿はいつもよりも増して、王女としての威厳を感じる。

「それでは、本当にお世話になりました」

　エレノワが懐からこれまでの物より大きな宝珠を取り出し、セットすると、ゆっくりと魔法陣が輝きはじめる。

　宝珠がすべて所定の位置に設置されたことにより、魔法陣が作動したようだ。

　ミユの顔も青白い幻想的な光に照らされている。

「私はまだ諦あきらめてはおらぬ。一度の失敗で諦めるような人間は国を統べることは出来ぬからのう」

　ミユはそう言うと、にっこりとほほ笑んだ。

　最後の最後まで気丈。実にミユらしい。

「また来なよ。いつでも歓迎するからさ。チキンかあさん煮を食べよう」

　ミユの笑顔に釣られて俺も笑顔になる。

「ふむ。莫ばく大だいな経費がかかるからのう。何年かかろうとも、必ずや官僚どもを締め上げて、予算をぶんどってみせる」

「ミユならやれると思うよ。……やっていいのか俺にはわからないけど」

　ますます輝度を増す魔法陣。

　光がまるで風を起こしているかのように、ミユの髪とスカートをはためかせる。

　ついに、ふたりの身体が魔法陣の中へと沈みはじめた。

「成彦殿、最後にこれだけ。成彦殿への結婚の申し込みの件じゃが……、決して政治のためだけだったと思わないで欲しい」

　どんどん光の強さは増し、もはやふたりの姿を見ることも難しい。

　ミユの声もすぐ近くにいるはずなのに、随分と遠くから聞こえてくるかのようだ。

　それでも俺は必死に目を凝らし、ミユの声に耳を傾ける。

「最初はもちろんそうであったが、いまは違う。もし王女でなくとも、心から……。慕って……」

　閃せん光こう弾が爆発したかのように一気に光が強くなる。

　反射的に目を閉じ、身を屈める。

　俺の身体を貫くように吹き抜ける光の風…………。

　目を開くとふたりの姿は既になかった。

　あれほどの光を放っていた魔法陣も跡形もない。ただの空き部屋。

　窓の外から子供のはしゃぐ声が聞こえるだけ。

　──もし次にミユたちが来てくれたら……。
















　俺はその想いを自分でかき消す。

　戻ってくることを期待して、ずっと待ち続けるのはつらい。

　これが俺の日常なのだ。

　ミユとエレノワも本来の世界で懸命に生きることだろう。

　俺もこっちの世界を生きていこう。

　──ありがとう。

　俺はふたりに心の中で礼を言い、空っぽの部屋を出て、自分の部屋へと戻る。

　ふたりのおかげで、この世界が平凡に見えるのは自分が平凡だからだと気づいた。

　自分の心がキラキラと輝いていれば、この世界もまた輝きを放ってくれるのだ。

　俺もエクセルの練習でもしてみるか……。

　それともＷＥＢで小説でも投稿してみるか……。

　必死にパソコンと格闘していたミユを思い出しながら、俺は自分のノートＰＣを開く。

　電源をオフにしているノートＰＣにはぼんやりと俺の顔が映る。

　まったく、実に冴さえない表情をしている。

　いつまでも寂しがっていても仕方がない。

　そんな俺の顔をかき消すべくＰＣの電源を入れようとしたときだった。

　モニターが勝手に光を放ち始めている……。

　いや、違う。これは光を反射しているのだ。

　振り返り、光の発生源を確認する。

　床のフローリングに浮かび上がる何本もの光の帯。

　それはさらに数と強さを増し、五ご芒ぼう星せいと六芒星を組み合わせたような、複雑な模様を描き出す。

　──それはいわゆる魔法陣であった。








番外　秋刀魚の炊き込みご飯






　陽が落ちると一気に気温は下がり、吹き抜ける風もひんやりと冷たい。

　あれほどうるさくがなり立てていた蟬も、いつの間にか鈴虫の大人しく、穏やかな歌唱へと順番を譲っている。

「気温が下がっておるのう」

　ミユは窓から吹き込む秋風に実った稲穂を思わせる黄金色の豊かな髪をたなびかせながらぽつりと言う。

「秋だからね」

「ほう、これが秋であるか。初体験じゃのう。我が国にははっきりとした季節がないからのう。なんだかこうして風に吹かれておると不思議な気分になるのう」

　開け放たれた庭へと続く窓辺に腰を下ろし、目を閉じ虫の声に耳を傾けている。

　長いまつ毛、通った鼻筋。薄い唇。目を閉じていると端整な顔立ちが一層際立つ。

　どこか寂し気な表情。

　異世界人でも秋には少しセンチメンタルな気持ちになるのであろうか……。

　長らく閉じていた目を開くと、夕暮れから急速に帳とばりを下ろした夜空を見上げるミユ。

「ふぅ」と小さくため息を吐いて……。

　──くるるる。

　どこか寂し気な顔のままでお腹を鳴らした！

　さすが食いしん坊！

「お腹空いたの？」

「うむ。なにせはじめての秋であるからのう。食欲の秋という言葉があるのであろう？」

　季節を選ばず、オールシーズン食べ物には目がないくせに……。

「そっちの世界では春夏秋冬ってどうなってるの？」

「我が国でも季節の変化はございますが、このようにはっきりとした変化はございません。春夏秋冬にあたる季節を表す言葉として俊蚊襲盗ならございますが」

　ミユの傍らにそっと付き添っていた従者のエレノワがミユに代わって答える。

「なにそれ？」

「人々が俊敏になる季節、蚊が増える季節、凶暴なモンスターの襲来が増える季節、手癖が悪くなる季節でございます」

「暑いんだか、寒いんだか……。っていうか手癖が悪くなる季節ってなんだよ」

「湿度と気温、風の強さ。すべてが泥棒向きの季節でございます。盗賊団の動きが活発化するため、治安の維持に大変な労力がかかる季節でございます」

「それに比べれば食欲の増す季節とはのう。なんともこちらの世界は平和なことである」

　ミユはこちらの世界の平和を堪能するかのように、初秋の夕暮れをぼんやりと見つめながら言う。

「まことに。こちらの世界の蚊は血を吸うと言ってもほんの少しだけでございますし、我々の世界では失血死するほど吸いますから。こちらの世界は窓辺も安全でございます」

　エレノワがミユの言葉に深く同意している。

　……うーむ。聞けば聞くほど行きたくなくなる異世界だ。蚊はめっちゃ血を吸い、モンスターは襲来し、あげくに盗賊団で一年の季節って……。

「こちらの世界の秋とやら。実に良きものである。せっかくならば堪能しつくさねばならぬのう」

　ミユはそう言うと立ち上がり、俺の方へと向き直る。

　真っすぐに俺を見つめるミユ。

　一回中断を挟んだものの……というか、帰ったと思ったらすぐに戻って来た時には実に驚かされた。それはさておき、ミユとエレノワが俺の家に居候をはじめて、それなりの月日が流れている。だから俺にはこの視線の意味がはっきりとわかる。

　──なにか秋っぽいものを食わせろ。

　そういう意味だ。

「じゃあ、なにか食べる？」

　俺がそう言うと、ミユの目がキラリと光る。

「もちろんである。季節の影響でお腹がペコペコじゃ。さすが秋である」

　それは秋だからではなく、ただミユの食い意地が張っているだけだと思うが……。

　しかしそんな指摘が無粋なほどミユの目は情熱に燃えている。過ぎ去った夏の日差しに負けないほどの食べ物への情熱の炎が。

「秋の味覚ねえ……なににしようか」

　ひと口に秋の味覚と言ってもたくさんある。

　キノコ類、栗、カボチャ、リンゴ……、旬のものはたくさんある。

　ミユも俺の傍らでなにやら考え込んでいる。同じく旬のものを思い浮かべているようだが……。

「毒吹きムラサキカバの丸焼き……。殺人ピエロの血の池煮込み……」

　ミユの口からはとんでもない旬の料理が次々と挙げられる。

　おそらく向こうの世界の〝襲〟の味覚なのだろう。

「想像するだけでもお腹が空きますねえ」

　エレノワはミユに完全に同意しているが……。

　俺の脳内に描かれた想像図ではまったく食欲は湧かない。むしろ減る勢いだ。

「こっちの世界の秋の味覚は、そんなグロいものじゃないから」

　俺の言葉にカチンときたのか、ミユは眉まゆを吊つり上げ、猛然と抗議する。

「ぬっ！　我が世界の襲の味覚を馬鹿にしておるな！　ピエロと言っても人間ではない。ピエロそっくりな小型の猿の煮込みである！」

「説明されてむしろ食欲失せたよ！」

　こうなったらこちらの世界の秋の味覚を存分に味わってもらうしかない。

　こちらの世界の自然の恵みの豊かさを。

　俺はミユとエレノワを伴い早速スーパーへと向かう。




　　　　◆




「おおっ、あるのう秋の味覚が」

　ミユのテンションはスーパーに入るなり最高潮に達していた。相変わらずスーパーが大好きなのだ。

　ミユが言う通り、〝今が旬〟などのポップがいたるところに飾られている。

　四季折々の旬の食材を楽しむ。これこそが食事の基本である。

　ミユは興奮で少し小走りになりながら店内を物色する。

「これがよいだろうか。まさに食べごろといった感があるのう」

　残念ながらミユが真っ先に手に取ったのはハイチュウストロベリー味であった。

「それは旬じゃないっていうかオールシーズンあるかな」

「ならばこれは？」

「眠眠打破も秋の味覚ではないね」

「むぅ……これは？」

「虫コナーズはもはや秋どころか味覚ですらないかな」

　……残念ながらミユは旬の食材選びが圧倒的に下手くそだった。

「そもそも旬を楽しむっていうのは既製品から選ぶんじゃなくて、食材から選ぶものだからね。野菜とか肉とか」

「食材であるか……」

「……姫様は料理人によって調理された物を食べる立場。厨ちゆう房ぼうに立つことはございませんから。しかも異世界での食材選びとなると間違えるのも仕方ございません」

　すかさずフォローするエレノワ。さすが従者である。

　しかしミユは強気な性格。フォローされると逆にムキになってしまうタイプだ。

「むっ！　……いまのはちょっとしたジョークである」

　ミユが敢然と言い放つ。

　誰がどう見ても素で間違えていたように見えるのだが……。

　しかしミユのプライドがそれを認めないのだろう。

　ことさら胸を張り、言葉を続ける。

「私もこの世界についてかなり学んできた身である。そして未来の成なる彦ひこ殿の妻として、秋の味覚を見事に選んでみせようではないか。成彦殿、口出しは無用である。必ず自力で選んでみせるのじゃ！」

　ミユはそう宣言すると再び店内を巡回し始める。

　まるで名画の真しん贋がんを見極めるような厳しい目で商品をチェックする。

　そしてついに歩みを止め、ミユの手が赤く色づいたトマトへと伸びる。当然、トマトの旬は秋ではないが……。

　伸びたミユの掌はトマトの真上でギリギリ停止し、なにも摑つかむことなく戻ってきた。

「危ない、危ない。これは巧妙に偽装されておるが、秋の味覚ではない」

「そうだね。トマトは違うね。……偽装してないけど」

「ふふ、この私の目をごまかすことは出来ぬ」

　そう言うと、トマトを一いち瞥べつし、歩きはじめるミユ。

　明らかに俺の顔色を見て止めたように見えたが……。

「ほほう、あるではないか、秋の味覚が」

　次にミユの足が止まったのはパン粉の前であった。

　しげしげとパン粉を見つめるミユ。

　もちろんパン粉は秋の味覚ではない。というかパン粉に旬などない。

　ミユの手がパン粉に伸びる。そしてその目は俺の顔色をじっと観察して……。

　またしてもすんでのところでミユの手が止まる。

「ふふふ、騙だまされぬぞ。危ない。危ない。これは秋の味覚ではない」

「さすが姫様。素晴らしい洞察力でございます」

　エレノワが小さく拍手をして褒め称えているが……。

　……俺の顔色見て止めてるだけだし。

　しかしミユは上機嫌。

「さあ、戯れ事はここまでよ」

　意気揚々とパン粉コーナーを後にする。

　もしかして当たるまで続けるのか……。

　どれが旬なのか教えてあげた方が早いのだが、おそらくプライドの高いミユはそれでは納得しないだろう。

　面倒だがこのまま付き合ってやるしかないか……。

　秋の味覚を求め、次にミユが足を運んだのは鮮魚コーナーであった。

　──ある。ここには秋の味覚がある。

　鮮魚売り場の秋の味覚、それはもちろん秋刀魚さんまである。

　秋刀魚のシーズンは始まったばかりだが、なかなかどうして脂の乗った丸々とした秋刀魚が並んでいる。

　むろん俺もまた秋刀魚が大好きだ。見ていたらすっかり秋刀魚の気分になった。今日は秋刀魚が食べたい。

　ここは是非とも秋刀魚を選んでほしいところ。

　ミユへの露骨なヒントとして、俺は秋刀魚をじっと見つめ続ける。

　そのメッセージはしっかりと伝わったようだ。

「あるのう。ここには秋の味覚が」

　ミユは俺の視線の先へと手を伸ばす。

　その先には秋刀魚が並んでいるのだが……。

　ミユの手がわずかにずれ、秋刀魚をかすめて、刺身のツマの大根に。

　──違う！

　俺はさらに目力を込めて秋刀魚を凝視する。

　無言のメッセージが伝わったのか、ピタリと止まるミユの手。

　その手は刺身のツマから離れ、ワサビの小袋に……。

　──違う！　ワサビの小袋は秋の味覚ではない！　トングを使って、スチロールの箱の中で氷水に浸つかっている秋刀魚のうちなるべく太っている秋刀魚を三匹ほど選び、ビニール袋に入れろ！

　目力だけで伝えるにはあまりにも難易度が高い！　しかし俺は秋刀魚を食べたいのだ。

　俺の強い想いのこもった渾こん身しんのアイコンタクトをミユも感じ取る。

　ミユの可か憐れんな指がトングを摑み、秋刀魚の入ったスチロールの箱へと伸びる。

　──そうだ。それでいい。そのままなるべくいい秋刀魚を……。違う！　それは氷だ！　そんな生臭い氷を取ってどうする！　秋刀魚を取れ！　……違う！　だからそれはワサビの小袋だ！　トングで摑もうとするな！　秋刀魚だ、秋刀魚！　トングで秋刀魚を摑んで、ビニール袋に……違う！　トングそのものをビニール袋に入れてどうする！　食べるのかそれ！

「怖い！　成彦殿がなんだか怖い！」

　ミユは俺の圧に耐えかねて、ついにはトングを元に戻してしまった！

　俺の視線から逃げるようにエレノワの背中に隠れるミユ。

「だってさ……。秋刀魚を選んでよ！　秋刀魚が食べたいの！」

　俺はついに答えを言ってしまう。

「秋刀魚……この細長い魚類であるか」

「そう。日本の秋といえば秋刀魚」

「こんなメタリックカラーの魚類が秋の味覚。まさに引っかけ問題であるのう」

　答えを言われてしまい、ちょっぴりつまらなそうなミユ。

「しかし姫様はほぼ正解に近づいておりました。なにせ秋刀魚の目の前にまでたどり着いたのですから」

　すかさずエレノワがフォローする。

「であろう！　氷も摑んだしのう」

　ミユの機嫌が瞬く間に直った。

　エヘン、エヘンと胸を張って本当に子供みたいだ。

「じゃあ、なるべく脂の乗った秋刀魚を選んで」

　俺は改めてミユにトングを渡すと、秋刀魚を選ばせる。

　ここはやらせてあげないと、またご機嫌斜めになってしまう可能性があるのだ。

　エレノワとどれがいいかキャッキャと話し合いながら、楽し気に秋刀魚を選ぶミユ。

「この個体などどうであろう。毒はなさそうに見えるのう」

「そうですね。こちらの秋刀魚も毒がないと思いますが……」

「どれも毒はないから」

　俺はふたりにツッコみつつも気持ちは献立へと移っている。

　せっかくの今シーズン初秋刀魚。そしてミユとエレノワにとっては人生初秋刀魚。どんな食べ方をするべきか……。

　やはりスタンダードは秋刀魚の塩焼きなのだろう。

　ちょっと焦げ気味ぐらいにこんがりと焼いた秋刀魚に大根おろしを添える。

　しっかりと水分を切った大根おろしに醬しよう油ゆをさっとしみこませて、焼き立ての秋刀魚の上にそっと乗せる。

　想像するだけで涎よだれが出そうなくらいだが……。

　しかし、いくらなんでもシンプルすぎるかとも思う。

　せっかくの初秋刀魚。もうひと工夫したい。

　それに秋の味覚は秋刀魚以外にもある。せっかくなら他の旬の食材もいれて季節感を出したいところ。そうなってくると……。

　──炊き込みご飯か。

　俺は秋刀魚の炊き込みご飯が好きだ。

　秋刀魚の旨みが存分に味わえる上に、ショウガと一緒に炊き込んで、大葉などを添えれば、生臭さも消える、秋刀魚初心者向けの調理方法でもある。一緒にキノコもたっぷり入れれば秋らしさも抜群だ。

　よし、炊き込みご飯にしよう！

　俺は長考の末、今日の献立を決定したのだが……。

「姫様、これなど新鮮そうに見えます……」

「そうであるのう。死にたてほやほやの魚類であろう」

　ミユとエレノワはまだ秋刀魚を選んでいた！

「……あの、もうそろそろ選び終えてくれないかな？」

「そうはいかぬ。成彦殿にとっては見慣れた死魚かもしれぬが、我々にとっては初めての秋刀魚である！　慎重に慎重を重ねて、選び抜かねばならぬ」

　ミユはきっぱりとそう宣言すると、真剣な眼差しで一匹、一匹、秋刀魚をチェックし続ける。

　こうして俺はもうしばらく秋刀魚選びに付き合う羽目になったのだった。
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　長い長い秋刀魚選びを終え、ようやく家に戻る。

　さっそく土ど鍋なべを取り出し、炊き込みご飯の準備に取り掛かったのだが……。

「ほほう。これまでの鍋に比べると実に牧歌的な鍋であるのう」

　キッチンで俺の後ろをついて回るミユ。土鍋にも興味津々だ。

　土鍋は保温性にも優れてるし、上手く使えば、ご飯もふっくらと炊ける。それになにより秋らしい風情を感じる。

　もちろん秋が初体験のミユにとっては土鍋の風情は理解できないかもしれないが……。

「土鍋というのであるか、なんとも風情を感じるのう」

　ミユが予想外の発言をする。

「わかるの？」

「我々の世界でも〝襲〟の季節にはこのような厚手の土器の鍋は大活躍であった。家に侵入しようとする、小型のトロールに向かって投げられる土器の鍋。実に季節を感じる風景である」

「土器は重みもあり、作り直すのも容易でございますから。懐かしいですね」

　しみじみと頷うなずきあうミユとエレノワ。

　なんだか俺の考えている土鍋の風情との距離感がひどい。

　仕方ない。ならばこちらの世界の土鍋の風情を堪能させてやろう。

　事前に研いで水を吸わせておいたお米を、薄切りにした人参とキノコと共に出汁と酒、みりん、醬油、そしてたっぷりのショウガを投入し、炊き込みを開始する。

　そしてそれと同時に秋刀魚の準備。コンロの魚焼きグリルで秋刀魚を塩焼きにする。

　内臓ありのまま塩焼きにしてもいいのだが、ミユとエレノワは秋刀魚に慣れていない。今回は内臓を取ることにする。

　やがて土鍋がコトコトと音をたて柔らかな蒸気が上がる。

「ほほう。炊き込んでおるのじゃな？　たしかこちらの世界にはこんなとき古くから言い伝えられた言葉があるのう」

「はい。ご飯を炊くときの呪文でございますね。導術師によると、はじめちょろちょろ……」

「私に言わせるのじゃ！」

　エレノワの口をふさいで言葉を遮るミユ。

　どうやら、自分で言いたいらしい。

　得意げにひとつ咳せき払ばらいをすると、改めて言葉を続ける。

「はじめちょろちょろ、なかぱっぱ、赤子を炊いたら、でき上がり」

　……惜しい。惜しい上に怖い！

「姫様、少々違うかと、赤子ちょろちょろ、なかぱっぱ、蓋ふたが泣いたら、赤子煮ろ。ではないでしょうか？」

　エレノワが訂正しているが、残念ながらそれも違う。というかむしろより悪くなった。

　ご飯の炊き方だって言っているのに……なぜ赤ちゃんを。

「とにかく炊き方はわかっているから、安心して！」

「呪文を唱えずともちゃんと炊き込めるかのう？」

　なおも不安げなミユ。

　そもそもその言葉は呪文ではなく、ご飯を炊くときの火加減についての言葉。

　もちろん俺は火加減については心得ているつもりだ。

「できるから大丈夫」

　俺はミユをなだめつつも、料理を進める。

　すでに秋刀魚がグリルの中でいい感じに仕上がっている。皮がこんがりと色づき、表面の油がぷつぷつと泡立っている。いい頃合いだ。

　焼きあがった秋刀魚は三つに切って、炊き込みご飯の仕上がりを待つ。

　待つことしばし。コトコトと音を立てていた土鍋が静かになる。

　このタイミングで秋刀魚を投入。軽く混ぜて、蒸らしに入る。

　蒸らすこと一五分。

　土鍋をそのままテーブルへと運び、ミユたちの前で改めて蓋をオープンする。

　改めて混ぜ合わせた後にお茶ちや碗わんに取り分け、仕上げに刻んだ大葉とゴマを投入。さっとかぼすを振りかければ、秋刀魚の炊き込みご飯のできあがりだ。

　ほんのりとおこげもついたご飯。ほくほくの秋刀魚。しっかりと出汁を吸って色づいたシメジ。人参の赤と大葉の鮮やかな緑。見た目も我ながらいい感じに仕上がっている。

「ほほう。これが秋刀魚の炊き込みご飯であるか……。なんともいい香りであるのう」

　秋刀魚のインパクト抜群の香りに加わった大葉とかぼすの絶妙なバランス。そしてそれを下支えするシメジの香り。

　人参、シメジ、秋刀魚、かぼす。いずれも秋が旬。このオーケストラのごとき秋の香りのハーモニーはしっかりと異世界人にも伝わったようだ。

　そして見た目、香りと来れば、後は味だ。

　気に入ってもらえるといいが……。

　ミユは自分の茶碗を手に取ると、すっかり慣れた手つきで箸はしを操り、秋刀魚の炊き込みご飯を口に運ぶ。

　しばらく咀そ嚼しやくして、こくんと飲み込むと、ミユはうっとりとした表情を浮かべる。

「美味である。しみじみと美味である」

　ミユは炊き込みご飯を口に運ぶたびに「美味である」を繰り返す。

　どうやら気に入ってくれたようだ。

「本当に美味しいですね。秋刀魚が美味しいのはもちろんのこと、他の具材とのハーモニーも絶妙で、不思議と癒やされる美味しさです」

　エレノワもしみじみとミユの言葉に同意する。

　そう。それこそが旬の味なのだ。

　今の時代、ほとんどの食材が季節を選ばず手に入れることができる。

　それでも秋には秋が旬のものを食べ、季節を感じる。

　これは味ではなく癒しなのだ。

「秋の味覚。実にいいものである。自然のもたらす恵みに感謝の気持ちすら湧いて来る」

　ミユの茶碗はいつの間にか空になっている。見事に完食だ。

「我が国でも〝襲〟の味覚を炊き込むことはできないでしょうか？」

「それは良き考えじゃ。我が世界の炊き込みご飯も負けず劣らず美味に違いない。秋刀魚さんまよりさらに鋭利でメタリックな魚類もおるし、キノコなど、この何倍もの大きさがあるからのう」

「キノコはデカけりゃいいってもんじゃないけどね……」

「大きいだけではない。夜には活発に動き回るし、近づく者にガスを吹くのじゃ」

　ミユはなぜか誇らしげだ。

「余計に悪いよ！　それ炊き込んじゃダメなタイプのキノコだって！」

「そんなことはない。成彦殿には我々の世界に偏見があるようじゃ」

「偏見かな？　ただの本能だと思うけど」

「これは体験してもらわねばならないのう。成彦殿、一度、我が世界へと転移してみてはどうか？　さあ、まずは婚約を」

　そう言うとミユはぐいぐいと俺の袖そでを引く。

　気持ちはありがたいのだが、ガスを吐くキノコを炊き込みたくはない。

　ミユの執しつ拗ような求婚もいまでは日常の風景となっている。

「もう少し考えさせてくれるかな」

「いつまで考えておるのじゃ！　さあ旅立とうではないか。我が世界に」

　この押し問答も相変わらず。

　異世界行きと結婚の話をはぐらかしながら、秋の夜は更けていくのであった。








あとがき






　カドカワＢＯＯＫＳでははじめまして。小学館ガガガ文庫の回し者、川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよでございます。

『いせたべ～日本大好き異世界王女、求婚からの食べ歩き～』楽しんでいただけたでしょうか？　僕は非常に楽しく書かせていただきました！

　以前から挑戦してみたかったグルメ系のお話。念願がかなって幸せです。なにせご飯を食べているだけで取材してるってことになるんですから、楽しくないわけがないです！

　…………適切な量であればね。

　ちょうどお腹いっぱいくらいでやめておければいいのですが、それではただの食事。そうはいきません。

　たとえば第一話のからあげクンではからあげクンに合うちょい足しを探すべく、大量のからあげクンを食べました。からあげクンレギュラーとレッドをそれぞれ五袋ずつとか食べるわけです。

　絶対ローソンの店員さんはホームパーティーでもしてるんだと思ったはずです。

　全部、ひとりで食べちゃうんだぜ……。

　一日の食事がほぼからあげクンのみなんだぜ……。

　とくに餃子ぎようざの話では一回にどうやっても一七、八個くらいしか食べられないので、三日くらいずっと餃子でした。

　からあげクンも餃子も大好きなので、平気なんですけどね……。

　箱買いしたプロ野球チップスがまだ残ってるなあ……。まだ大おお谷たに選手は出ないなあ……。

　まあ、そんな体験を含めて非常に楽しかったわけです！

　それからですね、このお話は小説投稿サイト『カクヨム』にて連載させていただいたＷＥＢ連載小説がベースになっておりまして、僕個人としてはＷＥＢ小説も初体験で、それも非常に楽しかったですね。

　やっぱり時代はインターネットですね。

　ワールドワイドウェブ最高！　エイチティーティーピーっすよ！

　というわけで、インターネットに接続できる電子機器などお持ちの方はぜひ『カクヨム』もチェックしていただければと思います。他にもたくさんの面白いお話があるかと思いますので、お手持ちの電子機器を自在に操り、自分のお気に入りを発掘していただければ！




　そして謝辞へ！

　あとがきといえば謝辞！

　担当編集さんとイラストレーターさんと他の関係者さんとにお礼を言って、そのあとなにより読者のみなさまありがとう的な、あのコーナー！　それをやらせていただきます。

　本当は先にこんなこと書くとやりにくいのですが……。




　まずは堀ほり泉いずみインコさま。

　素敵なイラストありがとうございます！　本当にキャラクターもイメージにぴったりで、はじめてキャラクターデザインを見させていただいたときには、嬉うれしくて小躍りしました。僕の小躍りはコサックダンスです。




　担当していただいた、萩はぎ原わらさま、荒あら川かわさま。

　自由にやらせていただき、ありがとうございました。おかげさまで本当に楽しく書かせていただきました。なにより、このような新しいチャレンジをさせてもらえたことに感謝です！




　そして本書を手に取っていただいた読者のみなさまにも謝辞を。

　買っていただきありがとうございます！

　からあげクンを食べ、お話を書き、ルマンドを食べてはお話を書き、そんな日々を送ったわけですが、それもこれもみなさんに読んでいただきたいからこそ。誰かに読んでいただけてはじめて成立する作業なのでございます。気に入っていただけると嬉しいなぁ。そして、そして、「おい、二巻も出せ」的なお言葉も『カクヨム』などにお寄せいただけると、なお嬉しいです！

　お手持ちの電子機器を自在に操っていただきたい！　なにとぞ御フリック入力のほど、よろしくお願いします。




　続いて、颯さつ爽そうと他社の本の告知を！

　小学館ガガガ文庫より『やむなく覚かく醒せい!!　邪神大沼』、『人生』、『勇者と勇者と勇者と勇者』と三シリーズ出させてもらっております！

　それぞれテイストは違いますが、一貫してテーマは笑い。笑えるラノベを目指して頑張っております。もし、本書『いせたべ』を読んで、「他のも読んだろうかな」などと思っていただけましたら、こちらもよろしくお願いします！

　そちらではめちゃくちゃにふざけたあとがきも書いておりますので、ふざけたあとがきマニアの方も是非。

　以上、他社の告知でした！　大丈夫、ちゃんと許可をいただいてやっております。そこまでのならず者ではないよ。




　というわけで、いろいろ初挑戦ばかりだった『いせたべ』。なんとか体重二キロ増にて乗り切ることができました。食べまくった割にはそれほど太らなかったです！　お粥かゆの回があったのが幸いしました。

　しかし、まだまだミユたちに食べさせたいものがいっぱい。取材と称して食べまくりたいものがいっぱいです。もし書かせていただけるのであれば一〇キロは太る覚悟です。太りすぎたらサラダスティックの回などを挟みたいです。

　もし続刊を出させていただけるチャンスがあれば、二巻のあとがきでみなさんのご機嫌をうかがえれば！　なにはともあれ、ありがとうございました！








川岸殴魚

OUGYO KAWAGISHI

２００８年の第３回小学館ライトノベル大賞にて審査員特別賞を受賞し、応募作を改題した『やむなく覚醒!!　邪神大沼』（ガガガ文庫）で作家デビュー。２シリーズ目となる参加型人生相談ラノベ『人生』シリーズも大ヒットとなり、ＴＶアニメ化を果たした。現在『勇者と勇者と勇者と勇者』シリーズを展開中、などと意味不明の供述をしている。
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いせたべ～日に本ほん大だい好すき異い世せ界かい王おう女じよ、求きゆう婚こんからの食たべ歩あるき～








川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよ
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